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はじめに 

 

この文章を執筆している 2020 年 8月現在、同年 1月より中国湖北省から報告された新型コロナウイルス（COVID-

19）は、世界中に拡散し未だにその収束は見えていません。神戸大学では、第 1クォーターの始まりは 5月のゴール

デンウィーク明けになり、すべての大学がそうであったようにオンライン授業を中心に講義を始めました。6月末か

らの第 2クォーターからは、実習・実験等の一部で対面授業が認められ、慎重に慎重を重ねながら、また手探り状態

の中、実習・実験を進めているところです。この新型コロナウイルス禍を通して、農学とはいかに実学に基づいてお

り、実習の重要性を再認識することとなりました。 

農学での実習は、植物や動物の栽培や飼育に携わる資源生命科学専攻、環境や生態、生物機能を学ぶ生命機能科学

専攻、経済政策を通しての地域連携や農業工学の実践の場が必要な食料共生システム学専攻、これら 3専攻全てにお

いて実学の基礎となると考えています。近年では、大学の農学研究が細分化し、より高いインパクトを持った論文執

筆のプレッシャーや研究動向の潮流から、極めて専門性の高い研究に目が行きがちとなっています。しかしながら、

これまでの科学の歴史から、非常に高い専門性と学問全体を俯瞰できる概念の両立がないと、次世代のリノベーショ

ンにつながる新しい研究は生まれてこないと考えています。 

そういった意味において、附属農場にあたる食資源教育研究センターは農業生産現場の実態を知り、農業の実際に

触れることによって、「農学とは何か」、「未来の農学の進む方向性」、「科学界での農学の位置づけ」などについ

て、農学問の全体像を俯瞰できる能力を養うべく、その役割が位置付けられているものだと考えています。したがっ

て、医学部の病院などと同様、農学部には附属農場の設置が必須であると大学設置基準に定められ、その重要性が示

されています。このような背景から、附属農場の役割を担う食資源教育研究センターは、広大な土地を利用した農牧

場実習を学生に提供し、農業・農学とは何かを教えています。 

食資源教育研究センターの第１の使命は学生の教育です。これに加えて、研究活動、生産活動、地域貢献などにも

力を入れています。前回の食資源センター報告第 4号では、2014 年度から 2018年度に文部科学省から教育関係共同

利用拠点の認定という、センターの挑戦と飛躍について触れられ、大きな出来事として取り上げられています。この

取り組みは、センターが教育拠点となり、近隣の他大学と連携して質の高い教育を提供する制度です。5年間の取り

組みの結果、近畿圏を中心とした 18 大学のべ 2252人の学生に対して、「農場から食卓まで」、「農業と遺伝資

源」、「実践食料生産」をテーマとした実習を提供しました。この成果が認められ、2019年度から再び教育関係共同

利用拠点の認定を受けました。次の 5年間では、これまでの 3テーマに加え、「Agricultural Products in Japan」

と「スマート農業」の 2つの新テーマを教育・研究する国際的・次世代的農業実習の取り組みを推進していきます。 

これらの共同利用拠点の実施に加え、同センターでは農学研究と農業技術の出口として、農業生産物・加工品を神

戸大学ブランドと名打ち世に出しています。作物品種ではバレイショの「はりまる」、日本酒「神のまにまに」、但

馬牛・神戸牛の「神戸大学ビーフ」などです。また一部の生産物では、旬の農場生産物直売を行っています。これは

大学の近隣の住民の方々に生産物を販売するというものであり、学生の消費者を意識した農場生産物に関する教育に

大きく役立っています。 
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本報告書では、他の多くの活動についても記していますので、是非その取り組みについてご覧いただければと思い

ます。本年度は、新型コロナウイルスが世の中を席巻する中、安全を守りつつ学生さんたちに少しでも農学の実践に

触れて頂こうと思案しております。しばらくの間はまだまだ大変な時期が続くと思いますが、それに負けずに構成員

が一丸となって様々なことに挑戦したいと考えています。最後となりますが、より良いセンター活動を目指して、皆

様の貴重なご意見ご指導を賜りたく存じますので、よろしくお願いいたします。 

 

2020 年 8 月 

神戸大学大学院農学研究科附属食資源教育研究センター長 万年 英之 
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第 1図 センター組織図（2020年 3月現在） 

 

 

現員（2020年 3月末時点） (兼)は兼任教員 

 

センター長  万年 英之 教授(兼) 

センター主事  大山 憲二 教授 

資源開発部門 

部門長  安田 剛志 教授(兼) 

植物資源開発分野 安田 剛志 教授(兼) 片山 寛則 准教授 吉田 康子 助教 

動物資源開発分野 万年 英之 教授(兼) 本多 健 助教 

連携利用部門 

部門長  石井 尊生 教授(兼)               

生産フィールド部門 

部門長  大山 憲二 教授 

山崎 将紀 准教授 

生物生産技術班 

班長   冨士松 雅樹 技術専門職員 

作物系  冨士松 雅樹 主任 橋爪 浩和 渡邊 優子 野村 直希 

果樹系    正木 健太郎 主任 谷田 真也 谷川 隆大 辻 絵美 

畜産系    不断 哲男 主任 久下 志朗 田中 大輔 小間 康史 塩路 未帆 

センター事務室 

室長   松本 勝 

   元井 重樹 係長 中村 和哉 主任 岡田 由起子 黒崎 優子 



 

 

5 

2015年 4月から 2020年 3月までの附属食資源教育研究センターにおける教職員の人事異動は以下のとおりであ

る。 

第 1表 2015年度～2019年度における人事異動 

発 令 日 事 項 氏 名 異 動 内 容 

2015年度 4月 1日 

4月 1日 

4月 1日 

4月 1日 

配置換

（入） 

任命 

任命 

配置換

（入）  

長尾 廣幸 

石井 尊生 

万年 英之 

安田 剛志 

センター事務室長（前：医学部管理課専門員） 

連携利用部門長（センター長兼任） 

資源開発部門長 

資源開発部門・植物資源開発分野教授 

 8月 1日 

3月 31日 

採用 

退職 

藤原 敏 

藤原 敏 

技術補佐員（教育関係共同利用拠点要員） 

（前：技術補佐員 教育関係共同利用拠点要員） 

2016年度 

 

4月 1日 

9月１日 

9月 1日 

10月 31日 

11月 30日 

採用 

任命 

採用 

退職 

退職 

名渡山 常示 

万年 英之 

林田 聡 

林田 聡 

名渡山 常示 

技術補佐員（教育関係共同利用拠点要員） 

センター長兼資源開発部門長 

臨時用務員 

（前：臨時用務員） 

（前：技術補佐員（教育関係共同利用拠点要員）） 

 12月 1日 

12月 1日 

採用 

採用 

名渡山 常示 

森本 浩司 

技術補佐員（産前・産後休暇補助） 

技術補佐員（教育関係共同利用拠点要員） 

 3月 31日 退職 名渡山 常示 （前：技術補佐員（産前・産後休暇補助）） 

 

 

 

 

2017年度 

3月 31日 

3月 31日 

3月 31日 

3月 31日 

4月 1日 

4月 1日 

4月 1日 

4月 1日 

5月 1日 

退職 

免命 

免命 

免命 

採用 

任命 

任命 

任命 

採用 

森本 浩司 

筧 重文 

久下 志朗 

橋爪 浩和 

森本 浩司 

冨士松 雅樹 

正木 健太郎 

不断 哲男 

山本 健造 

（前：技術補佐員（教育関係共同利用拠点要員）） 

（前：班長（果樹系主任を兼務）） 

（前：技術専門員・畜産系主任） 

（前：技術専門職員・作物系主任） 

技術員（育休代替） 

班長・作物系主任 

畜産系主任 

果樹系主任 

臨時用務員（教育関係共同利用拠点要員） 

 

        

6月 30日 

 

7月 1日 

9月 1日 

配置換(出) 

 

配置換(入) 

採用 

小嶋 祐介 

 

元井 重樹 

奥川 良人 

医学部総務課福利厚生係長（前：センター事務係

長） 

センター事務係長（前：医学部医事課収入係長） 

技術補佐員（産前・産後休暇補助） 

 9月 30日 退職 山口 創 （前：特命助教・連携利用部門） 

 10月 1日 採用 柴崎 浩平 特命助教・連携利用部門 
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10月 1日 

10月 31日 

 

12月 31日 

12月 31日 

1月 1日 

 

1月 1日 

1月 1日 

1月 31日 

採用 

退職 

 

免命 

免命 

採用 

 

任命 

任命 

退職 

吉田 剛規 

前田 美和子 

 

正木 健太郎 

不断 哲男 

永見 妙華 

 

正木 健太郎 

不断 哲男 

奥川 良人 

臨時用務員 

（前：センター事務室事務補佐員（教育関係共同利

用拠点要員）） 

（前：技術専門職員・畜産系主任） 

（前：技術専門職員・果樹系主任） 

センター事務室事務補佐員（教育関係共同利用拠点

要員） 

果樹系主任 

畜産系主任 

（前：技術補佐員（産前・産後休暇補助）） 

 2月 1日 

3月 31日 

 

3月 31日 

3月 31日 

3月 31日 

採用 

配置換

（出） 

定年退職 

退職 

退職 

奥川 良人 

飯田 恭平 

 

久下 志朗 

柴崎 浩平 

森本 浩司 

技術員（育休代替） 

学務部学生支援課生活支援グループ主任（前：セン

ター事務係主任） 

（前：技術専門員・畜産系） 

（前：特命助教・連携利用部門） 

（前：技術員（育休代替）） 

2018年度 4月 1日 配置換(入) 

 

中村 和哉 センター事務係主任（前：情報基盤センター情報企

画係主任） 

 4月 1日 採用 久下 志朗 再雇用職員（技術員・畜産系） 

 2月 28日 

 

3月 31日 

 

3月 31日 

3月 31日 

3月 31日 

退職 

 

配置換

（出） 

定年退職 

退職 

退職 

永見 妙華 

 

長尾 廣幸 

 

筧 重文 

山本 健造 

奥川 良人 

（前：センター事務室事務補佐員（教育関係共同利

用拠点要員）） 

医学部患者サービス課課長補佐（前：センター事務

室長） 

（前：技術専門員・果樹系） 

（前：臨時用務員（教育関係共同利用拠点要員）） 

（前：技術員（育休代替）） 

2019年度 4月 1日 配置換(入) 松本 勝 センター事務室長（前：財務部経理調達課専門員） 

 4月 1日 採用 塩路 未帆 技術員・畜産系 

 4月 1日 採用 奥川 良人 技術補佐員（教育関係共同利用拠点要員） 

 4月 1日 採用 黒崎 優子 センター事務室事務補佐員（教育関係共同利用拠点

要員） 

 4月 1日 

3月 31日 

任命 

免命 

安田 剛志 

正木 健太郎 

資源開発部門長 

（前：技術専門職員・果樹系主任） 
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（１）原著論文 

Hayakawa, K., Sakamoto, T., Ishii, A., Yamaji, K., Uemoto, Y., Sasago, N., Kobayashi, E., Kobayashi, N., 

Matsuhashi, T., Maruyama, S., Matsumoto, H., Oyama, K., Mannen, H. and Sasazaki S. (2015): The 

g.841G>C SNP of FASN gene is associated with fatty acid composition in beef cattle. Animal Science 

Journal 86, pp. 737-746. 

Inoue, K., Honda, T. and Oyama, K. (2015): Genetic relationships between internal diseases diagnosed at 

slaughter and carcass traits in Japanese Black cattle. Journal of Animal Science 93, pp. 2714-2721. 

この研究では、5,788 頭の黒毛和種を用い、農家の収益に大きな影響を与えうる種々の内臓疾患と枝肉形

質間の遺伝的な関係を調査した。内臓疾患の発生率は、肝多発性巣状壊死が 16.1%、脂肪壊死が

23.0%、大腸炎が 6.8%となっていた。これらの形質の遺伝率は低めから中程度であり、それぞれ 0.18、

0.28 および 0.18 と推定された。脂肪壊死と大腸炎は、枝肉重量、ロース芯面積およびばらの厚さと負、

脂肪交雑とは正の遺伝相関を示した。このことから、現在の脂肪交雑に重点を置いた選抜が、一部の内臓

疾患の発生を増加させている可能性が明らかとなった。 

川口芙岐, 深澤謙治, 小浜菜美子, 秋山敬孝, 福島護之, 小林栄治, 大山憲二, 万年英之, 笹崎晋史 (2016): 黒毛和種繁

殖雌牛集団におけるレプチン遺伝子内多型と繁殖形質との関連. 日本畜産学会報 87, pp. 333-338. 

Inoue, K., Valente, D.B., Shoji, N., Honda, T., Oyama, K. and Rosa, J.M.G. (2016): Inferring phenotypic causal 

structures among meat quality traits and the application of a structural equation model in Japanese 

Black cattle. Journal of Animal Science 94, pp. 4133-4142. 

Inoue, K., Honda, T. and Oyama, K. (2016): Economic losses related to internal diseases in Japanese Black 

cattle. Animal Science Journal 87, pp. 736-741. 

Nishi, K., Shimogiri, T., Kusano, A., Sakamoto, S., Shiromoto, K., Kawabe, K., Okamoto, S., Honda, 

T. and Oyama, K. (2016): Estimation of genetic parameters for carcass defects of Japanese Black cattle 

in Kagoshima. Animal Science Journal 87, pp. 655-660. 

Honda, T., Ishida, T., Kobayashi, I., Oguri, Y., Mizuno, Y., Mannen, H., Iwaisaki, H., Kuge, S., Saito, K. 

and Oyama, K. (2016): Change of fatty acid composition of the lumbar longissimus during the final 

stage of fattening in the Japanese Black cattle. Animal Science Journal 87, pp. 578-583. 

Kawaguchi, F., Okura, K., Oyama, K., Mannen, H., Sasazaki, S. (2017): Identification of leptin gene 

polymorphisms associated with carcass traits and fatty acid composition in Japanese Black 

cattle. Animal Science Journal 88, pp. 433-438. 

Inoue, K., Shoji, N., Honda, T. and Oyama, K. (2017): Genetic relationships between meat quality traits and 
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（５）その他の講演（セミナー、企業などでの講演会、公開講座や市民講座など） 

大山憲二：日本学術会議農学委員会主催公開シンポジウム「農学教育の現状と大学附属農場等の果たすべき役割」

(2015 年 5 月) 

大山憲二：神戸大学東京六甲クラブ木曜会（2016 年 6 月） 

大山憲二：第 12 回神戸大学ホームカミングデイ（2017 年 10 月） 

大山憲二：第 11 回全国和牛能力共進会兵庫県出品者結団式記念講演（2017 年 8 月） 

大山憲二：全国和牛登録協会創立 70 周年記念講演（2018 年 6 月） 

本多健，大山憲二：第 24 回和牛育種・改良問題公開セミナー 「SNP 情報を用いた種雄牛のグルーピングと各グル

ープの遺伝的多様性に及ぼす影響の調査」(2019 年 1 月) 

大山憲二：農林水産省近畿農政局食育シンポジウム (2019 年 6 月) 

大山憲二：兵庫県立小野高校出張講義 (2019 年 6 月) 
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大山憲二：37 十日会 (神戸大学 S37 卒業生)  (2019 年 6 月) 

大山憲二：神戸大学学友会大阪クラブ・大阪凌霜クラブ定例会 (2019 年 10 月) 

大山憲二：第 25 回和牛育種・改良問題公開セミナー (2020 年 1 月) 

片山寛則：イワテヤマナシ研究会第 6 回総会 特別講演 (岩手県九戸村)「東北で出会った梨たち」(2015 年 9 月 19

日) 

片山寛則：岩手食文化研究会第 20 回総会特別講演会：（岩手大学、岩手県盛岡市）「岩手の宝・イワテヤマナシ」

（2017 年 6 月） 

片山寛則：よかわオープンイノベーションラボ開設記念シンポジウム（兵庫県地域創生拠点形成支援事業）、（兵庫

県三木市）「大学との連携による特産品の六次産業化：ヤマナシを例に」（2017 年 7 月） 

片山寛則：イワテヤマナシ研究会第 7 回総会 特別講演：(岩手大学、岩手県盛岡市)「イワテヤマナシの病害虫防除方

法について」(2018 年 5 月) 

片山寛則：シニア自然大学校自然と文化科公開講演会「よみがえるイワテヤマナシ－その保全と遺伝資源としての利

用－」(2018 年 9 月) 

Katayama, H：Joint seminar of VNU, OCU, and KU, 「Population structure of wild camellia species 

distributing in Southern Vietnam inferred from SSR analysis」(2018 年 12 月 in Vietnam) 

Katayama, H：Joint seminar of VNU, OCU, and KU, 「Phylogenetic relationships in genus Camellia inferred 

from cpDNA markers」(2018 年 12 月 in Vietnam) 

Katayama, H：Joint seminar of Chinese academy of forestry (CAF) and Kobe Univ., 「Utilization of wild pear 

for aromatic pear breeding」(2019 年 3 月 in China) 

片山寛則: イワテヤマナシ研究会第 8 回総会 特別講演: （岩手県九戸村）「イワテヤマナシの安定生産に向けた整

枝・剪定技術の確立」（2019 年 4 月） 

山崎将紀：神戸大学附属小学校へイネ（品種はいごころ）の栽培の支援と授業（2015 年 10 月、11 月、12 月） 

山崎将紀：第 40 回酒米懇談会「「山田錦」が保有する特性の遺伝解析」(2016 年 9 月 1 日) 

山崎将紀他：第 11 回ムギ類研究会・第 8 回中国地域育種談話会共催：「ゲノムワイドアソシエーション解析の工夫

や準備すること」(2016 年 12 月 10 日) 

山崎将紀：神戸大学附属小学校へイネ（品種はいごころ）の栽培の支援と授業（2016 年 6 月、10 月、11 月、12

月） 

山崎将紀：神戸大学附属小学校へイネ（品種はいごころ）の栽培の支援と授業（2017 年 5 月、10 月） 

山崎将紀: 兵庫バイオインダストリー研究会第 100 回定例会「食資源教育研究センターにおける研究と活動の紹介」

(2018 年 2 月) 

山崎将紀: あいちロボット産業クラスター推進協議会 第８回無人飛行ロボット活用ＷG「UAV を用いた精密農業に

よって得られた情報から解析できること」(2018 年 3 月) 

山崎将紀：神戸大学附属小学校へイネ（品種はいごころ）の栽培の支援と授業（2018 年 5 月、10 月） 

山崎将紀：「最近の食料事情、データから考えていく」おせっカフェ（2019 年 3 月） 

山崎将紀：神戸大学附属小学校へイネ（品種はいごころ）の栽培の支援と授業（2019 年 5 月、10 月、11 月） 
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山口創：平成 27 年度全国大学附属農場協議会 秋季全国協議会教育研究集会シンポジウム「地域農業に果たす大学

農場の役割」:「神戸大学食資源教育研究センターにおける地域農業への貢献」（2015 年 8 月 27 日） 

 

（６）科研費、受託研究費、共同研究費など 

大山憲二（分担）：科学研究費補助金挑戦的萌芽研究．放牧牛におけるインタラクション情報の取得によるコミュニ

ティ分析とその応用（2015 年度-2017 年度） 

大山憲二（分担）：戦略的創造研究推進事業（CREST）．放牧牛のインタラクション情報と生体・健康情報との関

連性に関する分析と評価（2016 年度-2018 年度） 

大山憲二（代表）：畜産・酪農生産力強化対策事業．肉用子牛の体測定値推定技術を活用した母性能力向上のための

研究開発・実証とその成果の普及（2016 年度-2019 年度） 

大山憲二・本多健（分担）：革新的技術開発・緊急展開事業（先導プロ）．国産和牛肉の新たな差別化のための評価

指標及び育種手法の開発（2016 年度-2019 年度） 

大山憲二（代表）：科学研究費補助金基盤研究 (C)．但馬牛の長期的な遺伝的多様性維持における系統造成の有効性

（2017 年度-2019 年度） 

大山憲二（代表）：奨学寄附金．（（公社）全国和牛登録協会，2015-2019 年度） 

片山寛則（代表）：受託研究．ナシ遺伝資源の加工評価と利用 (樽正本店，2015 年度) 

片山寛則（代表）：奨学寄附金．ヤマナシの六次産業化への技術指導（農事組合法人真南条営農組合，2016 年度） 

片山寛則（代表）：奨学寄附金．イワテヤマナシの産地化を目指した技術指導（イワテヤマナシ生産組合，2016 年

度） 

片山寛則（代表）：科学研究費補助金基盤研究 (C)．香りナシ育種の展開を目指した香気関連遺伝子の同定（2016

年度-2018 年度） 

片山寛則（分担）：科学研究費補助金基盤研究 (C)．ベトナム中部がツバキ属植物の新たな起源地か？その遺伝的多

様性評価と保全（2016 年度-2018 年度） 

片山寛則（分担）：革新的技術開発・緊急展開事業（先導プロ）．国産果実の新たな需要を喚起する育種素材の創出

および加工技術の開発，香りの優れたナシ育種素材の開発（2016 年度-2019 年度） 

片山寛則（代表）：科学研究費補助金基盤研究 (C)．イワテヤマナシ遺伝資源を用いた香気関連遺伝子多型と香気成

分多型の関連解析（2019 年度） 

山崎将紀 (分担)：科学研究費補助金基盤研究 (A)．環境適応品種をデザインするための統合的モデル化手法の開発 

（2015 年度） 

山崎将紀 (分担)：科学研究費補助金基盤研究 (C)．貧栄養ストレス耐性イネ品種開発のためのゲノム解析（2015 年-

2016 年度） 

山崎将紀 (分担)：科学研究費補助金挑戦的萌芽研究．宿主操作の神経メカニズムから生態系間資源流の時空間変動を

解明する （2015 年度-2016 年度） 

山崎将紀 (分担)：戦略的イノベーション創造プログラム (SIP) 次世代農林水産業創造技術．オミクス解析技術等の

育種への応用 （2015 年度） 
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山崎将紀 (分担)：戦略的イノベーション創造プログラム (SIP) 次世代農林水産業創造技術．気象情報及び作物生育

モデルに基づく栽培管理支援，気象災害回避システムの開発（2015 年度-2018 年度） 

山崎将紀 (代表)：科学研究費補助金基盤研究 (B)．日本水稲の重要遺伝子とは？ （2015 年度-2018 年度） 

山崎将紀（代表）：日本学術振興会外国人招へい研究者（短期）：Sherry An Flint-Garcia 氏（USDA-ARS, 

University of Missouri-Columbia）の招へい．穀物におけるゲノムワイドアソシエーション解析と育種に向け

た応用（2017 年度） 

山崎将紀 (分担)：戦略的創造研究推進事業 (CREST)．ハイブリッドモデリングによる環境変動適応型品種設計法の

開発（2017 年度-2019 年度） 

山崎将紀 (分担)：戦略的プロジェクト研究推進事業 (農研機構)．民間事業者等の種苗開発を支える「スマート育種

システム」の開発（2018 年度-2019 年度） 

吉田康子 (代表)：学術研究助成基金助成金若手研究 (B)．解剖学的手法を用いたダイコンの多様な根形を生み出す遺

伝的なメカニズムの解明（2017 年度-2019 年度） 

吉田康子 (分担)：学術研究助成基金助成金若手研究 (B)．アクターネットワークによる地域固有性の発現と農村発展

モデルの確立（2015 年度-2017 年度） 

 

（７）学外共同機関との共同研究（金額はゼロ） 

山崎将紀と United States Department of Agriculture-Agricultural Research Service：植物の表現形質データシス

テムの開発（2015-2019 年度） 

山崎将紀とトヨタ自動車とユーロフィンジェノミクス： GRAS-Di 法の共同研究開発（2016-2019 年度） 

山崎将紀と白鶴酒造株式会社：神戸大と白鶴酒造との純米酒の共同開発と酒米品種のゲノム解析（2015-2019 年度) 

 

（８）学会・社会活動 

大山憲二：日本動物遺伝育種学会理事 

大山憲二：肉用牛研究会評議員 

大山憲二：日本畜産学会機関誌編集委員 

大山憲二：和牛遺伝資源の知的財産的価値の保護強化に関する専門部会委員 (農林水産省) 

大山憲二：家畜改良増殖目標畜種別研究会 (肉用牛) 座長 (全国肉用牛振興基金協会) 

大山憲二：和牛遺伝資源の流通管理に関する検討会委員 (農林水産省) 

大山憲二：食料・農業・農村政策審議会臨時委員（農林水産省） 

大山憲二：兵庫県酪農肉用牛生産近代化計画検討委員 (兵庫県) 

大山憲二：但馬牛遺伝資源保管対策検討会構成員 (兵庫県) 

大山憲二：平成 27 年度家畜改良推進事業に係る遺伝的能力評価情報活用推進会議委員長(肉用牛改良情報活用協議

会) 

大山憲二：肉用牛の多様な遺伝的経済形質活用調査研究事業委員(全国肉用牛振興基金協会) 

大山憲二：兵庫県農林水産政策審議会委員 (兵庫県) 
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大山憲二：兵庫県立播磨農業高等学校評議員 (兵庫県) 

大山憲二：中央審査委員 (社団法人全国和牛登録協会) 

大山憲二：肉用牛評価技術検討会委員 (独立行政法人家畜改良センター) 

大山憲二：専門委員 (社団法人日本食肉格付協会) 

大山憲二：兵庫県肉用牛改良委員会,県有和牛精液利用検討委員会委員 (兵庫県) 

大山憲二：鳥取県和牛改良委員会委員 (鳥取県) 

大山憲二：産肉能力検定委員 (社団法人全国和牛登録協会) 

大山憲二：育種推進委員 (社団法人全国和牛登録協会) 

片山寛則：園芸学会 シンポジウム委員 

片山寛則：日本育種学会 Breeding Science 誌編集委員 

片山寛則：科研費審査委員 (日本学術振興会) 

片山寛則：中国林科院経済林研究開発センター客員教授 

片山寛則：イワテヤマナシ研究会代表 

山崎将紀：日本育種学会 Breeding Science 誌編集委員 

本多健：兵庫県肉用牛改良指標作業部会委員 (兵庫県) 

 

（９）受賞 

大山憲二：学長表彰 (2019 年 10 月) 

大山憲二：肉用牛研究会賞 (2019 年 11 月) 

片山寛則：日本学術振興会 科研費審査員表彰 (2015 年 11 月) 

前田道弘, 田宮元, 牧野悟士, 堀清純, 江花薫子, 飯島健, 西内俊策, 横山若菜, 末廣美紀, 岡田聡史, 合田喬, 佐々木萌, 

Arturo Garcia, 土井一行, 山崎将紀：第 129 回講演会育種学会優秀発表賞 (2016 年 3 月)  

岡田聡史, 横山若菜, 末廣美紀, 山崎将紀：第 132 回講演会育種学会優秀発表賞 (2017 年 10 月) 

藤田このむ（指導教員 山崎将紀）：第 18 回理工系学生科学技術論文コンクール（日刊工業新聞主催）最優秀賞・

文部科学大臣賞受賞 (2018 年 3 月) 

吉田康子：全国大学農場教育賞（2019 年 5 月） 

 

 

（１０）センター外教員によるセンターおよび生産物を利用した研究テーマ 

2015 年 4 月から 2020 年 3 月までの間に、センター外教員が当センターおよびその生産物を利用した研究テーマ

は以下の通りである。 

佐藤拓哉（理学研究科生物学専攻）：「水域－陸域生態系の連環機構を明らかにする生態学研究」 

杦本敏男（農学研究科生命機能科学専攻農環境生物学）：「マメ科植物（ダイズ、落花生、アズキ）の種子収量・品

質への環境因子（窒素肥料）の影響解析」 

安田剛志（農学研究科資源生命科学専攻応用植物学）：「ナシの育成に関する研究」 
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鈴木武志（農学研究科生命機能科学専攻環境生物学）：「石炭灰の緑化資材および農業分野等への有効利用に関する

研究」 

大川剛直（システム情報学研究科情報科学専攻）：「放牧牛のインタラクション分析のため」 

松尾栄子（農学研究科資源生命科学専攻応用動物学）：「流行性出血病ウイルス（ＥＨＤＶ）に関する研究」 

庄司浩一（農学研究科食料共生システム学専攻生産環境工学）：「コンバイン上で音響センサを用いた水分測定」 

庄司浩一（農学研究科食料共生システム学専攻生産環境工学）：「浚渫土を利用した土槽実験」 

野村啓一（農学研究科資源生命科学専攻応用植物学）：「可食性コーティングによる脱渋法の開発」 

丸山逹生（工学研究科応用化学専攻）：「害獣忌避剤のコントロールドリリース技術の開発」 

井原一高（農学研究科食料環境システム学専攻生産環境工学）：「家畜糞尿の循環利用における安全性確保に関する

研究」 

三宅眞実（大阪府立大学大学院生命環境科学研究科）：「畜舎粉じんが食品の病原細菌汚染を引き起こす可能性の評

価研究」 

万年英之（農学研究科資源生命科学専攻応用動物学）：「シーケンサーを用いたウシＹ染色体ＳＴＲジェノタイピン

グ」 
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Ⅰ 実習教育（学部生対象） 

 

農学部の全６コースに対して、農牧場実習が履修科目として開講された。農牧場実習科目の一覧と受講生数は以下

の通りである（第1表）。「農場実習I」は毎週1 回日帰りで行うが、その他の必修科目である農牧場実習は1 回当た

り主に2 泊3日の宿泊実習を行っている。植物系の農場実習でも和牛の飼養管理や牧草管理の作業が組まれる一方

で、牧場実習でも田植えや稲刈り、果実の収穫等が組み込まれ、循環型農業を模索する上で十分な配慮がなされてい

る。生産環境工学と応用生命科学コース対象の農場実習は時間が限られているが、所属するコースのことを考慮しな

がら作物・果樹・畜産の一連の作業を実習できるようにした。2015年度から神戸大学内全学年と農学部１年生を対象

に「農場と食卓をつなぐフィールド演習」を開講し、履修者が着実に増えた。 

 

第1表 牧場実習および農場実習、農場と食卓をつなぐフィールド演習の履修時期・人数など 

科目名  単位 学科またはコース 学年 必修・選択              履修者数（人）                 

         2015 2016 2017 2018 2019 

牧場実習  2  応用動物学コース  3 必修   29  28  30  27  30 

農場実習I  2  応用植物学コース 1・2 必修   30(1  59(2  31  30  30 

農場実習II  2  応用植物学・  3 必修   40  44  43  39  43 

    食料環境経済学コース   

農場実習  2  環境生物学コース  3 選択   25  23  21  27  28 

農場実習  1  生産環境工学・  3 選択   15  12  10  26  29 

    応用生命科学コース 

農場と食卓を 1 神戸大全学・  選択  4  8  16  11  17 

つなぐ  農学部１年   

フィールド演習     

 

(1２年生が履修した。(2履修変更のため１・２年生が履修した。2017年度以降は１年生が履修した 

 

（１）牧場実習 

応用動物学科の牧場実習は、5月、8月、および10月に2泊3日または3泊4日の宿泊による集中実習形態で行った（第

2表）。実習は作業の習熟に留まらず、その作業の農業における意味を理解できるように努めた。 
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第2表 牧場実習の内容（宿泊、初日10:30～17:00、中日9:00～17:00、最終日9:00～15:00） 

日程   実習内容 

2015年度 

5月18日（月）～20日（水） 牧場実習全体説明・ウシの基本・体重測定・ウシの除角・農作業機械－基礎・ナシ摘

果・田植え 

8月17日（月）～20日（木） 和牛審査・刈払い機・サイレージ・ウシの去勢・農作業機械・製造実習・果樹収穫と

調整、飼料作物と里山散策 

9月28日（月）～30日（水） 農作業機械－牽引や耕耘・ハウユニット測定・刈り払い機操作・里山散策・イネ収穫

と調製・果樹園管理作業 

2016年度 

5月16日（月）～18日（水） 牧場実習全体説明・ウシの基本・体重測定・ウシの除角・農作業機械－基礎・ナシ摘

果・田植え 

8月15日（月）～18日（木） 和牛審査・トウモロコシ収量調査・ウシの除角・農作業機械－耕耘・製造実習・果樹

収穫と調整 

9月26日（月）～28日（水） 農作業機械－牽引・ハウユニット測定・ウシの体重測定・繁殖実習・刈り払い機操

作・イネ収穫と調製・果樹園管理作業 

2017年度 

5月15日（月）～17日（水） 牧場実習全体説明・ウシの基本・体重測定・ウシの除角・農作業機械－基礎・ナシ摘

果・田植え 

8月14日（月）～17日（木） 和牛審査・トウモロコシ収量調査・ウシの去勢・農作業機械－耕耘・製造実習・果樹

収穫と調整 

9月25日（月）～27日（水） 農作業機械－牽引・ハウユニット測定・ウシの血液検査・ウシの去勢・食肉センター

見学・イネ収穫と調製・果樹園管理作業・刈り払い機・振り返りワークショップ 

 

2018年度 

5月21日（月）～23日（水） 牧場実習全体説明・ウシの基本・体重測定・ウシの除角・農作業機械－基礎・ナシ摘

果・田植え 

8月20日（月）～23日（木） 和牛審査・トウモロコシ収量調査・ウシの除角・農作業機械・製造実習・果樹収穫と

調整 

9月25日（月）～27日（水） 農作業機械－耕耘・刈り払い機操作・イネ収穫と調製・果樹園管理作業・食肉センタ

ー見学・振り返りワークショップ 

 

2019年度 

5月20日（月）～22日（水） 牧場実習全体説明・ウシの基本・体重測定・ウシの除角と去勢・農作業機械－基礎・

カキ摘蕾・田植え 
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8月19日（月）～22日（木） 和牛審査・スーダングラス収量調査・ウシの除角と去勢・農作業機械－耕耘・製造実

習・果樹収穫と調整 

9月24日（月）～26日（水） 血液検査・ハウユニット測定・刈り払い機操作・イネ収穫と調製・果樹園管理作業・

食肉センター見学・振り返りワークショップ 

 

 

（２）農場実習Ⅰ(応用植物学コース１回生(2016年以降)、２回生(2015と2016年)) 

「農場実習I」では、農作物に親しみ興味を持って接することができるよう“自主栽培”と称して、自由に野菜

（一定区画圃場で好きな野菜を栽培し収穫物は持って帰れる）、果樹（一定区画のブドウ品種ピオーネ）栽培をさせ

ている（第3表）。2016年からは応用植物学コースは１年生から履修することになった。 

 

第3表 農場実習Iの内容（毎週金曜日10:30～15:00） 

日程  実習内容   

2015 年度 

4月10日（金） 自主栽培説明・野菜苗鉢あげ・播種 

4月17日（金） 播種・野菜畑準備、ブドウ割当て 

4月24日（金） 野菜苗定植、ブドウ芽かき 

5月 1日（金） 野菜畑管理、ブドウ新梢誘引・整房 

5月15日（金） 野菜畑管理 

5月22日（金） 野菜畑管理 

5月29日（金） 野菜畑管理、タマネギ収納、ブドウジベレリン処理1回目 

6月 5日（金） 野菜畑管理、ブドウジベレリン処理2回目 

6月12日（金） 野菜畑管理、タマネギ調製、ブドウ摘粒・摘芯 

6月19日（金） 野菜畑管理、ブドウ摘粒・摘芯 

6月26日（金） 野菜畑管理、バレイショ収穫 

7月 3日（金） 野菜畑管理、ブドウ摘芯、バレイショ調製 

7月10日（金） 野菜畑管理、ブドウ袋掛け、タマネギ調製 

7月17日（金） 野菜畑後片付け、自主栽培ナスコンテスト 

8月21日（金） ブドウ収穫、自主栽培ブドウコンテスト、雑草防除法 

 

2016 年度 

4月10日（金） 自主栽培説明・野菜苗鉢あげ・播種 

4月17日（金） 播種・野菜畑準備、ブドウ割当て 

4月24日（金） 野菜苗定植、ブドウ芽かき 

5月 1日（金） 野菜畑管理、ブドウ新梢誘引・整房 
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5月15日（金） 野菜畑管理 

5月22日（金） 野菜畑管理 

5月29日（金） 野菜畑管理、タマネギ収納、ブドウジベレリン処理1回目 

6月 5日（金） 野菜畑管理、ブドウジベレリン処理2回目 

6月12日（金） 野菜畑管理、タマネギ調製、ブドウ摘粒・摘芯 

6月19日（金） 野菜畑管理、ブドウ摘粒・摘芯 

6月26日（金） 野菜畑管理、バレイショ収穫 

7月 1日（金） 野菜畑管理、ブドウ摘芯、バレイショ調製 

7月 8日（金） 野菜畑管理、ブドウ袋掛け、タマネギ調製 

7月15日（金） 野菜畑後片付け、自主栽培ナスコンテスト 

8月19日（金） ブドウ収穫、自主栽培ブドウコンテスト 

 

2017 年度 

4月 7日（金） 自主栽培説明・野菜苗鉢あげ・播種 

4月14日（金） 播種・野菜畑準備、ブドウ割当て 

4月21日（金） 野菜苗定植、ブドウ芽かき 

4月28日（金） 野菜畑管理、ブドウ新梢誘引・整房 

5月12日（金） 野菜畑管理 

5月19日（金） 野菜畑管理 

5月26日（金） 野菜畑管理、タマネギ収納、ブドウジベレリン処理1回目 

6月 2日（金） 野菜畑管理、ブドウジベレリン処理2回目 

6月 9日（金） 野菜畑管理、タマネギ調製、ブドウ摘粒・摘芯 

6月16日（金） 野菜畑管理、ブドウ摘粒・摘芯 

6月23日（金） 野菜畑管理、バレイショ収穫 

6月30日（金） 野菜畑管理、ブドウ摘芯、バレイショ調製 

7月 7日（金） 野菜畑管理、ブドウ袋掛け、バレイショ収穫 

7月14日（金） 野菜畑後片付け、自主栽培ナスコンテスト、バレイショ調製 

8月18日（金） ブドウ収穫、自主栽培ブドウコンテスト 

 

2018 年度 

4月13日（金） 自主栽培説明・野菜苗鉢あげ・播種 

4月20日（金） 播種・野菜畑準備、ブドウ割当て 

4月27日（金） 野菜苗定植、ブドウ芽かき 

5月11日（金） 野菜畑管理、ブドウ新梢誘引・整房 

5月18日（金） 野菜畑管理 
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5月25日（金） 野菜畑管理 

6月 1日（金） 野菜畑管理、タマネギ収納、ブドウジベレリン処理1回目 

6月 8日（金） 野菜畑管理、ブドウジベレリン処理2回目 

6月15日（金） 野菜畑管理、ブドウ摘粒・摘芯 

6月22日（金） 野菜畑管理、ブドウ摘粒・摘芯、バレイショ収穫 

6月29日（金） 野菜畑管理、タマネギ調製 

7月 6日（金） 野菜畑管理、ブドウ袋掛け、バレイショ収穫 

7月13日（金） 野菜畑管理、バレイショ・タマネギ調製 

7月20日（金） 野菜畑後片付け、自主栽培ナスコンテスト、バレイショ調製 

8月24日（金） ブドウ収穫、自主栽培ブドウコンテスト 

 

2019 年度 

4月12日（金） 自主栽培説明・野菜苗鉢あげ・播種・ブドウとナシ割当て・ナシ人工授粉 

4月19日（金） 播種・野菜畑準備 

4月26日（金） 野菜苗定植、ブドウ芽かき 

5月10日（金） 野菜畑管理、ブドウ新梢誘引・整房 

5月17日（金） 野菜畑管理 

5月24日（金） 野菜畑管理 

5月31日（金） 野菜畑管理、タマネギ収納、ブドウジベレリン処理1回目 

6月 7日（金） 野菜畑管理、ブドウジベレリン処理2回目 

6月14日（金） 野菜畑管理、ブドウ摘粒・摘芯 

6月21日（金） 野菜畑管理、ブドウ摘粒・摘芯、バレイショ収穫 

6月28日（金） 野菜畑管理、タマネギ調製 

7月 5日（金） 野菜畑管理、ブドウ袋掛け、バレイショ収穫 

7月12日（金） 野菜畑管理、バレイショ・タマネギ調製 

7月19日（金） 野菜畑後片付け、自主栽培ナスコンテスト、バレイショ調製 

8月23日（金） ブドウ収穫、自主栽培ブドウコンテスト 

 

 

（３）農場実習Ⅱ（応用植物学・食料環境経済学コース３回生） 

前述の「農場実習I」で農作物に十分ふれあった後、「農場実習II」では大規模な農牧場栽培や管理を実習する(第

4表)。実習で生産された農場生産物は学生の目に見える形で消費者に届くよう工夫されており（“生産活動Ⅲセンタ

ー発ブランド品紹介”の項を参照）、単に農業技術を学ぶに止まらず、生産者意識を理解できるように実習内容が構

成されている。 
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第4表 農場実習Ⅱの内容（宿泊、初日10:30～17:00、中日9:00～17:00、最終日9:00～15:00） 

日程   実習内容 

2015年度 

5月11日（月）～13日（水） 農場実習II 全体説明・「植物遺伝資源開発学」分野紹介と研究室訪問・農薬の基

本・サツマイモ採苗と植付け・ナシ摘果と袋かけ・水稲栽培概要説明・水稲播種・田

植え・ウシの基本 

7月7日（火）～8日（水） バレイショ収穫と調製・カキ摘果・水田補植と除草 

8月24日（月）～26日（水） 果樹収穫と調製・イネ除草管理・刈り払い機操作・農作業機械の基礎 

10月13日（火）～15日（木） サツマイモ収穫・キャベツ除草・カキ収穫・イネ収穫と調製・ウシ体測定と鼻紋採

取・兵庫県農林水産技術総合センター見学 

2016年度 

5月9日（月）～11日（水） 農場実習II 全体説明・「植物遺伝資源開発学」分野紹介と研究室訪問・サツマイモ

採苗と植付け・ナシ摘果と袋かけ・水稲栽培概要説明・水稲播種・田植え・ウシの基

本 

7月5日（火）～6日（水） バレイショ収穫と調製・カキ摘果・水田補植と除草 

8月22日（月）～24日（水） 果樹収穫と調製・イネ除草管理・刈り払い機操作・農作業機械の基礎 

10月11日（火）～13日（木） サツマイモ収穫・キャベツ除草・カキ収穫・イネ収穫と調製・ウシ体測定と鼻紋採

取・兵庫県農林水産技術総合センター見学 

2017年度 

5月8日（月）～10日（水） 農場実習II 全体説明・「植物遺伝資源開発学」分野紹介と研究室訪問・サツマイモ

採苗と植付け・ナシ摘果と袋かけ・水稲栽培概要説明・水稲播種・田植え・ウシの基

本 

7月4日（火）～5日（水） バレイショ収穫と調製・タマネギ調製・カキとナシ摘果・ブドウ袋かけ・水田補植と

除草 

8月21日（月）～23日（水） 果樹収穫と調製・イネ除草管理・刈り払い機操作・農作業機械の基礎 

10月10日（火）～12日（木） サツマイモ収穫・キャベツ除草と追肥・カキ収穫・イネ収穫と調製・ウシ体測定と鼻

紋採取・振り返りワークショップ 

 

2018年度 

5月14日（月）～16日（水） 農場実習II 全体説明・「植物遺伝資源開発学」分野紹介と研究室訪問・サツマイモ

採苗と植付け・ナシ摘果と袋かけ・水稲栽培概要説明・水稲播種・田植え・ウシの基

本 

7月3日（火）～4日（水） バレイショ収穫と調製・タマネギ調製・カキ摘果・水田除草 

8月27日（月）～29日（水） 果樹収穫と調製・イネ除草管理・刈り払い機操作・農作業機械の基礎 
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10月9日（火）～11日（木） サツマイモ収穫・キャベツ追肥と除草・カキ収穫・イネ収穫と調製・ウシ体測定と鼻

紋採取・振り返りワークショップ 

2019年度 

5月13日（月）～15日（水） 農場実習II 全体説明・「植物遺伝資源開発学」分野紹介と研究室訪問・サツマイモ

採苗と植付け・ナシ摘果・カキ摘蕾・水稲栽培概要説明・水稲播種・田植え・ウシの

基本 

7月2日（火）～3日（水） バレイショ収穫と調製・タマネギ調製・ナシ摘果・ブドウ袋かけ・イネ除草 

8月26日（月）～28日（水） 果樹収穫と調製・イネ除草管理・刈り払い機操作・農作業機械の基礎 

10月8日（火）～10日（木） サツマイモ収穫・キャベツ追肥と除草・カキ収穫・イネ収穫と調製・ウシ体測定と鼻

紋採取・振り返りワークショップ 

 

 

（４）農場実習（環境生物学コース３回生） 

この「農場実習」では、各人に自主的なサツマイモ栽培（サツマイモの植付から収穫）を組み込むなど、収穫の喜

びが味わえるようにするのと同時に大規模な栽培や管理を実習する(第5表)。実習で生産された農場生産物は、学生

の目に見える形で消費者に届くよう工夫されており（“生産活動Ⅲセンター発ブランド品紹介”の項を参照）、単に

農業技術を学ぶに止まらず、生産者意識を理解できるように実習内容が構成されている。 

 

第5表 農場実習の内容（宿泊、初日10:30～17:00、中日9:00～17:00、最終日9:00～15:00） 

日程 実習内容 

2015年度 

5月25日（月）～27日（水） 農場実習全体説明・農薬の基本・サツマイモの自主栽培・タマネギの掘り上げ・ 

 ナシ摘果と袋かけ・水稲の手植えと機械植え・ウシの基本 

7月13日（月）～15日（水） バレイショ収穫と調製・カキ摘果・ナシの袋掛け・農作業機械－基礎・ウシの体測・ 

 ダイズ除草管理 

8月27日（木）～28日（金）キャベツ定植・果樹収穫と調製・果樹収穫後整理・イネ除草管理 

10月20日（火）～23日（木）サツマイモ収穫と調製・自主栽培サツマイモコンテスト・カキ収穫と調製・ 

 イネ収穫と調製・ウシの体測定と鼻紋採取 

2016年度 

5月23日（月）～25日（水） 農場実習全体説明・サツマイモの自主栽培・タマネギの掘り上げ・ナシ摘果と袋かけ・ 

 水稲の手植えと機械植え・ウシの基本 

7月11日（月）～13日（水） バレイショ収穫と調製・カキ摘果・ブドウの袋掛け・農作業機械－基礎・ウシの体測・ 

 ダイズ除草管理、タマネギ調製 

8月27日（木）～28日（金）キャベツ定植・果樹収穫と調製・果樹収穫後整理・イネ除草管理 

10月18日（火）～20日（木）サツマイモ収穫と調製・自主栽培サツマイモコンテスト・カキ収穫と調製・ 
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 イネ収穫と調製・ウシの体測定と鼻紋採取 

2017年度 

5月22日（月）～24日（水） 農場実習全体説明・サツマイモの自主栽培・タマネギの掘り上げ・ナシ摘果と袋かけ・ 

 水稲の手植えと機械植え・ウシの基本 

7月10日（月）～12日（水） バレイショ収穫と調製・カキ摘果・ブドウの袋掛け・農作業機械－基礎・ 

 ダイズ除草管理・タマネギ調製 

8月24日（木）～25日（金）キャベツ定植・果樹収穫と調製・果樹収穫後整理・イネ除草管理 

10月17日（火）～19日（木）サツマイモ収穫と調製・自主栽培サツマイモコンテスト・カキ収穫と調製・ 

 イネ収穫と調製・ウシの体測定と鼻紋採取 

 

2018年度 

5月28日（月）～30日（水） 農場実習全体説明・サツマイモの自主栽培・タマネギの掘り上げ・ナシ摘果と袋かけ・ 

 水稲の手植えと機械植え・ウシの基本 

7月9日（月）～11日（水） バレイショ収穫と調製・カキ摘果・ブドウの袋掛け・農作業機械－基礎・ウシの体重測

定・ダイズ除草管理 

8月30日（木）～31日（金）キャベツ定植・果樹収穫と調製・果樹収穫後整理・イネ除草管理 

10月16日（火）～18日（木）サツマイモ収穫と調製・自主栽培サツマイモコンテスト・カキ収穫と調製・ 

 イネ収穫と調製・ウシの体測定と鼻紋採取 

 

2019年度 

5月27日（月）～29日（水） 農場実習全体説明・サツマイモの自主栽培・タマネギの掘り上げ・ナシ摘果・ 

 水稲の手植えと機械植え・ウシの基本 

7月8日（月）～10日（水） バレイショ収穫と調製・ブドウとナシの袋掛け・農作業機械－基礎・ウシの体測・ 

 ダイズ除草管理・タマネギ調製 

8月29日（木）～30日（金）キャベツ定植・果樹収穫と調製・果樹収穫後整理・イネ除草管理 

10月15日（火）～17日（木）サツマイモ収穫と調製・自主栽培サツマイモコンテスト・カキ収穫と調製・ 

 イネ収穫と調製・ウシの体測定と鼻紋採取 

 

 

（５）農場実習（生産環境工学および応用生命化学コース３回生（選択）） 

この「農場実習」では、作物系・果樹系・畜産系の基本的な実習を行い、各コースの専門性を意識しながら、農産

物の収穫する喜びを体験できるようにした(第6表)。 
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第6表 農場実習の内容 

（１日のみの実習10:30～17:00、宿泊実習、初日10:30～17:00、中日9:00～17:00、最終日9:00～15:00） 

日程   実習内容 

2015年度 

6月3日（水）  農場実習全体説明・タマネギ収納・水稲栽培概要説明・水稲の手植えと機械植え 

9月7日（月）～9日（水） 果樹類収穫と調製・畜産系案内と体重測定・イネ収穫と調製・キャベツの追肥・ 

里山散策 

12月7日（月）  キャベツ収穫と調製、ダイズの刈り取りと調製 

 

2016年度 

6月1日（水）  農場実習全体説明・サツマイモの採苗と植え付け・水稲栽培概要説明・水稲の手植え

と機械植え 

9月5日（月）～7日（水） 果樹類収穫と調製・畜産系案内とウシ体重測定・イネ収穫・キャベツの追肥 

12月5日（月）  キャベツ収穫と調製、ダイズの刈り取りと調製 

 

2017年度 

5月31日（水） 農場実習全体説明・サツマイモの採苗と植え付け・水稲栽培概要説明・水稲の手植え

と機械植え 

9月4日（月）～6日（水） ブドウとナシの収穫と調製・畜産系案内・ウシの基本・体重測定・イネ収穫・振り返

りワークショップ 

12月4日（月）  キャベツ収穫と調製、ダイズの刈り取りと調製 

 

2018年度 

5月31日（木） 農場実習全体説明・サツマイモの採苗と植え付け・水稲栽培概要説明・水稲の手植え

と機械植え 

9月10日（月）～12日（水） 果樹類収穫と調製・畜産系案内と体重測定・イネ収穫・キャベツの追肥・振り返りワ

ークショップ 

12月3日（月）  キャベツ収穫と調製、ダイズの刈り取りと調製 

 

2019年度 

5月30日（木） 農場実習全体説明・サツマイモの採苗と植え付け・水稲栽培概要説明・水稲の手植え

と機械植え 

9月9日（月）～11日（水） 果樹類収穫と調製・畜産系案内と体重測定・イネ収穫と調製・キャベツの追肥・ 

里山散策 

12月2日（月）  キャベツ収穫と調製、ダイズの刈り取りと調製 
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（６）農場と食卓をつなぐフィールド演習 

神戸大全学年と農学部１回生を対象とする、農場と食卓をつなぐフィールド演習は2015年より開講し、夏休み期間

を利用した2泊3日の宿泊による集中演習形態で行い、他大学の学生が参加するときもあった（第7表）。できるだけ

多様な演習しながら収穫の体験をし、最後に演習の振り返りワークショップも行い、農場と食卓をつないでいるもの

を考察して理解できるように努めた。 

 

第7表 農場と食卓をつなぐフィールド演習の内容 

（宿泊演習、初日10:30～17:00、中日9:00～17:00、最終日9:00～15:00） 

日程   演習内容 

2015年度 

8月31日（月）～9月2日（水） 実習ガイダンス・鶏卵の鮮度測定・野菜畑の説明とキャベツの定植・ウシの実習・ナ

シ・ブドウの収穫と調製・イネの実習・農薬と食の安心・安全・里山散策・振り返り

ワークショップ（大阪市立大と合同） 

2016年度 

8月31日（水）～9月2日（金） 実習ガイダンス・畜産系の実習・夏野菜の収穫とキャベツの定植・ブドウの観察と収

穫・調製・イネの説明と収穫・里山散策・振り返りワークショップ 

2017年度 

8月30日（水）～9月1日（金） 実習ガイダンス・ウシの飼養管理演習・野菜畑の案内とキャベツの定植・ブドウの観

察と収穫・調製・イネの説明と収穫・農薬の基本・里山散策・振り返りワークショッ

プ（神戸松陰女子大、岡山理科大、同志社大、大手前大と合同） 

2018年度 

9月3日（月）～9月5日（水） 実習ガイダンス・ブドウの観察と収穫・調製・ウシの飼養管理演習・夏野菜の収穫・

イネの説明と収穫・農薬の基本・里山散策と野草の利用・振り返りワークショップ

（神戸松陰女子大、岡山理科大、美作大と合同） 

2019年度 

9月4日（水）～9月6日（金） 実習ガイダンス・ブドウの観察と収穫・調製・ウシの飼養管理演習・キャベツ定植・

イネの説明と収穫・農薬の基本・里山散策と野草の利用・振り返りワークショップ

（兵庫県立大、関西国際大、高知県立大、岡山理科大と合同） 
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Ⅱ 実習教育（他大学対象） 

農学研究科附属食資源教育研究センターの「教育関係共同利用拠点」への認定について 

教育関係共同利用拠点とは、各大学が自らの強みを持つ分野へ取組を集中・強化するとともに、他大学との連携を

進めることによって、大学教育全体としてより多様で高度な教育を展開するための制度である。大学附属農場として

は、2013 年度までに宇都宮大学、広島大学、東北大学など 6 大学が共同利用拠点の認定を受けていた。これらの大学

に続いて、神戸大学大学院農学研究科附属食資源教育研究センター（兵庫県加西市）は文部科学大臣による教育関係

共同利用拠点の認定を 2014 年 7 月 31 日に受け、近畿圏の大学附属農場では初の教育関係共同利用拠点となった。こ

の２年ほど前より当時の伊藤一幸センター長が発案し、それを引き継いだ石井尊生センター長と大山憲二主事が中心

となって申請をした。 

食資源教育研究センターは「農場と食卓をつなぐフィールド教育拠点」として、2018 年度までの 5 年間の認定を受

けた。農場で農作物が生産され、食物として食卓へ上るまでの過程と、食の安全について 3つの実習プログラム（「農

場から食卓まで」、「農業と遺伝資源」、「実践食料生産」）を他大学へも提供してきた。 

◼ 「農場から食卓まで」 

食と農業を体感し食の安全を学ぶプログラム（主に非農学系対象） 

◼ 「農業と遺伝資源」 

農業における遺伝資源の重要性を学ぶプログラム（主に生命科学系対象） 

◼ 「実践食料生産」 

神戸大学農学部生対象の農牧場実習に参加するプログラム（主に農学系対象） 

この実習では、食資源教育研究センターで生産された農作物を主体とした試食会も行い、五感すべてで農、食料、

生命、健康、環境を学ぶことを目指した。2014 年度からの 5 年間の間に、延べ 68 大学が本共同利用拠点プログラムを

利用し、延べ 2000 人を超す他大学の学生に利用して頂けた。 

これらの特徴ある実習プログラムは、利用者に多様な学びの場を提供する上での必要性が高いと考え再認定を目指

した。このうち、神戸大学農学研究科が教育研究の理念として掲げる「農場から食卓まで」は再認定後も共同利用拠

点のコアプログラムとして位置付けた。本学農学部生を対象に行う農牧場実習と比べ、このプログラムは農業、食、

生命、健康、環境を体感する消費者サイドにシフトした内容となっていることから栄養系学部からの利用が多くなっ

ている。また、「農業と遺伝資源」は生命科学系学生を対象、「実践食料生産」は農学系学生を対象としたものであ

るが、日本農業の将来には理工学部系の力が不可欠であることを鑑み、2019年度からは新規プログラムとして主に理

工農学系学生を対象とした「スマート農業」を企画した。さらに、外国人学生の実習を行う中で日本の農作物に対す

る興味が非常に高いことを実感しており、留学生など外国人学生を主な対象とした「Agricultural Products in 

Japan」を新規展開し、拠点名も新たに「農場と食卓をつなぐ先端農業フィールド教育拠点」としてこれまで以上に

共同利用拠点としての機能と活動の幅を広げることを企画し、同年度から 5年間の再認定を受けた。 
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2015年度プログラム利用の詳細 

プログラム 概 要 

農場と食卓をつなぐフ

ィールド演習 

大学コンソーシアム単位互換科目。2泊 3日の日程で、肉用牛の管理、ブドウの収穫と

調製、イネの管理、キャベツの定植、里山散策などを実習した。（5大学 24人） 

食料生産実習 

（大阪府立大学） 

利用大学開講科目「食料生産実習」を本学で実施。2泊 3日の日程で、肉用牛の給餌、

鼻紋採取、去勢、体重測定、トラクター操作、里山散策などを実習した。（1大学 17

人） 

農場から食卓まで 

（大阪市立大学） 

利用大学開講科目「QOLプロモーション演習」の一環として実施。日帰り（5月）と 1泊

2日（9月）の日程で、肉用牛、ブドウ、夏野菜、田植えなどを実習した。（1大学 12

人） 

農場から食卓まで 

（兵庫県立大学） 

利用大学開講科目「環境と人間」の一環として実施。日帰りで、肉用牛の体測定、サツ

マイモの収穫、バレイショの食比べなどを実習した。（1大学 31人） 

農場から食卓まで 

（神戸女学院大学） 

利用大学開講科目「演習Ⅰ・Ⅱ」の一環として実施。2泊 3日の日程で、ウシの管理と

個体識別、ナシの収穫、野菜畑の管理、イネの収穫などを実習した。（1大学 12人） 

農場から食卓まで 

（吉備国際大学） 

利用大学開講科目「フィールド演習Ⅱ」の一環として実施。肉用牛の管理と体測定、野

生ナシの試食、カキの収穫・脱渋体験などを実習した。（1大学 43人） 

農場から食卓まで 

（兵庫大学） 

利用大学開講科目「食品学実験Ⅱ」の一環として実施。2度の日帰りで、ナシの摘果、

田植え、里山散策、カキの脱渋、バレイショの食比べなどを実習した。（1大学 122

人） 

農場から食卓まで 

（神戸女子大学） 

利用大学開講科目「卒業論文」の一環として実施。肉用牛の飼養管理、ブドウ、夏野

菜、田植えなどを実習した。（1大学 6人） 

農場から食卓まで 

（関西国際大学） 

利用大学開講科目「業界研究実習」の一環として実施。2泊 3日の日程で、牛の体測、

ナシの剪定、伐採竹による支柱造り、キャベツの播種などを実習した。（1大学 6人） 

実践食料生産 

（九州大学） 

本学開講科目「牧場実習」に参加。3泊 4日の日程で、製造実習、和牛の審査、トウモ

ロコシ収量調査、トラクター耕耘、サイレージ調製、去勢などを実習した。（1大学 1

人） 

2016年度プログラム利用の詳細 

プログラム 概 要 

農場と食卓をつなぐフ

ィールド演習 

大学コンソーシアム単位互換科目。8/31-9/2にウシの飼育管理、ブドウの観察と収穫、

イネの管理、里山散策などを実習し、ワークショップを実施した。（4大学、8人） 

農場から食卓まで・ 

実践食料生産 

（大阪市立大学） 

利用大学開講科目「QOLプロモーション演習Ⅰ・Ⅱ」の一環として実施。5/21と 9/5-7

にイネの手植え・収穫、ウシの体重測定・鼻紋採取、ブドウの収穫などを実習した、ワ

ークショップを実施した。（1大学、5月 14人・9月 7人） 
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農場から食卓まで 

（兵庫大学） 

利用大学開講科目「食品学実験Ⅱ」の一環として実施。5/22 にウシの管理、ナシの摘

果、イネの手植えなどを実習した。（1大学、78人） 

農場から食卓まで 

（神戸女子大学） 

利用大学開講科目「卒業研究」の一環として実施。6/5と 9/3-4に、イネの手植えと収

穫、ブドウの収穫、タマネギの収穫、サツマイモの定植・収穫、里山散策、ウシの飼育

管理・鼻紋採取などを実習し、ワークショップを実施した。（1大学、6月 6人・9月 6

人） 

農場から食卓まで 

（神戸山手大学） 

利用大学開講科目「専門演習」の一環として実施。7/16にセンター散策、ブルーベリー

の収穫、バレイショの収穫・調製などを実習した。（1大学、10人） 

農場から食卓まで 

（京都産業大学） 

利用大学開講科目「卒業研究」の一環として実施。7/29に和牛についての講義、鶏卵の

鮮度測定、ウシの個体識別・給餌作業などを実習した。（1大学、7名） 

食料生産実習 

（大阪府立大学） 

利用大学開講科目「食料生産実習」を本学で実施。9/12-14に鶏卵の鮮度測定、ウシの

去勢・除角、トラクター操作、里山散策などを実習した。（1大学、17人） 

農場から食卓まで 

（神戸女学院大学） 

利用大学開講科目「演習Ⅰ・Ⅱ」の一環として実施。9/15-17にウシの給餌、ブドウの

収穫とジャム作りなどを実習し、ワークショップを実施した。（１大学、14人） 

農場から食卓まで 

（吉備国際大学） 

利用大学開講科目「フィールド実習Ⅱ」の一環として実施。10/15にウシの飼養管理・

鼻紋採取、カキの収穫と脱渋などを実習した。（1大学、33人） 

農場から食卓まで 

（兵庫県立大学） 

利用大学開講科目「専門ゼミナール」「卒業研究」の一環として実施。12/3にウシの飼

育管理、キャベツの収穫・調製などを実習し、その経済性について学んだ。（1大学 24

人） 

実践食料生産 

（京都女子大学） 

神戸大学開講科目「農場実習」に参加。12/5にキャベツの栽培過程や経済性について学

び、キャベツ・ダイズの収穫・調製などを実習した。（1大学 2人） 

農場から食卓まで 

（関西国際大学） 

利用大学開講科目「業界研究実習」の一環として実施。2/9-11の日程で、ウシの飼育管

理と体重測定、ナシの剪定、キャベツの播種などを実習した。（1大学 10人） 

2017年度プログラム利用の詳細 

プログラム 概 要 

農場と食卓をつなぐフ

ィールド演習 

大学コンソーシアム単位互換科目。8/30-9/1にブドウの観察と収穫、ウシの飼養管理、

イネの管理・収穫、里山散策などを実習し、ワークショップを実施した。（7大学、23

人） 

農場から食卓まで 

（神戸女子大学） 

利用大学開講科目「卒業論文」の一環として実施。5/20と 9/2-3にイネの手植えと収

穫、ブドウ・キャベツの収穫、サツマイモの定植・収穫、里山散策、農薬の基本などを

実習し、ワークショップを実施した。（1大学、5月 6人・9月 5人） 

農場から食卓まで 

（兵庫大学） 

利用大学開講科目「食品学実験Ⅱ」の一環として実施。5/21 にナシの摘果、イネの手植

を実習した。（1大学、41人） 
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農場から食卓まで・ 

実践食料生産 

（大阪市立大学） 

利用大学開講科目「QOLプロモーション演習Ⅰ・Ⅱ」の一環として実施。5/27と 9/4-6

にイネの手植え・収穫、ウシの体重測定、ブドウ・ナシの収穫などを実習し、ワークシ

ョップを実施した。（1大学、5月 5人・9月 7人） 

農場から食卓まで 

（関西国際大学） 

利用大学開講科目「業界研究実習」の一環として実施。6/24 にバレイショ収穫、タマネ

ギ調製などを実習した。（1大学 57人） 

農業と遺伝資源 

（京都産業大学） 

利用大学開講科目「応用特別研究 1・2」等の一環として実施。8/28-30にブドウの観

察・収穫・調製、ウシの体型測定と遺伝資源などを実習した。（1大学、19人） 

農場から食卓まで 

（神戸女学院大学） 

利用大学開講科目「演習Ⅰ・Ⅱ」の一環として実施。9/16-18にブドウの観察・収穫、

鶏卵の鮮度測定、イネの収穫と農薬の基本、野菜畑管理、里山散策、ワークショップな

どを実施した。（１大学、13人） 

食料生産実習 

（大阪府立大学） 

利用大学開講科目「食料生産実習」を本学で実施。9/19-21にウシの去勢・除角・体重

測定・妊娠鑑定、トラクター操作、里山散策などを実習した。（1大学、22人） 

農場から食卓まで 

（吉備国際大学） 

利用大学開講科目「フィールド実習Ⅱ」の一環。10/14にカキの渋抜き、ウシの給餌な

どについて実習した。（1大学、30人） 

農場から食卓まで 

（神戸学院大学） 

利用大学開講科目「ゼミナールⅡ」「現代社会基礎実習」の一環。11/11にセンター案

内、サツマイモの収穫・調製、グループワークを行った。（1大学、23人） 

農場から食卓まで 

（兵庫県立大学） 

利用大学開講科目「専門ゼミナール」の一環。11/26にサツマイモの収穫、ウシの給

餌・個体識別について実習した。（1大学、27人） 

農場から食卓まで 

（兵庫県立農業大学

校） 

利用大学校開講科目「畜産特論」の一環。2/19に畜産エリアの案内と但馬牛の遺伝資源

と改良についてワークショップを行った。（1大学、7人） 

2018年度プログラム利用の詳細 

プログラム 概 要 

農場と食卓をつなぐフ

ィールド演習 

神戸大学開講の大学コンソーシアム単位互換科目。2泊 3日（9/5～7）の日程で、ウシの

管理、ブドウの収穫と調製、イネの管理、キャベツの定植、里山散策、野草の利用などに

ついて実習し、ワークショップを行った。（神戸松陰女子学院大学など 3大学、14人） 

農場から食卓まで 

（大阪市立大学・神戸

女子大学） 

利用大学開講科目「QOLプロモーション演習Ⅰ・Ⅱ」「卒業論文」の一環として実施。

5/13 にウシの給餌、サツマイモの植え付け、タマネギの収穫、イネの手植えなどについて

実習した。（2大学、14人） 

農場から食卓まで 

（兵庫県立大学） 

利用大学開講科目「特別フィールドワーク」の一環として実施。6/10にウシの飼養管理、

タマネギ・キャベツの収穫、サツマイモの定植などについて実習した。（1大学、32人） 

農場から食卓まで 

（兵庫大学） 

利用大学開講科目「食品学実験Ⅱ」の一環として実施。6/24 にウシの飼養管理、タマネ

ギ・バレイショの収穫・調製などについて実習した。（1大学、37人） 
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農場から食卓まで 

（関西国際大学） 

利用大学開講科目「コミュニティビジネス」の一環として実施。7/14にバレイショの収

穫・調製、ナシの袋かけ、ウシの飼養管理、里山散策、野草の利用などについて実習し

た。（1大学 105人） 

食料生産実習 

（大阪府立大学） 

利用大学開講科目「食料生産実習」を本学で実施。9/3-5にウシの取り扱い・鼻紋採取・

除角・体重測定、トラクター操作、里山散策などについて実習した。（1大学、14人） 

実践食料生産 

（大阪市立大学） 

利用大学開講科目「QOLプロモーション演習Ⅰ・Ⅱ」の一環として実施。9/10-12にウシ

の体重測定、キャベツ追肥、ブドウ・ナシの収穫・調製、イネ収穫などについて実習し、

ワークショップを行った。（1大学、5人） 

農場から食卓まで 

（神戸女子大学） 

利用大学開講科目「卒業論文」の一環として実施。9/19-20に夏野菜とサツマイモの収

穫、イネの説明と収穫、農薬の基本、ブドウ果実の観察と収穫・調製、ウシの飼養管理、

里山散策、野草の利用などについて実習した。（1大学、6人） 

農場から食卓まで 

（神戸女学院大学） 

利用大学開講科目「演習Ⅱ」の一環として実施。9/21-23に里山散策、野草の利用、イネ

の説明と収穫、農薬の基本、キャベツの追肥、ウシの飼養管理、ブドウ果実の観察と収

穫・調製などについて実習し、ワークショップを行った。（１大学、14人） 

農場から食卓まで 

（吉備国際大学） 

利用大学開講科目「フィールド実習Ⅱ」の一環。10/20にサツマイモの収穫、カキの脱

渋、ウシの飼養管理などについて実習した。（1大学、59人） 

大動物診療実習 

（大阪府立大学） 

利用大学開講科目「大動物診療実習」を本学で実施。10/23-25、3/5-7に繁殖雌ウシの繁

殖検診・栄養度判定・代謝プロファイルテスト・歩行検査、子ウシの去勢・診断・治療な

どについて実習した。（1大学、10月 22人・3月 20人） 

農場から食卓まで 

（京都産業大学） 

利用大学開講科目「基礎特別研究」の一環として実施。11/1-2にウシの飼養管理、サツマ

イモの収穫、農薬などについて実習した。（1大学、10人） 

農業と遺伝資源 

（兵庫県立農業大学

校） 

利用大学校開講科目「畜産特論」の一環として実施。11/22 に畜産エリアの案内と但馬牛

の遺伝資源と改良についてワークショップを行った。（1大学、5人） 

農場から食卓まで 

（公立鳥取環境大学） 

利用大学開講科目「農業経営論」の一環として実施。12/15 にキャベツの収穫・調製など

について実習した。（1大学、26人） 

2019年度プログラム利用の詳細 

プログラム 概 要 

農場と食卓をつなぐフ

ィールド演習 

神戸大学開講の大学コンソーシアム単位互換科目。2泊 3日（9/4～6）の日程で、ウシ

の管理、ブドウの収穫と調製、イネの管理、キャベツの定植、里山散策、野草の利用な

どについて実習し、ワークショップを行った。（岡山理科大学、高知県立大学、兵庫県

立大学、関西国際大学 11人） 

農場から食卓まで 

（大阪市立大学・神戸

女子大学） 

利用大学開講科目「QOLプロモーション演習Ⅰ・Ⅱ」「卒業論文」の一環として実施。

5/12にウシの給餌、サツマイモの植え付け、タマネギの収穫、イネの手植えなどについ

て実習した。（2大学、14人） 

大動物診療実習 

（大阪府立大学） 

利用大学開講科目「大動物診療実習」を本学で実施。6/25-27、10/23-25に繁殖雌ウシ

の繁殖検診・栄養度判定・代謝プロファイルテスト・歩行検査、子ウシの去勢・診断・

治療などについて実習した。（1大学、6月 25人・10月 25人） 
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Agricultural 

Products in Japan 

(７カ国大学生) 

短期サマースクールの一環として実施。7/4に講義「日本における高品質牛肉生産」

「日本の農作物生産」後、センターの見学と農作業を体験した。（9大学、23人） 

実践食料生産 

（星城大学） 

8/28に果樹の収穫・調整、畜産案内を行った。（1大学、8人） 

食料生産実習 

（大阪府立大学） 

利用大学開講科目「食料生産実習」を本学で実施。9/2-4にウシの取り扱い・鼻紋採

取・除角・体重測定、トラクター操作、里山散策と野草観察などについて実習した。（1

大学、15人） 

実践食料生産 

（大阪市立大学） 

利用大学開講科目「QOLプロモーション演習Ⅰ・Ⅱ」の一環として実施。9/9-11にウシ

の体重測定、キャベツ追肥、ブドウ・ナシの収穫・調製、イネ収穫、ウシの飼養管理、

里山散策、野草の利用などについて実習し、ワークショップを行った。（1大学、6人） 

実践食料生産 

（神戸女子大学） 

利用大学開講科目「卒業論文」の一環として実施。9/9-11に夏野菜とサツマイモの収

穫、イネの説明と収穫、農薬の基本、サツマイモの収穫、ブドウ果実の観察と収穫・調

製、ウシの飼養管理、里山散策、野草の利用などについて実習した。（1大学、5人） 

農場から食卓まで 

（神戸女学院大学） 

利用大学開講科目「演習Ⅱ」の一環として実施。9/12-14に里山散策、野草の利用、イ

ネの説明と収穫、農薬の基本、キャベツの追肥、ウシの飼養管理、ブドウ果実の観察と

収穫・調製などについて実習し、ワークショップを行った。（１大学、16人） 

農場から食卓まで 

（兵庫県立大学） 

利用大学開講科目「特別フィールドワーク」の一環として実施。10/27にウシの飼養管

理と鼻紋採取、サツマイモの収穫について実習した。（1大学、21人） 

農場から食卓まで 

（京都産業大学） 

利用大学開講科目「基礎特別研究」の一環として実施。11/4-5にウシの飼養管理、ナシ

の収穫、サツマイモの収穫、農薬などについて実習した。（1大学、15人） 

Agricultural 

Products in Japan  

現代日本プログラムの一環として実施。11/23に畜産系、果樹系、作物系の案内をし、

センターの事業を体験した。（神戸大留学生 27人） 

農業と遺伝資源（兵庫

県立農業大学校） 

利用大学校開講科目「畜産特論」の一環として実施。11/25に畜産エリアの案内と但馬

牛の遺伝資源と改良についてワークショップを行った。（1大学、5人） 

農場から食卓まで 

（関西国際大学） 

利用大学開講科目「コミュニティビジネス」の一環として実施。11/30に果樹の剪定、

ウシの飼養管理、ダイズの収穫などについて実習した。（1大学 40人） 

農場から食卓まで 

（公立鳥取環境大学） 

利用大学開講科目「農業経営論」の一環として実施。12/7にキャベツの収穫・調製など

について実習した。（1大学、35人） 

Agricultural 

Products in Japan  

神戸日本プログラムの一環として実施。1/22にキャベツの収穫、樹木の剪定、牛のブラ

ッシングや散歩、鼻紋採取、体測定を体験した。（オーストラリアとニュージーランド

より 5大学、14人） 

 

アンケート集計 

食資源センターではプログラムに参加した学生（2014〜2019年度）を対象としたアンケート調査を実施してきた

（神戸大学大学院農学研究科附属食資源教育研究センター「農場と食卓をつなぐフィールド教育拠点事業報告書」

2020年）。アンケートは、5段階のリッカート尺度による設問を中心として、自由回答形式の設問および回答者の属

性を問う設問で構成されている。このうち「今回の実習は総合的・全体的に考えて満足している」という設問に対
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し、総合的な満足度において「非常に満足」および「やや満足」の合計は、91%から 97%の範囲にあり、常に 90%を超

えていた。また「どちらでもない」と答えた学生が最大で 9%（2015年度）いたものの、それ以下の「不満」を回答

する学生は皆無であり、全体的には満足のいくプログラムが提供できたと考えられる。 

しかし自由回答形式の設問では、プログラムの内容などに対し改善意見が寄せられており、以下にそれらの一部を

紹介する。 

2015年度 

◼ 休憩をこまめに取ってほしい 

◼ 1つ 1つの実習時間が短い 

◼ 1つのテーマでいいのでもう少し深く学びたい 

◼ 冬ではなく夏に来たい 

◼ もう少し実作業がしたかった 

◼ イネ刈りをしたかった 

◼ 日光がつらかった 

2016年度 

◼ 日照りの日は、休憩をこまめに取ってほしい 

◼ 食べ比べがあるなら、（昼食の量を調整するので）予め知らせてほしい 

◼ 試食会で使った野菜の調理適正などの情報がほしい 

◼ 時間が短く、少し速足だった 

◼ 散策系の実習は、移動が多くつらかった 

2017年度 

◼ 機械の仕組みをもう少し知りたかった 

◼ 人工授精、ウシの出産をする場面をみたい 

◼ 手を動かす時間を増やしてほしい 

◼ 後ろまで声が聞こえづらい、トラクターの待ち時間が長い 

◼ 移動が多く体力的にしんどい 

◼ こまめな休息が欲しい 

◼ 立った状態で話を聞くことが多くしんどかった 

◼ 牛舎での実習から BBQ をしたかった 

◼ 暇な時間も多かったので実習時間がもう少し長い方がよかった 

◼ 他大学の人との交流を促進するような働きかけがあってほしい 

2018年度 

◼ 夏の実習での説明は、屋内または日陰でやってほしい 

◼ 大学や学部ごとにまとまってしまったため、もっと交流できる内容にしてほしい 

◼ ワークショップにもう少し時間がほしかった 

◼ 実習のなかで互いの仲を深められるような内容があればいいと思った 

◼ 休憩時間を増やしてほしい 

◼ ハードスケジュールだったため、もう少しゆとりのある実習にしてほしい 

プログラムの進行に関する意見が特に多く、スケジュールに余裕が欲しいという意見と、もう少し作業がしたいと

いう双方の意見が寄せられていた。プログラム実施の担当者間では、少なくとも季節やその日の天候を適切に考慮し

た進行を心がけるべきであることを確認した。一方で、同じ時期のプログラムでも学生各個人の体力やモチベーショ

ンなどによっても感じ方は大きく異なると考えられ、臨機応変な対応が必要とされる。 
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施設についての自由回答形式の設問では、宿泊施設のトイレに関し高い評価を得た一方で、食事についての改善希

望が非常に多かった。宿泊を伴うプログラムでは、多くの場合仕出し弁当での食事を提供している。学生の負担を軽

減すべく、価格を抑えたメニューとなっていることもあり、常に一番の不満となっている。食資源センター周辺は食

材の買い出しができるような環境ではなく対応は限られているが、宿泊期間中に少なくとも 1回試食会を開催してい

る。試食会では自分たちが収穫した食材を最大限活用するほか、保存がきくバレイショ、タマネギのような食材につ

いても食資源センター産のものを提供している。試食会の開催には、必要な食材の買い出しや後片付けなど担当者の

負担は小さくないが、「農場から食卓まで」を実践する上で不可欠なプログラムの一環であり、学生の満足度も高

い。 

このようにプログラムの改善に係る要望がある一方、得た学びや気付きについても多くの回答が寄せられている。

以下にそれらの一部を内容により分類し紹介する。 

意識の変化について 

◼ 命をいただいていることを実感 

◼ 生産者への感謝 

◼ お米をもっと食べようと思った 

◼ 日本の農業について興味が沸いた 

◼ ウシに関わる仕事につきたいと思った 

◼ 生産視点と消費視点の間に立ったことで生まれる複雑な気持ち 

◼ 農業を多角的にみれるようになった 

◼ 進路を考える参考になった 

◼ 獣医師になるにあたっての心構えが変わった 

◼ 管理栄養士として食べ物の大切さを伝える 

農場経営について 

◼ 食べることに問題はなくても売り物にならない廃棄物がたくさんでること 

◼ 農業にはお金がかかる 

◼ 経済的に成立させることの困難さ 

◼ 天候に大きく左右される 

◼ 出荷基準の厳格さ 

生産者の苦労について 

◼ ウシの世話は思った以上に重労働 

◼ 農作物には多くの手間がかけられ生産されているということ 

◼ 手作業が多く大変だと感じた 

◼ 作業の大変さ難しさ 

生産技術と農業の実態について 

◼ ブドウは葉の枚数まで管理している 

◼ ウシは月齢によってエサの種類、量を変える 
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◼ 脱渋、摘果など、美味しい果実を育てるための工夫 

◼ 現場で体験し、除角の意義を改めて理解できた 

◼ 農薬は一概に悪いものではなく、品質の維持にある程度必要 

◼ 農薬自体が悪いのではなく、その使い方が大事 

◼ トラクターがあるとないとでは作業効率が大きく異なる 

◼ 実際に餌やりをしてみて、たくさんの量を食べることを知った 

◼ アニマルウェルフェアという概念があること 

◼ トレーサビリティについて 

◼ 国産の牛肉でもエサは輸入に頼っている 

品種改良について 

◼ 美味しい果物は、野生ではなく品種改良によってつくられたもの 

◼ 普段食べている果物も研究の上で生まれてきたものであること 

◼ 品種によって味や用途などが異なること 

◼ ナシの野生種と栽培種の違い 

プログラム全般について 

◼ フィールド演習のタイトルにあるように「食卓まで」を体験できた 

◼ 友達ができた 

◼ 他大学の人もいて多様な意見を聞けた 

 

以上は寄せられた回答のごく一部であるが、参加者はそれぞれの立場から様々な学びを得ていることが伺える。単

純に農作物の生産を支える技術を知り体験するだけでも、農業がより身近になり、スーパーなど日々の生活の中で目

にする農作物もいままでとは違って見えてくるのではないだろうか。また、参加者が自身の大学での専門分野とプロ

グラムを関連付け、将来へつながる学びを得るような意識の変化も見受けられる。 
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Ⅲ 講義・演習 

2015年4月～2020年3月までのセンター専任教員が担当した講義とその概要を示す。 

資源生命科学入門I 

担当教員：大山憲二ほか応用動物学コース教員 

対象：資源生命科学科1 年（必修） 

履修生数：2015 年度 59名，2016年度 57名，2017年度 60名，2018年度 59名，2019年度 77名 

授業のテーマと目標：【テーマ】1）ヒトを含めた動物の生命・健康維持に資する知見・技術等の創出，2）哺乳類や

鳥類の遺伝と生殖のメカニズム，3）動物の恒常性維持の基本となる生体機能調節のメカニズム；【到達目標】動物

が本来持っている豊かな機能を総合的に理解し，既存動物の生産性の向上，有用動物の開発，野生動物の保護，また

ヒトを含めた動物の生命現象や機能調節機構とその意義等、基礎的な知識・概念について理解する。 

 

Global Topics in Animal Science 

担当教員：大山憲二ほか応用動物学コース教員 

対象：全学（農学部以外）3 年以上（必修） 

履修生数： 2018年度 95名，2019年度 98名 

授業のテーマと目標：【テーマ】1）ヒトを含めた動物の生命・健康維持に資する知見・技術等の創出，2）哺乳類や

鳥類の遺伝と生殖のメカニズム，3）動物の恒常性維持の基本となる生体機能調節のメカニズム；【到達目標】動物

が本来持っている豊かな機能を総合的に理解し，既存動物の生産性の向上，有用動物の開発，野生動物の保護，また

ヒトを含めた動物の生命現象や機能調節機構とその意義等、基礎的な知識・概念について理解する。 

 

初年次セミナー 

担当教員：大山憲二、本多健、片山寛則、山崎将紀、吉田康子ほか 

対象：農学部1 年（必修） 

履修生数：2018年度 169名，2019年度 169名 

授業のテーマと目標：大学では、文章の読解や構成能力だけでなく、学生自身が主体的に課題の発見や情報を収集す

る能力を身につける必要があります。神戸大学および農学部とはどんなところかについて解説します。また、大学で

の学習の初歩として、学生と教員および学生相互でコミュニケーションを図りながら課題発見や解決にも取り組みま

す。 

 

グローバル化の中の現代日本特殊講義 

担当教員：大山憲二ほか 

対象：全学留学生 

履修生数：2018年度  
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授業のテーマと目標：グローバル化の中の現代日本の食､酒､社会。本授業では、日本の食（神戸牛、神戸ビーフな

ど）と酒とその背景を成す社会について、それぞれの専門家や実践家から学ぶ。留学生が主なターゲットであるが、

日本人学生も参加できる。英語による授業。参加者は、現代日本の食や酒が、どのような特性をもちどのように作ら

れるかを専門家から実際に即して学ぶことでき、大学付属農場での見学も組み込まれている。グローバル化の中で、

日本の食や酒がどのような新たな位置づけを得るか参加者は自ら考えることが出来る。 

 

グローバル化の中の現代日本の食、酒、社会 

担当教員：大山憲二ほか 

対象：全学留学生 

履修生数：2019年度  

授業のテーマと目標：グローバル化の中の現代日本の食､酒､社会。本授業では、日本の食（神戸牛、神戸ビーフな

ど）と酒とその背景を成す社会について、それぞれの専門家や実践家から学ぶ。留学生が主なターゲットであるが、

日本人学生も参加できる。英語による授業。参加者は、現代日本の食や酒が、どのような特性をもちどのように作ら

れるかを専門家から実際に即して学ぶことでき、大学付属農場での見学も組み込まれている。グローバル化の中で、

日本の食や酒がどのような新たな位置づけを得るか参加者は自ら考えることが出来る。 

 

生物資源と農業B 

担当教員：山崎将紀ほか 

対象：全学部（農学部以外、選択必修） 

履修生数：2016年度 138名，2017年度 138名 

授業のテーマと目標：有史以前から人類は生活を豊かにする糧として周囲の多様な植物（植物資源）を生活に利用

し，さらに改良を加え,栽培してきた（農林業）。本講義では，その大部分を占める資源植物とそれを取り巻く環境

の保全について，および生産物の特性について紹介し，農林業についての理解を深める。 

 

神戸大学ESDコース ESD論A（総合教養科目） 

担当教員：片山寛則ほか 

対象：全学部（選択） 

履修生数：2016年度 138名，2017年度 138名 

授業のテーマと目標：持続可能な社会の課題を探る。「環境系」「開発系」「社会系」などの各領域から持続不可能

な社会の課題と、その解決に向けて自ら考え他者とともに行動するスタイルを学ぶとともに、自らの専門との関係性

を考え大学教育への新たな動機づけを得ることを学習目標とする。 

 

量的遺伝学(2018年度より、量的遺伝学１と量的遺伝学２) 

担当教員：大山憲二 

対象：資源生命科学科応用動物学コース3年（選択） 
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履修生数：2015 年度 28名，2016年度 27名，2017年度 28名，2018年度 24名，2019年度 32名 

授業のテーマと目標：動物の測定可能な特性の多くは多数の遺伝子の働きにより発現し，連続的な変異を示す。 

このような特性は量的形質と呼ばれ，その変異のうちどの程度が遺伝に起因するかを知ることは動物の能力を高める

上で必須の情報である。そのために量的形質の発現機構を理解し，特性を記述する遺伝的パラメータの解説を行う。 

 

食の倫理(2018年度より、食の倫理と食の倫理の探究) 

担当教員：大山憲二ほか農学研究科教員 

対象：農学部1年（必修） 

履修生数：2015 年度 245名，2016年度 216名，2017年度 200名，2018年度 188名と160名，2019年度 178名と202名 

授業のテーマと目標：食料は生命を維持するものである。その生産も加工も人の命を護るものでなければならない。

食料生産に関わる者が払っている努力、生産時に有害物を除く、加工時に有害物が混入するのを防ぐなどを説明し、

その倫理を論述する。受講者は日常の食の重要性を理解し、将来食の生産管理に関わろうとする者には重い責任があ

ることを理解することが本講義の目標である。 

 

応用動物学演習 

担当教員：大山憲二、本多健 

対象：資源生命科学科応用動物学コース2年（必修） 

履修生数：2015 年度 25名，2016年度 29名，2017年度 28名，2018年度 29名，2019年度 25名 

授業のテーマと目標：動物を用いた実験計画の立て方および結果の客観的評価のために必要な各種統計的手法 

を学ぶ。このことにより，研究遂行に必須の論理的思考能力と分析能力を養う。 

 

外国書購読I 

担当教員：大山憲二ほか 

対象：資源生命科学科応用動物学コース2年（必修） 

履修生数：2017年度 33名，2018年度 40名，2019年度 34名 

授業のテーマと目標：農学、動物学、環境科学を中心とした自然科学分野の専門外国書（英書）や英語学術論文の読

解による専門英語の習得。専門英語を習得すると共に、英語読解力を養うことで、応用動物学コースの各専門教育分

野における研究をグローバルに進めるために必要な英語力を身につける。 

 

外国書購読II 

担当教員：本多健ほか 

対象：資源生命科学科応用動物学コース3年（選択） 

履修生数：2017年度 33名，2018年度 29名，2019年度 35名 

授業のテーマと目標：直接外国書に接して内容、様式、用語などに親しむと同時に国際的な情報社会に対応し、最先

端における知識の導入や公表或いは交流の基盤を修得する。 
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高度教養セミナー農学部応用動物学 

担当教員：大山憲二、本多健 

対象：資源生命科学科応用動物学コース3年（必修） 

履修生数：2018年度 30名，2019年度 63名 

授業のテーマと目標：応用動物学コースの研究背景や研究概要を理解するために，専門分野の成書や学術論文の読解

力を高め，研究論文の遂行および作成に対応できる能力を養うことを目標とする。 

 

資源生命科学入門II 

担当教員：片山寛則、山崎将紀、吉田康子ほか応用植物学コース教員 

対象：資源生命科学科1 年（必修） 

履修生数：2015 年度 59名，2016年度 56名，2017年度 63名，2018年度 61名，2019年度 73名 

授業のテーマと目標：応用植物学は，食用作物，園芸植物，産業用植物，森林などの植物資源の生産性と品質の改良

を目標として，生態学，生理学，分子生物学などに基づき研究を行う学問である。この授業では，応用植物学に関す

る研究の基礎と方向性について理解することを目的とする。 

 

作物進化学(2018年度より、作物進化学１と作物進化学２) 

担当教員：片山寛則、山崎将紀ほか 

対象：資源生命科学科応用植物学コース2 年・生命機能科学科環境生物学コース3 年（選択） 

履修生数：2015 年度 37名，2016年度 61名，2017年度 28名，2018年度 50名，2019年度 84名 

授業のテーマと目標：1）作物（栽培植物）は「どこで，誰が，いつ頃，なぜ，そして，どのようにできたのか」を

理解する。2）栽培化された後，近世に至るまでどのような遺伝的変化を遂げてきたのかを理解する。3）遺伝的類縁

関係を明らかにするための研究手法について理解する。4）祖先野生種およびその近縁野生種も含めた「植物遺伝資

源」の重要性を理解する。 

 

高度教養セミナー農学部応用植物学 

担当教員：片山寛則、山崎将紀、吉田康子ほか 

対象：資源生命科学科応用植物学コース3 年（必修） 

履修生数：2018年度 31名，2019年度 28名 

授業のテーマと目標：応用植物学コースの研究背景や研究概要を理解するために，専門分野の成書や学術論文の読解

力を高め，研究論文の遂行および作成に対応できる能力を養うことを目標とする。 

 

食料・環境・健康生命（食料編） 

担当教員：大山憲二、片山寛則、山崎将紀ほか資源生命科学専攻教員 

対象：資源生命科学専攻（前期課程）1 年（必修），他専攻（前期課程）1 年（選択） 
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履修生数：2015 年度 49名，2017年度 33名，2018年度 45名 

授業のテーマと目標：持続的食糧生産に必須な動植物遺伝資源と栽培作物および家畜・家禽に関する有効利用技術と

機能開発に向けた資源生命科学の発展について理解する。 

 

神戸大学発次世代農資源生産学 

担当教員：大山憲二、片山寛則、山崎将紀 

対象：資源生命科学専攻（前期課程）1年（選択） 

履修生数：2019 年度 12名 

授業のテーマと目標：神戸大学の農畜産物生産技術を用いて開発している次世代農資源生産システムについて理解す

ることを目的に、本講義を開講する。 

 

有用動物資源学(2018年度より、有用動物資源学１と有用動物資源学２) 

担当教員：大山憲二 

対象：資源生命科学専攻（前期課程）1年（選択） 

履修生数：2015 年度 3名，2016年度 4名，2017年度 6名，2018年度 7名と3名，2019年度 12名 

授業のテーマと目標：人類の生活に有用な動物資源について，その起源・歴史をはじめ現代における生産の実態まで

幅広い講義を行う。また動物資源を効率的に利用するための新技術や，生産現場が抱える種々の問題点についても討

議を行う。 

 

植物遺伝資源利用学 

担当教員：片山寛則、山崎将紀 

対象：資源生命科学専攻（前期課程）1年（選択） 

履修生数：2015 年度 2名，2016年度 3名，2017年度 2名，2018年度 1名 

授業のテーマと目標：本講義は果樹、イネ遺伝資源を対象にした遺伝・育種学的研究、多様性保全研究を紹介する。

遺伝資源の持つ未知の有用形質の掘り起こしなど応用研究にまで焦点をあてたい。 

 

特定課題演習I・II 

担当教員：片山寛則、山崎将紀，吉田康子 

対象：資源生命科学専攻（前期課程）1・2 年（必修） 

履修生数：2015 年度 2名・4名，2016年度 3名・2名，2017年度 2名・3名，2018年度 1名・1名，2019年度 1名・1名 

授業のテーマと目標：食や農に関わる植物科学的分野の高度な知識に基づいて、適正な実験・調査を行って、その解

析結果から新規な結論を導くとともに、適切に考察・論述できることを目的としています。専攻する研究分野におい

て到達目標で述べる以下の点が身につくように講術するとともに修士論文に関わる研究指導を行います。食や農に関

わる植物遺伝資源開発学分野の専門知識に基づき、指導教員と副指導教員による指導体制のもとで、適切な課題設
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定、課題に関する論理的思考能力および研究遂行能力、分析結果から新規な結論や考察を論述する能力を養うことを

目標とします。 

 

資源生命科学プレゼンテーション演習（オーラル・ペーパー） 

担当教員：片山寛則、山崎将紀，吉田康子 

対象：資源生命科学専攻（前期課程）1 年（必修） 

履修生数：2015 年度 2名，2016年度 3名，2017年度 2名，2018年度 1名，2019年度 1名 

授業のテーマと目標：主として学生自身の研究課題についての IMRAD（Introduction、 Methods、 Results and 

Discussion）の形式に基づいたプレゼンテーション技術を修得することを目的とします。到達目標や授業計画で述べ

る以下の点が身につくように講術します。研究課題について得られた成果を国内外の多様な研究者に向けて発信する

ためには、効果的なプレゼンテーションを行うスキルが要求されます。研究課題に関連する文献の内容を紹介する発

表や国内外での学会での研究成果発表において、論理的な構成かつ魅力的なプレゼンテーションができることを目標

とします。 

 

先端遺伝育種論 

担当教員：大山憲二、片山寛則、山崎将紀ほか自然科学系先端融合研究環重点研究チーム「ゲノム育種研究」構成員 

対象：資源生命科学専攻（後期課程）1 年（選択） 

履修生数：2015 年度 1名，2016年度 1名，2017年度 2名，2018年度 1名，2019年度 2名 

授業のテーマと目標：＜授業目的＞有用動植物における未来型食料資源の開発や次世代育種技術の確立，遺伝 

資源探索や評価法を理解するため，先端の遺伝育種論について知識を修得し，さらなる知識発展を得るため 

の討議を行う。＜到達目標＞（1）先端遺伝育種論についての基礎知識を得る。（2）遺伝資源探索やその評 

価法を理解する。（3）相互に討議することにより，未来型食料資源開発や次世代育種技術の確立をめざす。 

 

 

  



 

 

57 

Ⅳ センター所属学生 

 

センターに所属する学生数は2015～2019年度にかけて9～19名で推移したが、年々減少傾向となった（第1表）この

５年間で博士修了生が計2名、修士修了生が計13名、学部卒業生が計37名を数え、センターから多くの人材を社会に

輩出している。 

第1表 センター所属学生数の推移 

年 度  2015  2016  2017  2018  2019 

学部4 年生 51）+42）  41）+42）  31）+32)  61）+22）  21）+42） 

修士1 年生 23）  33）  13）  13）  13） 

修士2 年生 43）+24）  23）  33）  13）  13） 

博士1 年生 13）  0  0  14）  0 

博士2 年生 0  13）  0  0  14） 

博士3 年生 14）  0  13）  0  0 

計  19  14  11  11  9 

1）農学部資源生命科学科応用植物学コース植物遺伝資源開発学教育研究分野 

2）農学部資源生命科学科応用動物学コース動物遺伝資源開発学教育研究分野 

3）大学院農学研究科資源生命科学専攻応用植物学講座植物遺伝資源開発学教育研究分野 

4）大学院農学研究科資源生命科学専攻応用動物学講座動物遺伝資源開発学教育研究分野 

 

博士論文題名（2015年4月～2020年3月） 

井上 慶一 黒毛和種における因果推定および構造方程式モデル理論を応用した新たな遺伝的能力評価手法の開発

（2016年 3月） 

岡田聡史 酒米品種「山田錦」の醸造特性と修了性に関する遺伝要因の解明 （2018年 3月） 

 

修士論文題名（2015年4月～2019年3月） 

石田 花那 ニホンナシ花器に由来するポリネーター誘引成分の同定（2016年 3月） 

合田  喬 稲わらのバイオリファイナリー関連形質の評価と遺伝解析（2016年 3月） 

後藤 絢太郎 Evaluation of CAPS markers corresponding to ethylene production and characterization of 

it’s related gene (1-aminocyclopropane- 1-carboxylate (ACC) synthase) of pears from Northern 

Tohoku（2016年 3月） 

中塚 万智 兵庫県黒毛和種集団の遺伝的分化構造の維持に関する研究（2016年 3月） 

平本 愛葉 見島ウシの集団構造の調査と巡回型グループ交配の有効性に関する研究（2016年 3月） 

前田 道弘 Nested Association Mapping による日本水稲品種群における農業形質の遺伝解析（2016年 3月） 

大坪 恭子 ダイコンの根形の多様性に関する肥大成長の組織学的研究（2017年 3月） 
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関本 陽介 QTL mapping of volatile compounds using an interspecific cross between Japanese pear (Pyrus 

pyrifolia) and Iwateyamanashi (Pyrus ussuriensis var. aromatica) （2017年 3月） 

上野真奈 Identification of QTLs for morphological and physiological traits using an interspecific cross 

between ‘Kosui’ and Iwateyamanashi（2018 年 3月） 

佐々木萌 ヘルムホルツ共鳴を利用した稲穂の体積測定 （2018年 3月） 

澤田裕貴．兵庫県および京都府における大納言アズキ粒形質と収量関連形質の遺伝子型×環境交互作用の解

析 （2018年 3月） 

淡裕美子 ダイコンの根形における画像解析を用いた測定方法の確立と多様性の評価（2019年 3月） 

 

卒業論文題名（2015年4月～2019年3月） 

石田 真穂 但馬牛の枝肉形質データの分布特性が育種価評価に与える影響（2016年 3月） 

石田  礼 赤外線サーモグラフィーによるウシの体温推定の精度に関する研究（2016 年 3月） 

上野 真奈 ナツナシの褐変にポリフェノール類が及ぼす影響（2016年 3月） 

楠木 克典 但馬牛種雄牛の交配特性に関する研究（2016 年 3月） 

佐々木 萌 イネの穂重調査と遺伝解析（2016年 3月） 

澤田 裕貴 複数圃場栽培におけるアズキ粒形質と環境の交互作用（2016年 3月） 

三宮 早貴 見島ウシ集団における始祖個体からの遺伝的寄与と遺伝的分化構造に関する研究（2016年 3月） 

知識 亜果音 広島県に自生するサクラソウのポリネーターの探索（2016年 3月） 

松下 美和子 イワテヤマナシの落果とその要因に関する研究（2016年 3月） 

上田 将平 兵庫県黒毛和種繁殖集団の遺伝的分化構造の維持に関する研究（2017年 3月） 

片桐 輝美 兵庫県黒毛和種繁殖集団の集団構造に関する研究（2017年 3月） 

勝見 啓吾 電解水を用いた野菜の病害防除（2017年 3月） 

小柳  悠 バイオリファイナリー特性を持つイネ新品種の育成に向けて（2017年 3月） 

芝野 真由 アジア山羊の遺伝的多様性の構成と保全に際する優先順位（2017年 3月） 

高橋 綾香 見島ウシ集団の繁殖構造の変化が遺伝的多様性に及ぼす影響（2017年 3月） 

淡 裕美子 ダイコンの根形における量的評価法の確立（2017年 3月） 

布山 郁恵 ニホンナシ・イワテヤマナシ果実の香気分析および官能評価（2017年 3月） 

大橋亮太 アサクラサンショウ果実における経時的な香気成分含量の変動と収穫適期の決定 （2018年 3月） 

藤田このむ バイオリファイナリー特性および高収量・高品質の両立を目指したイネ新系統の選抜 （2018年 3月） 

吉田晴紀 ダイコンの肥大成長に及ぼす木部柔細胞と木化の影響（2018年 3月） 

小林正弘 兵庫県黒毛和種繁殖集団の遺伝的分化構造の維持に関する研究（2018年 3月） 

大塚健太郎 アジア牛の遺伝的多様性の構成と保全に際する優先順位（2018年 3月） 

高矢睦 黒毛和種繁殖雌牛の母性能力の推定に関する研究（2018年 3月） 

石崎初音 バイオリファイナリー利用性と高収量・高品質を目指したイネ新系統の選抜 （2019年 3月） 

石丸陽平 次世代シーケンサー利用による日本水稲組換え自殖系統群の連鎖地図作成（2019年 3月）  
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小原千佳 官能評価を用いたイワテヤマナシの果実食味に関する多様性 （2019年 3月） 

岸本祐子 Mapping of AAT (alcohol acyl transferase) gene for volatile compounds in ‘Kosui’ (Pyrus 

pyrifolia) and ‘Natsunashi’ (Pyrus ussuriensis var. aromatica) （2019年 3月） 

中野佑香 兵庫県黒毛和種集団における平均共祖係数と始祖個体遺伝子数の分布の変化 （2019年 3月） 

日浦 雄 大納言アズキにおける窒素養分葉面散布と開花数が粒形質に及ぼす影響 （2019年 3月） 

細野綾音 ダイコンの根形に関わる木部柔細胞と二次形成層の品種間変異（2019年 3月） 

森本 昴 黒毛和種の集団構造に関する遺伝学的分析（2019年 3月） 

大原朋花 黄色果肉を持つナシにおける HPLCを用いた色素分析 （2020年 3月） 

梶川由香里 黒毛和種代表的種雄牛における複数の血縁関係推定法の比較（2020年 3月）  

末広恵里佳 黒毛和種の白斑および乳頭癒着に関する遺伝学的検討 （2020年 3月） 

峰 将記 バイオリファイナリー利用性と高収量・良食味を兼ね備えたイネ新系統の作出（2020年 3月）  

宮脇志歩 但馬牛における体型と枝肉および繁殖成績との関連性 （2020年 3月） 

山田 栞 但馬牛の系統らしさ指標を用いた長期的な遺伝的分化構造の維持（2020年 3月） 
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I 作目、作付け面積および飼養頭数の推移 

2015 年～2019年度において販売収入に直接関係する作目、作付け面積、家畜の飼養頭数および総収入の推移は第 1

表に示すとおりである。この表には、野菜苗の育苗や結果年齢に達していない果樹の若木など直接収入に結び付かな

いもの、研究目的のみで栽培されているものや見本園等の目的で栽培されているものは含まれていない。 

 

第 1 表 作目、作付面積、飼養頭数の推移（単位：アールまたは頭数） 

類別 作目 2015   2016   2017   2018  2019  

作物            

 イネ 847  847  847  847  847  

 ダイズ 20  20  20  20  20  

            

野菜            

 サツマイモ 8  8  8  8  8  

 バレイショ 13.4  13.9  11.1  13.2  14.8  

 タマネギ 5  5.5  5.5  4.5  4.5  

 キャベツ 12.5  12.5  10.7  10.7  10.7  

            

果樹            

 ナシ 55  50.6  47.9  45.4  44.6  

 ブドウ 25.2  22.8  19.3  25.3  25.8  

 カキ 45.1  45.1  45.1  42.1  22.5  

            

畜産            

 黒毛和種 成畜 79  79  80  78  80  

 黒毛和種 子畜 27  25  30  30  30  

 ニワトリ 16  19  14  15  (15)1)  

 イタリアンライグラス 675  675  675  725  725  

 トウモロコシ 65  65  65  0  0  

 スーダングラス等 0  0  0  15  80  

子畜：生後 12 ヵ月齢未満、成畜：生後 12 ヵ月齢以上とした。黒毛和種とニワトリの頭数は各年度 4 月 1 日時点。 

1)2019年度は 4 月 1 日時点で０羽だったが、それ以降に購入して 15羽飼養した。 
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Ⅱ 部門別生産概要 

 

作物系 

2015、2016、2017、2018 および 2019年度のイネ作生産実績をそれぞれ第 1表，第 2表、第 3表、第 4表および第

5表に示した。また、各年度の畑作生産実績期をそれぞれ第 6表、第 7表、第 8表、第 9表および第 10表に示した。

ダイズの生産実績は第 11表、第 12表、第 13表、第 14表および第 15表に示した。栽培品目ごとの 5年間の状況を

以下に述べる。 

 

 (1)イネ 

2015年度における栽培面積および収量は第 1表のとおりである。 

第 1表 2015年度イネ作実績  

品種名 
面積 総収量 同左内訳 10a当たり 同左  

(a) (kg) 精玄米(kg) 屑米(kg) 総収量(kg) 指数  

コシヒカリ 97 4,364 4,056 308 418  102 a)  

キヌヒカリ 238 11,475 11,080 395 466  98 a)  

きぬむすめ 150 8,715 8,118 597 541  98 a)  

ヒノヒカリ 252 13,085 11,781 1,304 468  95 a)  

にこまる 100 4,741 4,332 409 433  86 b)  

はいごころ 10 102 90 12 90  99 c)  

a)過去 5年間(2010〜2014 年度)の平均を 100とした値      

b)過去 4年間(2011～2014 年度)の平均を 100とした値      

c)過去 2年間(2013,2014 年度)の平均を 100とした値      

肥培管理について、2014 年度までは栽培品種の多くは JA兵庫みらいが推奨する肥料銘柄を使用していた。推奨肥

料は収量の面で満足度が高いが、食味については向上の余地があると考えられた。そこで、生育後半の窒素肥効を減

らすことで玄米におけるタンパク値を減少させ、食味を向上させることを目的に、今年度から新肥料「エムコート

211」を用いた栽培試験を開始した。「コシヒカリ」については、収量、食味共前年度までの肥料（JA推奨肥料では

なくセンター慣行肥料）に比べて改善が見られた。「キヌヒカリ」、「きぬむすめ」、「ヒノヒカリ」においては前

年度までの JA推奨肥料と比較し、収量が減少したが食味は改善された。肥料の栽培試験は、栽培品種や時期によっ

て求められる肥効は異なるため、今年度以降、複数年調査することでセンターの水稲栽培における最適な肥効を示す

肥料銘柄の検討を進める事とした。 

「にこまる」については、玄米販売における付加価値向上のため、2014年度に一部圃場で特別栽培農産物表示ガイ

ドラインに則った（農薬使用量および化学肥料由来の窒素使用量を地域慣行栽培の 5割以上減）栽培（以下、特別栽

培）を作付面積 50a水田 2枚の内 1枚で試行した結果、収量及び品質に慣行栽培と大差無かった。よって、作業の簡
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素化を図るために今年度から「にこまる」は特別栽培を実施した。前年度の試験栽培では慣行栽培と遜色ない収穫量

であったが、今年度は 2014 年度と比較し約 1割の減収であった。 

すべての栽培品種に使用していた土壌改良材「みのりアップ」は、施用量が 200㎏/10ａと大量である事から、散

布作業に労力を要していた。そこで、散布作業の省力化のため、施用量が 60kg/10aの「とれ太郞」の施用を 2014 年

度から試行していた。「とれ太郞」は「みのりアップ」と比較するとリン酸含量が少ないことから、長期にわたる使

用によってリン酸不足による収穫量の減少の恐れが考えられるが、省力化のため今年度からは栽培面積のすべてで

「とれ太郞」を使用した。 

センター生産玄米は、自主流通米として主に学内の教職員や大学生協、附属病院へ出荷している。昨今の食の安全

や情報の開示の流れから、玄米品質保証を目的に、今年度より玄米検査を実施する事となった。ただし、基幹品種で

はない「にこまる」は検査が実施されていないので、販売価格を低い目に設定している。 

なお、コンバインは耐用年数経過と老朽化にともなって更新された。従来機である５条刈コンバインは、作業効率

は良かったものの、センターの重粘土湿田においてはその重量により水田の敷を痛めることが多々あった。そこで、

機械重量を軽くすることで水田をいたわることを重視し，4条刈りにサイズを落とした。また、畦塗り機についても

耐用年数経過により、新型機が導入された。 

 

2016年度における栽培面積および収量は第 2表のとおりである。 

第 2表 2016年度イネ作実績  

品種名 
面積 総収量 同左内訳 10a当たり 同左  

(a) (kg) 精玄米(kg) 屑米(kg) 総収量(kg) 指数  

コシヒカリ 97 4,417 4,259 158 439  108 a)  

キヌヒカリ 171 8,438 8,136 302 476  101 a)  

きぬむすめ 150 8,268 7,857 411 524  95 a)  

ヒノヒカリ 252 11,750 10,535 1215 418  84 a)  

にこまる 100 4,692 4,381 311 438  89 a)  

ひとめぼれ 67 3,325 3,271 54 488   c)  

はいごころ 10 185 173 12 173  99 b)  

a)過去 5年間(2011〜2015 年度)の平均を 100とした値      

b)過去 3年間(2013〜2015 年度)の平均を 100とした値      

c)2016年度より栽培        

肥培管理については、2015 年度同様の形態で栽培を実施することで、センターの栽培に適した肥料の選定を続け

た。「コシヒカリ」、「キヌヒカリ」は前年度に比べ収量、食味とも良かった。「きぬむすめ」、「ヒノヒカリ」に

関しては、前年度より収量は少なく、食味は良かった。「きぬむすめ」、「ヒノヒカリ」において収量が満足できな

い結果が 2年続いたので、肥料メーカーや JA兵庫みらいに相談し、翌年作は最適な肥効を示す肥料銘柄を検討する

こととした。「にこまる」は食味を向上させる目的に、「有機エムコート 256」の肥効日数が 90日と 120日の 2種に

よる比較調査をおこなった。その結果、微々たる差ではあるが 90日の方が収量及び食味について良い結果であった
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が、引き続き調査することとした。基幹品種である「キヌヒカリ」は高温登熟障害の発生と、穂発芽をしやすい特性

による玄米品質の低下が近年特に顕著であったため、「キヌヒカリ」に近い登熟期であると考えられた「ひとめぼ

れ」を 66.9ａの 3号田において試験栽培を実施し、品種更新が可能であるかを調査した。栽培の結果、単位面積あた

りの収穫量は「キヌヒカリ」に劣らず導入可能であったが、登熟期が「キヌヒカリ」よりやや早く「コシヒカリ」よ

り少し遅い事で、労力分散と学生実習対応の観点から「キヌヒカリ」をすべて「ひとめぼれ」に更新することは難し

いことが分かった。だが、「コシヒカリ」並の食味をもち、「コシヒカリ」より収量が良いことから、引き続き栽培

を続けることとした。「ひとめぼれ」は兵庫県基幹品種でなく玄米等級検査を受けられないので、販売価格を低い目

に設定しているが、ほぼ全量を委託精米により精米販売を実施している。一方、「にこまる」は今年度より等級検査

が始まった。 

 

2017年度における栽培面積および収量は第 3表のとおりである。 

第 3表 2017 年度イネ作実績  

品種名 
面積 総収量 同左内訳 10a当たり 同左  

(a) (kg) 精玄米(kg) 屑米(kg) 総収量(kg) 指数  

コシヒカリ 97 4,809 4,634 175 478  114   

キヌヒカリ 171 7,340 6,776 564 396  84   

きぬむすめ 150 8,490 8,012 478 534  98   

ヒノヒカリ 252 12,975 11,647 1328 462  96   

にこまる 100 4,934 4,506 428 451  94   

ひとめぼれ 67 3,455 3,330 125 497  102   

はいごころ 10 185 173 12 173  155   

a)過去 5年間(2012〜2016 年度)の平均を 100とした値      

b)過去 4年間(2013〜2016 年度)の平均を 100とした値      

c)2016年度実績を 100とした値       

前年までの肥料選定試験を継続して実施した。「コシヒカリ」「ひとめぼれ」「キヌヒカリ」は、前年までと同じ

肥料を使用し栽培した。その結果、「コシヒカリ」「ひとめぼれ」については前年より多収であり、食味も良かっ

た。「キヌヒカリ」については過去 5年で最も低収量であった。食味は良かった。「きぬむすめ」は JA兵庫みらい

推奨肥料と肥料メーカーからのアドバイスによる肥料、前年まで 2年間使用していた「エムコート 211」の 3品目の

比較試験を、3圃場を用いて実施した。この調査は肥料メーカーによる肥料の提供が有り、その調査結果は栽培試験

終了後にメーカーへ報告された、なお、本試験の肥効調査には SPAD計を導入することでより詳細な肥効調査が実施

された。その結果、JAの推奨する肥料銘柄が収量、食味ともに一番良く、次いで肥料メーカーのアドバイスをいただ

いた肥料銘柄が収量は同等であったが食味は劣った。「ヒノヒカリ」は過去 2年「エムコート 211」を使用した栽培

で良い結果が出ていなかったので、JA兵庫みらい推奨肥料を使用した。その結果、過去 2年よりは収量は増えたが、

「エムコート 211」導入前の水準には至っていない。「にこまる」については、前年度同様、「有機エムコート
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256」の肥効日数が 90日と 120日の 2種による比較調査を実施した。その結果、微々たる差ではあるが 90日の方が

収量及び食味について良い結果であった。 

大学理事の意向により、大学ブランドの日本酒の生産を始めるため、センターで生産した「きぬむすめ」を掛け米

とした日本酒の醸造を白鶴酒造株式会社で開始した。その日本酒はセンター所属学生により「神のまにまに」と命名

され、翌年より販売が始まった。 

なお、今年度はセンターにおいて初めてイノシシの侵入が認められ、3号田の一部をぬた場としていた。猟友会の

方から、おそらく中池方面から侵入しているのではとの見立てから、3号田南水路斜面と辰池南側堤の上に害獣フェ

ンスを、1号田から 3号田西側排水路横に電気柵を急遽設置した。 

 

2018年度における栽培面積および収量は第 4表のとおりである。 

第 4表 2018年度イネ作実績  

品種名 
面積 総収量 同左内訳 10a当たり 同左  

(a) (kg) 精玄米(kg) 屑米(kg) 総収量(kg) 指数  

コシヒカリ 97 3,677 3,447 230 355  83 a)  

キヌヒカリ 171 6,899 6,587 312 385  85 a)  

きぬむすめ 150 6,647 6,070 577 405  74 a)  

ヒノヒカリ 252 9,492 8,123 1,369 322  69 a)  

にこまる 100 4,635 4,246 389 425  91 a)  

ひとめぼれ 67 3,082 2,977 105 444  90 b)  

はいごころ 10 71 51 20 51  55 a)  

a)過去 5年間(2013〜2017 年度)の平均を 100とした値      

b)過去 2年間(2016、2017 年度)の平均を 100とした値      

田植機の耐用年数が過ぎ更新を期に作業効率向上と、人事異動による運転しやすさの面を考慮し 6条植えから GPS

を利用した「直進キープ機能」搭載の 8条植えに変更した。田植機に標準装備されていた植え付け爪は、小石の挟ま

りによる欠株か多発した。これにより十分な栽植本数が確保されず、すべての栽培品種で大きく減収となった。翌年

作は小石の挟まりにくい植えつけ爪に交換することで対応した。また、GPSを利用した「直進キープ機能」は 10〜

20cm程度の誤差が発生し、植えつけ重なりや離れが頻発するので利用していない。ただ、6条植えから 8条植えに大

きくしたことは、車幅感覚をつかむのに時間を要するが、田植え時間の短縮につながり、繁忙期の労力削減に寄与し

た。 

数年続けている最適な肥料の選定は、上記の田栽植密度の問題で今年度の結果からは判定できないので、翌年以降

も引き続き実施する事とした。ただし、「きぬむすめ」については、これまでの試験結果と前年 3圃場で実施した肥

料試験結果をもとに 3種の肥料銘柄を使用した栽培試験を実施した。坪刈り調査の結果、今後は「LP100D-80」およ

び「LP140E-80」の 2銘柄において施肥量を考慮していくこととした。また、収穫量に大きく影響する茎数が兵庫県

の指針より 2割程度少ない事がわかったので、栽植密度などの検討も必要である。 
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前年「神のまにまに」の原料米として使用された「きぬむすめ」は醸造過程で問題があったことから、今年度から

は「にこまる」が使用された。これに伴って、慣行栽培よりも経費がかかる「にこまる」の特別栽培は今年度で終了

することとした。 

 

2019年度における栽培面積および収量は第 5表のとおりである。 

第 5表 2019年度イネ作実績  

品種名 
面積 総収量 同左内訳 10a当たり 同左  

(a) (kg) 精玄米(kg) 屑米(kg) 総収量(kg) 指数  

コシヒカリ 97 4,036  3,928  108  405  96 a)  

キヌヒカリ 171 7,478  7,212  266  422  97 a)  

きぬむすめ 150 8,538  7,895  643  526  97 a)  

ヒノヒカリ 252 14,118  12,922  1,196  513  118 a)  

にこまる 100 5,288  5,082  206  508  112 a)  

ひとめぼれ 67 3,430  3,329  101  497  104 b)  

はいごころ 10 66  51  15  51  70 a)  

a)過去 5年間(2014〜2018 年度)の平均を 100とした値      

b)過去 3年間(2016〜2018 年度)の平均を 100とした値      

播種は「コシヒカリ」を 4月上旬と中旬、「ひとめぼれ」と「キヌヒカリ」を 4月下旬、「きぬむすめ」「ヒノヒ

カリ」を 5月上旬、「ヒノヒカリ」特別栽培用と「にこまる」（学生実習）を 5月中旬、「はいごころ」を 4月上旬

におこなった。6、7月は平年と比べ低温で推移し、9、10月は高温が続いた。中生品種は登熟期以降の高温と快晴の

影響か高収量だった。晴れ続きが多く作業はしやすく、幾度か大雨があり水管理もやりやすかった。「コシヒカリ」

の収穫が雨で遅れヤケが多く発生したので、色彩選別機による選別を強くすることで対応した。「キヌヒカリ」では

降雨により気温が下がり、圃場 3枚のうち 1枚のでは学生実習の都合で未熟な状態での刈り取りとなった。「ヒノヒ

カリ」は高収量となったが、高温障害によるヤケが多かった。一方で「ヒノヒカリ」の特別栽培圃場ではヤケ米はほ

ぼなかった。なお、いくつかの水田においてキシュウスズメノヒエが繁茂し、稲刈り後田んぼ内にラウンドアップを

散布して対処したが、畦畔に残り根絶できなかった。 

作柄については、極早生品種「コシヒカリ」はやや不良、同品種「ひとめぼれ」は平年並み、中生品種「キヌヒカ

リ」はやや不良、中生品種「きぬむすめ」は平年並み、中生品種「ヒノヒカリ」は良、「にこまる」でやや良となっ

た。玄米検査では、すべての品種で 1等米の判定となった。 

水田における薬剤散布はこれまで、背負い式動力散布機により実施していた。動力散布機による作業は夏期の猛暑

の中、足場の悪い畦を 30kg程度の機械を背負い歩かねばならず、過酷で危険を伴う重労働であった。そこで、薬剤

散布ドローンを導入した。このことで、作業時間・労力ともに大幅に削減できた。 

2017年度に見られたイノシシの侵入はそれ以降認められなかったので、今年度の電気柵の設置は見合わせた。 
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（2）バレイショ(第 6表参照) 

第 6表 バレイショ生産実績（2015〜2019年度） 

作物名 品種名 面積（a） 総収量（kg） 10a当たり収量（kg）  

2015年度 

バレイショ 

はりまる 

ネオデリシャス 

サッシー他 

6.6 

3.3 

3.5 

713 

400 

744 

1,080 

1,212 

2,126 

 

2016年度 

バレイショ 

はりまる 

ネオデリシャス 

サッシー他 

6.6 

3.8 

3.5 

695 

721 

646 

1,053 

1,898 

1,847 

 

2017年度 

バレイショ 

はりまる 

ネオデリシャス 

インカのめざめ他 

7.7 

2.2 

1.2 

1,391 

543 

236 

1,806 

2,468 

1,970 

 

2018年度 

バレイショ 

はりまる 

ネオデリシャス 

インカのめざめ 

8 

3 

1.2 

1,840 

959 

54 

2,300 

3,198 

452 

 

2019年度 

バレイショ 

はりまる 

ネオデリシャス 

サッシー他 

9.5 

3.3 

2 

1,498 

578 

234 

1,576 

1,751 

1,173 

 

 

2015年度は「サッシー」を 2.75a、「ネオデリシャス」3.3aを栽培した。また、センター育成新品種「はりまる」

の本格栽培を開始し、6.6aを栽培した。この他、拠点実習対応品種として「メークイン」、「インカのめざめ」を種

イモ 10kg分と「シャドークイーン」を種イモ 3.5kg分栽培した。 

各品種萌芽時の霜害はなく、生育初期が多雨高温傾向によって生育が徒長気味であったため、開花期が平年に比べ

1週間程度早かった。開花後、「ニジュウヤホシテントウ」が発生し、場所によっては株が丸裸にされるほど食害が

激しかったので殺虫剤散布により対応した。疫病の発生は見受けられず、「ニジュウヤホシテントウ」の食害以外は

概ね順調な生育をし、収穫期を迎えた。収穫量は「サッシー」「ネオデリシャス」「インカのめざめ」においては予

定収穫量を確保した。「はりまる」は品種の特性をとらえきれていなかったため、予定収穫量をやや下回った。「メ

ークイン」は労力不足により収穫が遅れたことで、台風 11号通過に伴う大雨により畑の湛水被害に遭い、腐敗や変

形イモが多く秀品率が著しく低かった。販売は従来の学内販売に加え、六甲台での直売、市場出荷など多岐にわたっ

ており、「はりまる」の販売も積極的におこなった。 

 

2016年度は「サッシー」を 2.2a、「ネオデリシャス」を 3.8a、「はりまる」を 6.6a栽培した。その他拠点実習対

応品種として「インカのめざめ」、「メークイン」を種イモ 10kg分、「シャドークイーン」を種イモ 3kg分植え付

けた。 
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4月 12日の晩霜害により「サッシー」において生育の遅れが見受けられた。開花期は平年並であったが、栽培期間

を通して降水量が多く、5月末に「はりまる」「メークイン」「ネオデリシャス」「インカのめざめ」に疫病が発生

したため、数回の薬剤散布により対応した。また、「サッシー」は「ニジュウヤホシテントウ」による激しい食害に

遭ったため、殺虫剤散布により対応した。「ネオデリシャス」において、収穫期の降雨が多く、ポテトディガーでの

収穫を断念し、振動式イモ掘り機により収穫実習を実施した。これは非常に作業効率が悪いうえ、調製時の土落とし

にも労力を要した。「サッシー」は土中での塊茎腐敗が多く、晩霜害も影響して予定収量を確保出来なかった。 

「はりまる」の農家への普及活動を 2014年より実施（別記）しているが、栽培を希望する農家が有機栽培や特別

栽培を実施している事が多かったため、特別栽培対応肥料（窒素の半量が有機成分）を使用した実証試験をおこなっ

た。前述のように栽培期間を通して降水量が多かったため、慣行栽培（高度化成による栽培）は肥料養分の流亡のた

め 6月上旬には葉色の退色が見受けられた。一方、特別栽培対応肥料にはその様な症状は見受けられなかった。この

ため収穫量は慣行栽培で 10a当たり 2200kg、特別栽培対応肥料を使用した栽培では 10a当たり 2600kgと約 15%の収

量差があった。ライマン価については慣行栽培に比べ特別栽培対応肥料栽培では約 1ポイント程度低い傾向であっ

た。この結果から、特別栽培対応肥料は十分に使用可能である事が分かった。しかし、高度化成に比べ特別栽培対応

肥料は 10a当たりの肥料費が 1.5倍となることから、特別栽培である事が販売価格に反映されないと高度化成からの

切り替えは難しいと思われた。 

これまでのバレイショ栽培において、微量要素および緩効性燐肥の投入を目的に、BMヨーリンを 10a当たり 40kg

を石灰と同時に施していた。だが、BMヨーリンでは低温期の肥効が悪く、その投入が収穫量に繋がっていないと思わ

れた。そこで、BMヨーリンの使用を取りやめ、代わりに燐酸肥効が良いとされるマグホスに切り替えた。これによ

り、初期生育が促進され「ネオデリシャス」において 10a当たりの収穫量が 2015年の約 1300kgから 1800kgへの増

収効果が見られた。単年栽培の結果であるが 2016年以降の栽培ではマグホスの施用を慣行栽培とする事とした。 

  

2017年度は「はりまる」の需要増加に対応するため栽培面積を 7.7aに増やし、「ネオデリシャス」は 2.2aに減ら

した。また、「サッシー」を 2.2a栽培した。その他、拠点実習対応品種として「インカのめざめ」と「メークイ

ン」を種イモ 10kg分、「シャドークイーン」3kg分栽培した。 

種イモ植え付け後降雨がなかったため、「はりまる」の萌芽が例年より 5日程度遅かった。梅雨入りまで降雨が少

ない状態であったが、概ね順調な生育であった。梅雨入り後、「サッシー」を除くすべての品種で疫病の発生が見受

けられたので、薬剤散布により対応した。その結果、被害は局所的であった。「はりまる」は 10株当たりの収穫量

で「メークイン」にやや劣るため、中耕培土作業時に硝酸態カルシウム肥料による追肥をおこなった。その結果、10

株当たりの規格内収量が約 3000kgと過去 2年間と比較して約 2割の増収効果が得られた。しかし、2017年度は高温

小雨傾向で、「ネオデリシャス」が増収するなどバレイショの生育に良い気候であった事から、複数年調査して増収

効果の検証をおこなう必要がある。「サッシー」は労力不足により収穫が遅れ、梅雨時期の多雨も影響して土中でほ

とんどが腐敗していたため、収穫を断念した。 

 

2018年度は「はりまる」を 8a、「ネオデリシャス」を 3a栽培した。3月上旬に降雨が続いたため、「はりまる」

「ネオデリシャス」共、植え付けが前年に比べて約 2週間遅くなった。その後の生育は順調であったが、6月上旬に
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疫病の発生が見られたので、「はりまる」について薬剤散布を実施した。「ネオデリシャス」は収穫直前であったた

め、薬剤散布は実施しなかった。この結果、両品種とも、収穫量は多かったものの収穫後のコンテナ内での腐敗が多

発し、廃棄が多くなった。特に「はりまる」は、硝酸態カルシウム肥料追肥による増収効果により総収量約 3000kg

であったが、腐敗による廃棄が多く、種イモを含む秀品重量は約 1900kgとなり、秀品率が著しく低かった。拠点実

習材料として「インカのめざめ」「メークイン」「サッシー」を種イモ 10kg分、「シャドークイーン」「ノーザン

ルビー」を種イモ 3kg分栽培した。収穫は実習利用されなかったが、調製は学生実習により実施し、六甲台での直売

により販売された。また、秋期の宿泊を伴う学生実習において試食会の食材として利用された。 

 

2019年度は「はりまる」需要拡大に対応するため栽培面積を前年より 1.5a増やした 9.5a、「ネオデリシャス」を

3.3a栽培した。萌芽期から萌芽揃い後の 4月 2日から 16日までに複数回の霜害を受けた。その後の生育は霜害によ

り遅れ気味であった。疫病予防のための薬剤散布が効果的であった事から、病害もなく順調に生育した。「はりま

る」ついては霜害の影響により全体に小玉化したため、出荷量は予定量を下回った。「ネオデリシャス」については

不織布のベタ掛けにより霜害は無かったが、そうか病が多発生したために秀品率が下がった。しかし、総収量が多か

ったため売り払い量は予定量を確保出来た。また、「はりまる」の栽培面積を増やすにあたり、調製作業の労力軽減

のため、土落とし機を導入した。なお、拠点実習材料として前年同様「インカのめざめ」「メークイン」「サッシ

ー」を種イモ 10kg分、「シャドークイーン」「ノーザンルビー」を種イモ 5kg分栽培した。収穫の一部を青空教室

にて実施予定であったが、残念ながら降雨のため中止となり、技術員により収穫をおこなった。 

 

2012年に品種登録出願した「はりまる」は 2017年 2月 24日に品種登録が完了した（登録番号 25695号）。この

「はりまる」の普及活動は 2014年より特任助教の山口助教主導の下、加西市などの協力を得て播磨地域の農家での

栽培を開始した。「はりまる」の育成やその後の普及活動などは、別記掲載しているので参照されたい。 

 

（3）サツマイモ(第 7表参照) 

第 7表 サツマイモ生産実績（2015〜2019年度） 

 品種名 面積（a） 総収量（kg） 10a当たり収量（kg）  

2015年度  紅高系      8 905 1,131  

2016年度  紅高系      8 1,338 1,672  

2017年度  紅高系      8 1,099 1,374  

2018年度  紅高系      8 1,847 2,309  

2019年度  紅高系 

ハロウィンスイート 

8 1,821 

32 

2,276  

 

2015年度は「紅高系」を 8a栽培した。育苗は順調であった。採苗と植え付けのほとんどは、農場実習Ⅱ（応用植

物学および食料環境経済学 3年）と農場実習（応用生命科学および生産環境工学 3年）でおこなった。植え付け後中
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耕培土までの期間に雑草が繁茂したので、三角ホーで畝の肩を削るように除草をおこなった。しかし、その後も雑草

が繁茂したので、適宜除草作業を実施し、8月の農場実習Ⅱでも除草をおこなった。8月下旬から「ナカジロシタ

バ」による葉の食害が見受けられたので、殺虫剤による散布で対応した。収穫は約 2aが学生実習により実施され、

残りは畝売りにより販売された。その他、拠点実習に対応するため 1号畑に約 3a「紅高系」を栽培した。そのほとん

どは拠点実習により収穫され、収穫物は試食品として持ち帰ってもらった。 

 

2016年度は「紅高系」を 8a栽培した。育苗時、苗の伸長がやや悪かったので改良水平植えに必要な長さに生長し

た苗数が少なかった。そこで、短めの苗を斜め植えにより植え付けることで栽培面積を確保した。農場実習Ⅱでの植

え付け実習は雨天での作業となり、泥に足を取られるなど非常に労力を要した。畝売り畝数は 11畝、実習による収

穫は約 2.5a実施した。また、拠点実習対応として 1号畑に「紅高系」を約 3a栽培し、実習にて収穫したイモは持ち

帰ってもらった。 

 

2017年は「紅高系」を 8a栽培した。育苗は順調で、植え付け実習も好天に恵まれたが、活着期にイノシシよって

苗の掘り起こし害が発生した。補植を実施したが、7月下旬に再び掘り起こし害が発生したので、急遽電気柵による

防除を実施した。掘り起こし害が圃場全体に点在していたため、畝売りの販売価格を一律 1割引き下げることで対応

した。例年夏期に発生する「ナカジロシタバ」が 6月に発生したため、薬剤散布により対応した。畝売り数は 10

畝、学生実習による収穫は約 3aであった。前年までと同様に、拠点実習用に「紅高系」を約 3a栽培し、実習にて収

穫した。 

 

2018年度は「紅高系」を 8a栽培した。育苗は順調で、定植は作付面積のすべてを、拠点実習を含め学生実習で終

わらせることが出来た。8月中旬に「イモコガ」や「ナカジロシタバ」による食害が発生したため薬剤散布により対

処し、一時は落ち着いたが、9月下旬になり再発生したため、再度薬剤散布を実施した。これにより、収穫時期には

被害が軽減された。前年問題となったイノシシによる被害は、今年度は見受けられなかった。畝売りは 10.5畝、学

生実習による収穫は約 2a、残りは技術職員が収穫した。また、拠点実習用に「紅高系」を 3a栽培し、そのほとんど

は拠点実習により収穫された。 

 

2019年は「紅高系」を 3号畑に 8a、1号畑に 3a（拠点実習、自主栽培用）栽培した。「紅高系」は自家採取した

苗のほかに、種イモ更新用に新たに苗を購入し植え付けをおこなった。また、拠点実習用に「ハロウィンスイート」

および「コガネセンガン」の栽培にも取り組んだ。3号畑サツマイモ栽培圃場では、植え付け前に緑肥セスバニア栽

培およびサブソイラーによる土壌改良をおこなった。育苗は温床の土壌が古い影響か一部で生育不良が生じたが、生

育の良い部分で十分な採苗をおこない苗の不足はなかった。植え付け実習も天気に恵まれ順調に進んだ。防除は前年

と同様に「ナカジロシタバ」に対応した薬剤散布をおこなった。土壌改良の効果で地上部の生育は旺盛であったが、

イモはやや肥大が悪く、“つるボケ”した状態が見受けられた。3号畑「紅高系」は畝売り 8畝、学生実習 4畝、残

り 4畝を技術職員で収穫した。「紅高系」の販売量は約 1tであった。「紅高系」購入苗から収穫したイモの一部は
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種芋として貯蔵した。また、「ハロウィンスイート」および「コガネセンガン」は拠点実習で収穫し直売等で販売し

た。 

 

（4）ダイズ 

2015年度における栽培面積および収量は第 8表のとおりである。 

本年度は,「サチユタカ」15a,丹波黒大豆 3aを作付した。播種前にヒルガオ防除のため除草剤を全面散布した。

「丹波黒大豆」は 6月上旬にトライやるウイークで就業体験に来た中学生によりに手播きし、「サチユタカ」は機械

で播種をおこなった。播種後適度な降雨があり順調な生育であった。生育期間中に「マメハンミョウ」が発生したの

で薬剤散布により対応した。7月に学生実習で除草をおこなった。「サチユタカ」「丹波黒大豆」共に概ね平年作で

あった。 

第 8表 2015年度ダイズ作実績  

品種名 面積 総収量 10a当たり 同左  

  (a) (kg) 総収量(kg) 指数  

サチユタカ 15 277 184  130 a)  

丹波黒大豆 5 50.5 101  75 a)  

a）過去 5年間(2010年度～2014年度)の平均を 100とした値  

 

2016年度における栽培面積および収量は第 9表のとおりである。 

本年度は、「サチユタカ」15a,「丹波黒大豆」5aを作付した。前年度と同様に播種前に除草剤を散布した。例年 6

月上旬の「トライやるウイーク」で播種する「丹波黒大豆」であるが、播種実施日が降雨であったので、6月中旬に

技術員が播種をおこなった。「サチユタカ」は機械で播種をおこなった。初期生育は順調だったが「マメハンミョ

ウ」による葉の食害が前年度よりひどく発生したので、薬剤散布により対応した。開花時期に降雨がなく、昨年度よ

り「サチユタカ」「丹波黒大豆」とも著しく低収量であった。 

第 9表 2016年度ダイズ作実績  

品種名 面積 総収量 10a当たり 同左  

  (a) (kg) 総収量(kg) 指数  

サチユタカ 15 47 31  24 a)  

丹波黒大豆 5 12.6 25  18 a)  

a）過去 5年間(2011年度～2015年度)の平均を 100とした値  

 

2017年度における栽培面積および収量は第 10表のとおりである。 

本年度は,「サチユタカ」15a,「丹波黒大豆」5aを作付した。前年度と同様に播種前に除草剤を散布した。「丹波

黒大豆」は 6月上旬にトライやるウイークで就業体験に来た中学生によりに手播きし、「サチユタカ」は機械で播種

をおこなった。前年まで発生していた「マメハンミョウ」の発生は少なかったので、着莢期の薬剤散布で対応した。

播種前の除草剤の効果あって初期生育は順調だったが、開花前に雑草が繁茂したので、畝間に除草剤を散布すること
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で対応した。「丹波黒大豆」については生育期に摘心を実施し、分枝を促した。開花時期に適度な降雨があったの

で、昨年度より「サチユタカ」「丹波黒大豆」ともに増収となった。 

第 10表 2017年度ダイズ作実績  

品種名 面積 総収量 10a当たり 同左  

  (a) (kg) 総収量(kg) 指数  

サチユタカ 15 229 153  147 a)  

丹波黒大豆 5 33 66  61 a)  

a）過去 5年間(2012年度～2016年度)の平均を 100とした値  

 

2018年度における栽培面積および収量は第 11表のとおりである。 

本年度は,「サチユタカ」15a,「丹波黒大豆」5aを作付した。前年度と同様に播種前に除草剤を散布した。「丹波

黒大豆」は 6月上旬にトライやるウイークで就業体験に来た中学生によりに手播きし、「サチユタカ」は機械で播種

をおこなった。前年同様、開花前に雑草が繁茂したので、畝間に除草剤を散布することで対応した。これまで「ヒル

ガオ」の繁茂が激しかったが「帰化アサガオ」の繁茂が見られる様になり、刈り取り作業の障害となっているので、

対策が必要である。「丹波黒大豆」については生育期に摘心をおこない、分枝を促した。開花時期に適度な降雨があ

ったので、昨年度より「サチユタカ」「丹波黒大豆」ともに増収となった。 

第 11表 2018年度ダイズ作実績  

品種名 面積 総収量 10a当たり 同左  

  (a) (kg) 総収量(kg) 指数  

サチユタカ 15 122 81  69 a)  

丹波黒大豆 5 25.5 51  57 a)  

a）過去 5年間(2013年度～2017年度)の平均を 100とした値  

 

2019年度における祭場お面積および収量は第 12表のとおりである。 

本年度は,「サチユタカ」15a,「丹波黒大豆」5aを作付した。「丹波黒大豆」は 6月上旬にトライやるウイークで

就業体験に来た中学生によりに手播きし、「サチユタカ」は機械で播種をおこなった。播種前に除草剤を散布し、開

花前にアサガオが目立ったためバスタを畝間に散布した。また収穫前にダイズを覆うほど「帰化アサガオ」が繁茂し

たため手作業で取り除いた。殺虫剤散布に本年度から導入した薬剤散布ドローンを使用したことで労力・作業時間を

削減できた。収量は両品種ともに昨年と比べ増収し、特に「サチユタカ」が前年比 225%の収量が得られた。 

第 12表 2019年度ダイズ作実績  

品種名 面積 総収量 10a当たり 同左  

  (a) (kg) 総収量(kg) 指数  

サチユタカ 15 274 183  154 a)  

丹波黒大豆 5 57.5 115  155 a)  

a）過去 5年間(2014年度～2018年度)の平均を 100とした値  
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（5）キャベツ（第 13表参照） 

第 13表 キャベツ生産実績（2015〜2019年度） 

 品種名 面積（a） 総収量（kg） 10a当たり収量（kg）  

2015年度  新藍・冬藍 12.5 4,735 3,788  

2016年度  新藍・冬藍 12.5 7,090 5,672  

2017年度  新藍・冬藍 10.7 3,380 3,158  

2018年度  新藍・冬藍 10.7 4,970 4,644  

2019年度  新藍・冬藍 10.7 3,710 3,467  

 

2015年は「新藍」を 7.5a、「冬藍」を 2.5aの計 10aを栽培した。また、拠点実習対応として 1号畑に約 2.5a圃

場を準備し、「新藍」と「冬藍」を面積の半分ずつ栽培した。セルトレーによる育苗は、苗立枯れ病の発生もなく順

調であった。定植は環境生物学の農場実習により実施した。定植直後、雑草防除のためトリフルラリン粒剤を散布し

ていたが、近年外来雑草であるヒロハフウリンホウズキには効果が見られず、除草作業に労力を要していた。そこ

で、栽培面積の半分につてブタミホス粒剤を試行したところ、一定の抑制効果が見られので、翌年以降の慣行薬剤と

した。肥培管理と農薬散布について、生産物の付加価値向上を目的に栽培管理を特別栽培農産物生産基準（以下特別

栽培と表記）に則った生産を試みた。元肥は含有窒素の 50%が有機由来の化成肥料（N-P-K12-6-10）を 10aあたり

160kg使用した。追肥は NK化成 C3号（18-0-16）を使用し、10aあたり 40kgを定植 2週間後と結球初期の計 2回施

した。農薬は節減対象農薬成分使用回数を兵庫県地域慣行レベル 25回の 1/2以下となる 9成分に留めた。その結

果、定植後の活着期と低温となる結球中後期の肥効が悪いように見受けられ、予定収穫量の約 7割程度の収穫量とな

った。特別栽培に対応した肥培管理で普通栽培並みの収穫量を得るには、土壌改良などを並行して実施する必要があ

ると考えられた。収穫期は圃場全体で軟腐病の発生とナメクジによる食害が多発し、秀品率が低かった。 

 

2016年度は「新藍」を 7.5a、「冬藍」を 2.5aの計 10aを栽培した。育苗期間中、好天日が続き日射が非常に強か

ったため、ピシウム苗立枯れ病予防のための遮光寒冷紗の撤去を遅らせたところ、苗質がやや徒長気味であったが、

学生実習による定植後の生育は順調であった。肥培管理については、前年特別栽培基準に則った栽培では十分な収穫

量を得られなかったため、特別栽培対応肥料を使用した栽培はごく一部にかぎって実施する事とし、収穫量確保の観

点から化成肥料を使用した栽培を実施した。その結果、収穫量は予定量を確保することが出来た。農薬散布回数につ

いては兵庫県慣行回数の半分以下である 10成分の使用に留めた。拠点実習対応として前年度同様 2.5aの圃場に「新

藍」と「冬藍」を半分ずつ栽培し、順調な生育と収穫を迎えた。 

 

2017年度は「新藍」を 5.5a、「冬藍」を 2.7aの計 8.2a栽培した。育苗は順調であった。定植実習後晴天日が続

いたのでスミレインを利用して灌水をおこなったが，灌水量が不足したためか、活着不良と思われる生育の停滞が見

受けられた。また、10月中旬以降の秋雨前線停滞による長雨と、度重なる台風による大雨により圃場が冠水状態とな

り、湿害と肥料の流亡による生育不良が起こった。この結果、新藍冬藍とも、小玉化した。また、拠点実習により 1
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号畑に 2.5a圃場に「新藍」と「冬藍」を等量栽培したが、この内、新藍において、11月下旬より寒波の影響により

平年に比べて低温で推移したためか、12月中旬の収穫時には結球内部葉に低温障害とみられる症状が発生した。この

ため、1号畑の新藍については収穫を断念せざるをえなかった。この様な厳しい栽培条件であったため、収穫量は予

定量を確保出来なかったが、市場価格が比較的高く推移したので、売り払い金額は予定額を上回った。 

 

2018年度も引き続き、「新藍」を 5.5a、「冬藍」を 2.7aの計 8.2a栽培した。育苗期におけるピシウム苗立ち枯

れ病の発生は育苗場の遮光と薬剤散布により発生を見なくなった。ただし、遮光による日射不足で苗の徒長を注意す

る必要がある。具体的には播種後出芽を始めたら子葉展開までに黒色寒冷紗は撤去する。さらに、天候を見ながら定

植 7日前を目処に白色寒冷紗も撤去し、強い日射に当てて順化を実施する。なお、寒冷紗での遮光時（黒色白色かか

わらず）は灌水をやや控えめに実施する必要がある。学生実習による定植後、活着期にコオロギの食害と思われる欠

株が発生したため、補植を実施したが、補植株の生育は遅れ気味で推移した。9月上旬には台風通過に伴い大雨が続

いたことで圃場が冠水したため、元肥の流亡を考慮して 1回目の追肥は予定量より約 3割増量して施した。生育は概

ね順調であったが、11月中旬にベト病が多発したので、急遽薬剤散布により対応した。この結果、収穫物への影響は

ほとんどなかった。ここ数年、3号畑において結球期までの生育は圃場全体で揃うが、その後の生育が停滞し、収穫

期には小玉化とアントシアニンによる葉の着色が見られる。こういった場所では排水不良によって根の生育が阻害さ

れ、十分な根域を確保出来ていないと思われる事から、次年度栽培からサブソイラーを実施し、排水の改善を図る事

とした。 

 

2019年度も引き続き、3号畑において「新藍」5.5a、「冬藍」2.7aの計 8.2aを栽培した。1号畑では、拠点実習

用に「新藍」、「冬藍」および「銀次郎」の計 2.5aを栽培した。「銀次郎」は 1月末の実習に対応した晩生品種で

試験的に 50株栽培した。3号畑は、キャベツ栽培前にサブソイラーによる排水改善を施した。育苗管理は前年と同様

におこない、苗の生育は良好であった。8月中下旬に雨が続き土壌が乾かない状態で耕耘および畝立てに入らざるを

得ず、圃場の状態は良くなかった。このため学生実習による定植および追肥の際には、足場が悪く労力を要した。定

植後はコオロギによる食害を受け、多く苗を補植する必要が生じた。補植した株は生育の遅れが目立ち、小玉になる

傾向が見られた。3号畑においては、降雨による元肥流亡を考慮し 1回目の追肥を増肥した。生育後期には、肥料欠

乏による葉のアントシアニン着色が見られたため液肥による追肥をおこなった。1月収穫分は肥大が良く 2L、3Lサイ

ズの割合が多かったが、外葉の凍結による廃棄も多く出た。総収量は 3.7tで予定収量には達しなかった。 
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（6）タマネギ（第 14表参照） 

第 14表 タマネギ生産実績（2015〜2019年度） 

 品種名 面積（a） 総収量（kg） 10a当たり収量（kg）  

2015年度  ターザン 

早生こがね 

     5 

0.5 

3001 

200 

6002 

 

 

2016年度  ターザン     5.5    2,060.5 3,746  

2017年度  ターザン 5.5 1,502 2,731  

2018年度  ターザン 4.5 1,828 4,062  

2019年度  ターザン 4.5 3,486 7,746  

 

2015年度は「ターザン」を 5aと、拠点実習材料として「早生こがね」0.5a栽培した。「ターザン」の育苗は順調

であった。畝立て時期に連続する台風接近や通過による降雨日が続いたので、土壌水分の多いときに畝を立てねばな

らず、畝上の土が荒くなった。そこで、定植 1週間前に小型管理機で畝上を耕耘して細土する事で対応した。定植作

業はセンター所属学生の応援も有り、効率よく終了した。3月以降高温多雨傾向が続いたことで、ベト病の発生が見

受けられ、罹病株の引き抜きと薬剤散布により対応した。この結果、収穫量に影響はなく、予定収穫量を上回ること

ができた。販売のほとんどは学内販売であったが、学内で販売しきれなかった約 200kgについては市場出荷を実施し

た。なお、「早生こがね」の育苗は育苗トレーでおこなった。播種と定植時期は「ターザン」より約 1週間早く実施

し、収穫は拠点実習で利用されなかったので技術員が実施した。調製は加西市内の中学生による就業体験「トライや

るウィーク」にて実施し、販売された。 

 

2016年度は「ターザン」を 5a栽培した。作付け計画では「早生こがね」を作付けする予定であったが、前年度に

拠点実習で利用されなかった事から、作付けを取りやめた。採苗時、苗床培養土の表土が堅く締まってしまう事で年

次によっては根切れが多く発生していたので、床土にバーク堆肥を 400L施用した。その結果、根切れが少なくなっ

たことで、定植後の活着改善が見られた。また、菜苗の労力も軽減された事から、翌年より慣行施用する事とした。

収穫物の付加価値向上を図るため、肥培管理は特別栽培農産物としての基準を満たす管理を実施した。農薬散布につ

いてはセンター慣行施用で兵庫県慣行レベルの 1/2以下であったので、試行するにあたって大きな問題とならなかっ

た。育苗と定植後春先までは順調な生育であったが、4月以降雨天日が多くベト病の進展を抑える事が出来なかっ

た。さらに、収穫時期も降雨が続いたことで、学生実習による一斉収穫ができず、2週にわたって収穫することとな

った。この様な状況の結果、生育終盤の降雨によって玉の肥大は良かったが、収穫時にはベト病により地上部はほぼ

枯れ上がっていた。風乾後調製時に 7月に入って気温が高くなり、黒カビ病の発生が見受けられ、約 1tを廃棄せざ

るをえず、売り払い量は予定量を下回った。 

 

2017年度は「ターザン」を 4a栽培した。学生実習による収納作業が実習時間内に終了できなくなった事、調製実

習において六甲台での直売のための袋詰めに労力を要す事、バレイショ「はりまる」の栽培面積を拡大することによ
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る収穫調製労力の増加などの理由により、栽培面積を前年度より 1a減らす事とした。育苗時、苗の生育が悪く植え

つけ時期に必要な大きさまで生長していなかったため、苗の肥大を待ったが、やや小苗で 11月末に定植した。定植

後、灌水が不足したためか、苗の老化が原因か定かではないが、圃場内の一部で活着不良による生育不良が見受けら

れた。ベト病の発生は越年罹病株の引き抜きと薬剤散布により大きな問題とはならなかった。学生実習による引き抜

き予定日の翌日には降雨予報であったため、地干しは実施せずに収納した。販売量は小苗定植であったことや、黒カ

ビ病の発生も有り、予定量を下回った。 

 

2018年度は「ターザン」を 4.5a栽培した。昨年同様、育苗時に苗の生育が悪く、小苗定植となった。このため、

販売量を確保する事を目的に前年より 0.5a栽培面積を増やすことで対応した。定植後の生育は小苗植え付けの影響

も有り小振りに生育したが、ベト病の発生は限定的であったので、概ね順調であった。収穫実習を予定していた時期

に降雨が続いたため、1週間遅れで実施せずに収穫した。収穫量は小苗定植の影響により少なく、また、風乾後に黒

カビ病の発生が見られたため、販売量は予定量を下回った。育苗時に小苗となる事については、翌年以降、苗床への

施肥量を増やすこと，黒カビ病対策として薬剤散布を収穫前に実施する事を計画した。 

 

2019年度は「ターザン」を 4.5a栽培した。過去 2年間育苗時の肥効が悪く小苗となっていたことから、苗床の元

肥と追肥量を窒素換算で約 2.5割増やし育苗したところ、定植期に概ね必要な大きさまで生育した。定植後の灌水を

十分におこない，苗の活着促進に努めた。その後の生育は順調でベト病の越年罹病株の引き抜きと薬剤散布によりベ

ト病は収穫量に問題のない程度に抑える事が出来た。前年実施を計画していた黒カビ病を対策とした薬剤散布は降雨

や他の作業の都合で実施出来なかった。収穫は引き抜き実習を実施したが、収納実習時に弱い降雨があったため、一

時的に感想作業場に収納し、翌週ガラス温室で風乾を実施した。引き抜き実習時に玉の地上部にうっすら黒カビ病状

の症状が見受けられた。これが黒カビ病であるかは定かではないが、気温の上昇した 7月中旬以降の調製時には前年

度よりは発生率は低いものの、黒カビ病の発生がみられた。黒カビ病の発生がやや低かったのは地干しが実施出来た

ことで、収納時に降雨に当たったものの、その後の乾燥が上手く進んだためと考えられた。地干しを実施出来るかは

その年の天候に左右されることから、引き抜き 2週間前を目処に対策薬剤を散布すべきである。収穫量は、育苗が概

ね上手くいったこともあり、予定量を上回る事が出来た。しかし、十分な収穫量を得られたことで、バレイショ「は

りまる」栽培面積を増やしたこともあり、調製作業の労力不足が顕著であった事から、市場出荷分の多くは、サイズ

選別を実施せずにコンテナのまま市場仲卸に出荷した。 

 

（7）野菜自主栽培 

応用植物学コースの学生を対象にした自主栽培実習を 2015〜2019年についても実施した。2016年度からクォータ

ー制度が導入されたことで、それまで 2年生を対象として実施していたが、対象学年が 1年生となった。クォーター

制度導入の端境期に当たる 2016年度については、1年生と 2年生を同時に受け入れることとなり、例年の 2倍の人数

の学生に実習指導することは非常に大変であった。 

学生には約 10㎡の畑を割り当て、ナス（千両二号）5本を必修とし、秀品収穫本数を競わせた。それ以外は野菜で

あれば自由に栽培することで、自主栽培実習は植物栽培に慣れ親しみ、収穫の喜びを学ぶ機会とした。近年害獣であ
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る「アライグマ」によるトウモロコシやスイカの食害が多発し、丹精込めて育てたものが無残に食い荒らされること

は、獣害について身をもって知る良い機会でもあったが、学生の落胆は非常に大きかった。そこで、2017年度以降は

自主栽培畑の周囲に電気柵による対策を実施した。電気柵の設置も実習の一環とする事で、獣害対策の大切さを知る

機会とした。受講学生が 2年生から 1年生に変わった事で、大学生活が何も分からない状況で実習を受ける学生は、

学生同士の距離を縮めながら、素直に植物を育てることに関心を持つ姿が印象的であった。また、年次によっては連

続して接近通過する台風に実習が延期になることで、植物の手入れが出来ずトマトなどは整枝がままならない状況が

あったりしたが、それも自然と受け止めていく様は非常に興味深かった。 

 

（8）緑肥 

長く輪作体系の中に組み込んでいた土壌改良を目的としたソルゴーであるが、栽培後に排水改善や土壌の団粒化な

ど改良効果が見られないことから、2018年度より窒素供給および圃場排水改善を目的にセスバニア「田助」の栽培を

開始した。「田助」は無肥料でも草丈 2m以上生長し、長く伸びる直根が硬盤の破壊が期待されることで排水性の改

善を、さらに根粒菌による窒素固定により化成肥料の減肥によるコスト削減や、特別栽培や有機栽培時の窒素供給源

として期待している。「田助」を主に 3号畑の作付けであるキャベツ、サツマイモ、バレイショの輪作に組み込み、

栽培作物の生育変化を見ていきたい。 

  

（9）その他（第 15〜19表参照） 

拠点実習対応として、本校実習対応作物に品種を増やす事や、他の作物を栽培することで実習を実施している。例

えば自主栽培で栽培するナス科作物を見本園として数品種栽培すること、前述したキャベツについては、育苗に使用

するセルトレーのサイズを変化させることで、同一品種でも定植や追肥のタイミングをずらして対応している。ま

た、教育的観点からさまざまな野菜の生育を見るため、ダイコンやハクサイをごく小面ではあるが栽培している。こ

れら拠点実習に対応するために栽培した野菜の収穫物は、学生達の試食会への提供のほか、六甲台での直売で販売が

実施された。 

長く有効利用されていなかった 4号畑の 47aについて、2017〜2019年度について景観形成作物としてコスモス「セ

ンセーション」を栽培した。2017年度は生育が良く綺麗に花が咲きそろったが、2018，2019年度は雑草の繁茂に負

けて上手く育たなかった。播種期の見直し、もしくは他の植物に変更する必要がある。 

第 15表 2015年度作物系畑作生産実績 

作物名 品種名 面積（a） 総収量

（kg） 

10a当たり収量（kg）  

ハクサイ 黄ごころ 85  55(玉)   
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第 16表 2016年度作物系畑作生産実績 

作物名 品種名 面積（a） 総収量

（kg） 

10a当たり収量（kg）  

ハクサイ 黄ごころ 85  270(玉)   

ダイコン 耐病総太り  27   

 

第 17表 2017年度作物系畑作生産実績 

作物名 品種名 面積（a） 総収量

（kg） 

10a当たり収量（kg）  

ハクサイ 黄ごころ 85  100(玉)   

ダイコン 耐病総太り  50(本)   

 

第 18表 2018年度作物系畑作生産実績 

作物名 品種名 面積（a） 総収量

（kg） 

10a当たり収量（kg）  

ハクサイ 黄ごころ 85  102(玉)   

ダイコン 三太郎  130(本)   

 

第 19表 2019年度作物系畑作生産実績 

作物名 品種名 面積（a） 総収量

（kg） 

10a当たり収量（kg）  

ハクサイ 黄ごころ 85  79(玉)   

ダイコン 三太郎  100(本)   
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果樹系 

2015～2019年の生産実績は以下に示すとおりである。 

(1) ナシ（第 20表参照） 

第 20表 2015年度から 2019年度におけるナシの生産実績 

年度 作物名 品種名 

栽培面

積              

(a)* 

総収量            

(kg) 

10a当たり収

量              

(kg) 

 

2015 ナシ  幸水 29.7 1494 504   
  豊水 6.9 383 558  
  新高 7.4 212 286  
  王秋 8.8 691 785  
  野生ナシ 2.2 324 1,469  

2016 ナシ  幸水 29.7 1,243 419  
  豊水 2.5 30 122  
  新高 7.4 0 0  
  王秋 8.8 577 656  
  野生ナシ 2.2 257 1,166  

2017 ナシ  幸水 27.2 1,741 640  
  豊水 2.5 128 522  
  新高 7.4 156 211  
  王秋 8.6 1,027 1,194  
  野生ナシ 2.2 760 3,447  

2018 ナシ  幸水 27.2 1,737 639   
  新高 7.4 202 273  
  王秋 8.6 1,027 1,194  
  野生ナシ 2.2 618 2,803  

2019 ナシ  幸水 26.4 1,851 699  
  新高 7.4 673 909  
  王秋 8.6 2,544 2,958  
  野生ナシ 2.2 759 3,442  

       

 

 2015年度 

3月の気温が平年に比べ高く推移したことにより「幸水」の開花が4月7日と早かった。黒星病が5月上旬に多発し

幼果にも感染が確認されたため、農薬散布により対応した。また5月下旬にはゾウムシの発生が確認されたため、農

薬散布により対応した。8月上旬は降雨が少なかったため灌水をおこなった。生育が早かったためか果実の登熟も早

く、樹上で完熟し落果が多く確認された。そのために学生実習に合わせて収穫した「幸水」は過熟果が多く廃棄が

増えた。「幸水」の若木の成長に合わせ「幸水」と「豊水」の老木を大きく縮伐したことにより収量は前年に比べ

大きく減少した。「豊水」については8年間続けていた加西市学校給食へ提供を、収穫量を確保できないためにやめ

た。収穫物は学内、六甲台キャンパス地域直売（センター、六甲台キャンパス）で販売した。 

「幸水」と実験用台木としての数本を除く「豊水」は収穫後に老木を伐採した。また若木の「幸水」は生育の悪

いもの、枯死したものを伐採し、新たに7本を定植した。毎年徒長枝により大きく穴をあけられていた防鳥網だが、

本年度末には防鳥網専用の棚を新設し防鳥網を更新した。 
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 2号畑では「新高」は4月2日「王秋」は4月7日に開花した。「王秋」は旺盛な成長を見せているのに対し「新高」

は樹勢が弱かった。「新高」は10月21日「王秋」は11月12，13日に収穫した。樹幹面積の拡大により収穫量は増加

した。「新高」は販売後に、味が薄いと意見が集まった。本年は「王秋」の着果部位とコルクスポットの関係の調

査をおこなった。着果部位によるコルクスポットの発生に明確な関係は見られなかったが、調査した樹の中で、樹

勢が最も強いものにコルクスポットが多く入っていた。調製時には前年同様、外観の窪みからコルクスポットを判

別し、大きなものは廃棄とした。またコルクスポット発生を軽減させるために、本年も深耕と剪定枝堆肥を用いた

土壌改良をおこなった。 

例年同様イワテヤマナシ「i0861」「i1302」の果実を全量樽正本店に販売した。野生ナシ系統保存園(I)維持管理の

省力化のため、重複保存していたイワテナヤマナシ 13本を他所へ移植した。 

  

 2016年度 

発芽・開花期は全ての品種で平年よりやや早かった。 

「幸水」では開花日が4月10日、満開日が4月16日であった。試験的に6月下旬に新梢誘引を一部でおこなった。こ

れまでは労力の都合上おこなっていなかったが、長果枝を多く利用する「幸水」には特に重要な管理作業であるた

め、今後は効率的な方法を探りながら、積極的におこなっていきたい。生育期間中に黒星病の発生がみられたが、

前年より軽度で深刻な被害は無く、果実の裂果被害も無かった。近年開花期が早まり収穫期も早まることが多くな

っている。本年も樹上で完熟に至り、落果するものがみられたが、収穫始期を例年より早めることで対応し、前年

ほどの被害は無かった。老木を伐採した影響で前年より収量は下げたが、予定収量より少し多い結果となった。園

の西側に位置する樹に著しく生育が悪いものが多くあり、収穫後に9本伐採した。その原因を探ったところ、その辺

りは地面が低く水が溜まりやすいことが分かったため、客土と剪定枝チップ堆肥を混入させることで土壌改良を試

みた。伐採跡地に、新たなナシ品種の候補や実習教育材料として、近年登録された品種を含む合計10品種(「あきあ

かり」「ほしあかり」「なるみ」「おさゴールド」「あきづき」「南水」「豊華」「甘太」「大天梨」「にっこ

り」)を選定し、12月に植え付けをおこなった。今後数年に渡って、生育特性や果実品質を調べる予定である。また

「幸水」の将来的な無袋栽培を視野に入れ、3月に防蛾灯(光バイオ社製「GN型」)を3灯設置した。 

「豊水」は老木を全て伐採したため、今年度より作付けは無くなった。しかし実習・研究用として僅かに残して

おいた樹から、100果程度収穫できたため、状態の良いもののみ、六甲台での直売で販売をおこなった。 

「新高」では開花日が4月4日、満開日が4月11日であった。樹勢が弱くなっていることから、新梢の伸びが悪く、

主枝先端が短果枝で止まるものもみられた。前年同様8月下旬頃から園全体で葉の黄変が見られ、その後激しい落葉

が見られた。また収穫前に当たる9月が台風や秋雨前線の影響で記録的な寡日照となり、生育には不利であった。近

年センターの「新高」の果実は味無果が多く発生し、問題となっていた。本年は10月17日に収穫したところ、大半

の果実の糖度が11度未満で、味無果であるという評価だったため、協議の上、全量廃棄処分とした。このことに危

機感を抱き、2月に「新高」の一大産地である高知県で研修をおこなった。「新高」の他品種とは異なる特異性を学

び、それに合わせた栽培の重要性を職員一同で共有した。今後は栽培方法を改め、収穫期まで健全な葉を維持でき

るように管理し、良質な果実の生産をおこなえるようにしたい。 

「王秋」では開花日が4月7日、満開日が4月14日であった。樹勢は強く、新梢の伸びは良好であった。コルク状果
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肉障害は例年同様に発生がみられた。細かく切断してコルクスポットの数を調べた結果、ほとんど全ての果実にみ

られ、なかには5mm以上の大きなものが入った果実もあったため、例年同様に説明書きを同封して販売した。今後も

引き続きコルク状果肉障害を軽減させるための対策が必要である。収量は前年と同程度であり、予定収量程度であ

った。 

例年同様にイワテヤマナシ「i0861」「i1302」の果実を全量樽正本店に販売した。ジャムとシロップに加工さ

れ、樽正本店にて販売された。収量は前年より減り、予定収量よりもやや少なかった。 

これまでブドウのみでおこなっていた土壌診断をナシでもおこなった。その結果、ナシ園・2号畑ナシ園いずれと

もpHが高いことが判明したことから、従来使用していた苦土石灰の量を大幅に減らすこととした。また、ナシ園・2

号畑ナシ園いずれとも黒星病の秋型病斑が多く見られたため、落葉を園外から持ち出し、処分した。 

「センター発のナシ新品種育成プロジェクト」が始まった。4月8日「小坂ナシ」(i1003) X K1701-63 (「ナツナ

シ」X「幸水」のF1世代)と、「幸水」X K1701-63の二通りの組み合わせで交配をおこなった。9月に交配果実をサン

プリングし10月に採種した。種子消毒をおこない。5℃にて低温長期保存した。 

 

 2017年度 

今年度より全ての品種で、摘蕾の作業を開始し、新梢の伸長を促進させるため主枝部の花芽と、枝先の蕾を摘み取

り、低品質果実の原因となる子花の摘み取りも同時に実施し、摘果についても本年より予備摘果、本摘果と 2回に分

けて作業をおこなった。また、6月の下旬より次年度の花芽分化を促進させるため夏季誘引も開始した。 

前年度設置した防蛾灯を用い無袋の試験区を設定し調査をおこなった。結果については、影響が心配された夜蛾に

よる被害、黒星病、輪紋病の発生はみられなかったが、シンクイムシについてはやや発生がみられたため今後の課題

を残した。効果が見られたことで 3月には、ナシ園に追加で 1灯、新たに 2号畑ナシ園に 2灯の防蛾灯を設置し、次

年度以降使用することとした。 

10月 22日に来襲した台風 21号の影響により梨園の防鳥網が破損し、2号畑ナシ園でも栽培棚補修工事が必要な程

大きな被害があった。また、「王秋」には 100果程度の落果被害があった。 

2月には以前から問題になっている 2号畑ナシ園の土壌停滞水を改善するため、暗渠管埋設工事をおこなった。 

生育については、すべての品種で例年より 4～7日程度開花が遅かった。黒星病の発生は「幸水」「新高」「王秋」の

一部でみられたが薬剤の適正防除により大きな問題にはならなかった。 

「幸水」は、収量も増えてきており、特に果実の肥大が平均 400g を超え良好であった。しかし依然として芯腐れ

果の発生は見られる。胴枯れ病も多発しており 21本の改植をおこなった。 

「豊水」では、以前から問題になっていた水浸状果実障害についてはほとんど見られなかった。前年同様作付計画

には含んでいなかったが、ある程度の収量を確保できたため販売をおこなった。 

「新高」については、高知の産地を見学し得た技術も導入しながら適切な管理作業をおこなう事により、以前より

問題になっている早期落葉、低糖度果実は、徐々に改善がみられている。果実を非破壊糖度計で全量計測し糖度を測

定した。その結果前年より糖度が平均で 1.5度程度上昇していた。計測の結果から問題の無いレベルのものについて

は並品として販売された。 

「王秋」は、樹冠も広がってきた事もあり増収となっている。本年より本摘果を 7月に変更したが果実肥大に影響
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は無かった。品種の特性として起こる果実内のコルクスポットについてもほとんど見られなかった。また、近隣小学

生とその保護者を対象とした「青空教室」及び収穫祭での収穫体験にも提供をおこなった。 

野生ナシは本年もイワテヤマナシ「i0861」「i1302」を加工用(ジャム・シロップ)として樽正本店に全量販売した。

収量は予定を上回っている。 

「センター発のナシ新品種育成プロジェクト」のため昨年春に二通りの組み合わせで交配した低温保存種子を人

工気象室にて発芽させ、実生をポット植えした。6月に鉢上げして温室にて苗木を養生した。 

 

2018年度 

全体的に開花は平年より早かった。前年同様に発芽期の摘蕾作業をおこなった。主枝の先端、側枝の先端部分の摘

蕾と子花とりに限れば、全品種、全面積実施することが出来た。今後樹冠面積が大きくなった場合においても全てを

実施できるか不明だが、今後も継続していきたい。 

「幸水」の開花は平年より早く4月5日であった。満開も平年より早く4月12日であった。初期生育は概ね順調で薬

剤散布も適期にできたこともあり、病害虫の発生はほとんど問題にならなかった。また、年間を通して、「幸水」の

重要病害である黒星病の発生を見ることも無かった。本年も無袋栽培と有袋栽培の違いを調査する予定であったが、

新梢管理を優先したため袋掛け作業をおこなうことが出来ず、全果実で無袋栽培をおこなうことになった。無袋栽培

において懸念されるシンクイムシ類および輪紋病の被害など問題の発生は見られなかった。次年以降「幸水」では無

袋栽培を標準としていきたい。収穫直前～収穫期にかけて2つの台風が接近したが、落果は想定より少なく100果程度

であった。無袋栽培をおこなっていたことにより、風による負荷が少なく被害が軽減できた面が考えられる。 

7月中旬以降裂果の果実が散見された。これは7月3～8日の記録的豪雨による影響とみられる。8月以降は見られな

くなったため、安堵した。開花が平年より早かったことから収穫始めも早く、8月10日から収穫作業をおこなった。

全ての果実が無袋であることから、収穫・調製作業がスムーズにおこなえるようになった。また昨年同様、適期に収

穫作業をおこなうことができたため、過熟果の発生は少なく廃棄量は少なかった。果実の肥大は良好で平均400ｇを

超えた。しかし、収量は予定よりやや少ない結果となった。2月～3月にかけて老朽化した梨園棚の改修工事をおこな

った。 

「新高」の開花は平年より早く4月2日であった。満開は4月6日であった。5月下旬に一部で黒星病の発生が見られ

たが、その後発生は見られず、問題にはならなかった。ここ数年樹勢低下による落葉が多く見られ、低糖度果実が問

題になっている。前年に果実調査をおこなった結果、側枝上の着果間隔を50㎝程度にし、着果数を大幅に減らした場

合に糖度が維持できることが分かってきたため、本年は側枝上の着果間隔を全て50㎝とした。生育は概ね順調で、こ

こ数年程度がひどかった落葉被害は改善がみられ、樹勢が回復傾向にあることがみられた。前年同様7月に一部でマ

ンガン欠乏とみられる新葉の黄化が見られた。園内のpHが7前後と高いことが原因とみられることから、アルカリ資

材の投入を控えることで対応している。本年は夏期の高温傾向もあり、糖度の上昇が早かった。本年は全ての果実が

安定して糖度12度を超えていたこともあり、上の販売規格を復活させた。9月中旬頃には成熟期に入るものがあり、

樹上で裂果する果実が多く見られた。9月下旬から収穫作業を始めた。度重なる台風による風の被害や裂果による廃

棄量は例年より多く、果実全体の2割以上であったと思われる。収量は予定どおりであった。 

「王秋」の開花は平年より早く4月4日であった。満開は4月8日であった。初期肥大が良好で7月上旬の仕上げ摘果
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の時点での肥大が例年より良かったため、例年より着果間隔の狭い15㎝間隔で摘果をおこなった。例年同様6月上旬

に葉やけの症状を確認したが、本年の発生はやや多く見られた。梅雨入り前から高温の日が多かったことが原因とし

て考えられる。樹勢が強く、新梢の発生数が他品種に比べて多いことから、ハダニ類の発生が他品種より多かった。

初期防除に失敗したことから7月には多発の状況となり、多く落葉する箇所が見られた。定期防除に加え、枝抜き後

にダニ剤を追加散布することで対応した。落葉程度のひどい箇所の果実は、全て摘果処置を実施し、低糖度果実が発

生しないように対応した。また、7月28～29日に接近した台風12号の影響で150果程度の落果が見られた。考えられる

理由として、2号畑のナシ園は周辺に障壁がなく、風の影響が大きい。周囲に防風林を植栽してあるが、生育が著し

く悪く機能を果たしていないため今後改善を図る必要がある。熟期は例年通り、10月下旬頃だったが、販売の都合に

より、収穫作業は11月上旬に1回のみでおこなった。コルクスポットの発生は、発生を助長する要因が重なったこと

もあり、ここ数年のなかでは多い傾向であった。例年通り、販売物とともにコルクスポットに関する説明書きを同封

した。収量はやや少なかった。 

野生ナシは当年度もイワテヤマナシ「i0861」「i1302」を加工用(ジャム・シロップ)として樽正本店に全量販売した。

収量は予定を上回った。 

 

2019年度 

全体的に開花は平年より遅かった。当年度も前年同様に発芽期の摘蕾作業を全品種でおこなった。生育は概ね順調

であったが、「幸水」、「王秋」でハダニの発生が多く、赤星病は 2号畑で多く発生した。また、例年販売への影響が大

きい「王秋」のコルクスポットやその他品種においても果実品質に影響のない傷などについて加工用としての販売の

可否について検討し、「王秋」で試験的に場内販売をおこなった。また、前年の梨園棚の改修に伴い灌水設備の改修も

おこなわれた。スプリンクラーの設置により広範囲に均一的な灌水が可能になった。 

「幸水」は 4月 15日に開花し、21日に満開となった。今年度から自主栽培実習に 7個体を利用することになった。

生育は順調に進んだ。前年と同様に、適期の収穫作業をおこなえたため、400g以上の肥大の良いものが多く、廃棄量

は少なかった。収穫後、胴枯れ病による枯死した 4 個体を伐採し、その跡地に前年度植えた 2 個体を移植し、さらに

2個体の苗木を植え付けた。また、2016年度に栽培品種の候補や実習教育材料として導入した 10品種に加えて、新た

に「甘ひびき」「秋麗」「凛夏」の 3品種を選定し、植え付けた。 

「新高」は 4月 7日に開花し、15日に満開となった。赤星病が発生したが、適切な防除により問題になることはな

かった。2017年度まで課題となっていた樹勢低下による落葉はほとんど見られなかった。収穫期は 9月下旬となり、

樹上での裂果が多く発生した。みつ症も散見されたが、全体としては 700g以上の大玉果が多く、前年度より収量は大

幅に増加した。 

「王秋」は 4月 10日に開花、19日に満開となった。当年度も側枝上の着果間隔を 15cm程度とした。10月下旬より

収穫作業を開始した。約半数の果実が、目標とする 500g～700gの中玉果だったが、コルクスポットの発生が前年まで

よりかなり多い傾向にあった。販売量は予定を上回ったが、例年通りコルクスポットに関する説明書きを同封しての

販売となった。外観からコルクスポットが多いと判断できる果実は前年度まで廃棄されていたが、比較的少ないと判

断できるものを「わけあり品」として試験的に販売したが、それでも残りの廃棄量がかなり多く、今後の課題となっ

た。 
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野生ナシは当年度もイワテヤマナシ「i0861」「i1302」を加工用(ジャム・シロップ)として樽正本店に全量販売した。

収量は予定を上回った。 

「センター発のナシ新品種育成プロジェクト」の苗木が、旧カンキツ園に5月の農場実習で学生の手により植え付

けられた。 

拠点実習に関連して選果機の導入が本格的に決まり導入に必要な準備が進められた。選果場として乾燥作業場北側

に新たに新設され、選果機についても、三井金属「Qscope-SELECTOR」の導入が決定された。2020年度より本格的に

稼働予定である。12月～2月にかけて記録的な暖冬であった。そのため、越冬病害虫の多発が心配される。2020年度

の防除では、留意しながらおこないたい 

 

(2)ブドウ（第 21表） 

第 21表 2015年度から 2019年度におけるブドウの生産実績 

年度 作物名 品種名 

栽培面

積              

(a)* 

総収量            

(kg) 

10a当たり収

量              

(kg) 

 

2015 ブドウ ピオーネ 9.6 1,253 1,305  

  藤稔 9.1 1,480 1,626  
  安芸クイーン 4.2 325 774  

  マスカット・オブ・ 

アレキサンドリア 
2.3 77 334  

2016 ブドウ ピオーネ 7.2 520 722  

  藤稔 9.1 886 974  
  安芸クイーン 4.2 211 502  

  マスカット・オブ・ 

アレキサンドリア 
2.3 71 309  

2017 ブドウ ピオーネ 6.0 469 782  

  藤稔 9.1 1,142 1,255  
  安芸クイーン 4.2 249 593  

2018 ブドウ ピオーネ 4.8 321 669  
  藤稔 7.9 909 1,151  
  安芸クイーン 4.2 284 677  
  シャインマスカット 8.4 86 102  

2019 ブドウ ピオーネ 1.2 124 1,035  
  藤稔 7.9 1,049 1,328  
  安芸クイーン 4.2 215 513  
  シャインマスカット 8.4 128 152  

  その他試作品種 4.1 55 134  
       

 

 2015年度 

例年より生育は早く推移した。特に8月上旬に降雨が少なかったので、灌水をおこなった。近年ナシの管理作業と

の競合解消のため、新梢の成長に合わせ3，4回おこなっていた摘芯作業を、満開2週間後と果粒軟化直前の2回とし

た。「安芸クイーン」においてはホルモン処理も見直した。ジベレリン処理が着色を阻害する報告があったことか
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ら、無核化処理のジベレリン浸漬濃度を低くし、かつ肥大化処理を従来ジベレリン浸漬だったものをフルメット液剤

のみの浸漬とした。その結果、果粒の肥大は維持できたが、房の重量が大きいものは着色不良が見られた。また2012

年から導入したコンプレッサーのエアーでの花冠取りは、果粒が飛ぶこと、粒同士が当たり果皮に傷が残ることが確

認されたので、粒に優しい花冠取り器の使用をはじめた。「マスカットオブアレキサンドリア」は他の品種に比べ果

穂整形が難しく同じサイズに揃えられず、房の大きさにばらつきがみられた。本年はビニールハウス周辺に電気柵を

設置したため、アライグマの被害はなかった。収穫物は学内、六甲台キャンパスでの直売で販売し「藤稔」「ピオー

ネ」については市場出荷もおこなった。 

 

 2016年度 

例年より発芽がやや早く、その後の生育も例年よりやや早く推移した。本年は梅雨明け以降の日照りが厳しく、少

雨であったことが大きな特徴であった。収穫前に当たる最も気温の高い時期にまとまった降雨が20日以上なかったこ

とは厳しい条件であった。さらに果粒の裂果を恐れて灌水を控えたことも、影響を大きくしてしまった。結果とし

て、果粒の肥大が抑えられ、全体的に小房傾向になったことと、軸が褐変し房全体がしおれたようなものもあり、廃

棄が多く発生することとなった。高温乾燥時の灌水方法について、今後に大きな課題を残した。病害については、晩

腐病が多く発生し、うどんこ病もやや多い傾向であった。 

「ピオーネ」では発芽不良の樹が多くみられた。老木化による樹勢の低下が原因と考えられる。老木化や夏期の乾

燥の影響もあり、小房化し、収量は予定を下回った。収穫作業を終えた9月下旬に№1、2、8を伐採した。№1および2

は1992年に植えられたもので、近年自主栽培実習において、学生による栽培管理がおこなわれていたが、生産量が著

しく低くなってきたため、伐採に至った。№8は1999年に植えられたものであるが、近年生育不良で収穫果実の食味

に異常がみられることが分かってきたために伐採に至った。比較的若木に当たる№13、14を除いた、その他の樹でも

老木化の傾向は著しく感じた。結果母枝が枯死したものが多く、次年以降、結果枝の欠落がさらに多くなりそうであ

る。 

「藤稔」では他品種に比べて、乾燥による影響が最も大きかった。例年に比べて果粒の肥大が劣り、一房重が小さ

くなった。また廃棄が多く発生したこともあり、収量は予定を大きく下回った。 

「安芸クイーン」では花穂整形・摘粒作業において房を小房化したこと、ホルモン処理を開花期の一回処理にした

こと、夏期の乾燥で小房化したことなどが好影響し、着色は例年より改善した。果粒のサビも大幅に改善し果実の見

栄えが良くなった。試験的に透明袋(商品名：BIKOO)を使用し、従来の白色袋と比較検討したところ、着色の面で有

効性を確認したが、袋に開いた小さな穴からボルドー液が入り込み、調製時に果粒の汚れを拭き取る必要があり、手

間がかかった。今後最適な使用方法を検討したい。収量は予定収量より少なかった。 

「マスカットオブアレキサンドリア」では房の大型化を目指して花穂整形を15車で統一した。一方で花振るいが多

くみられたことから、着粒数の少ない小型の房も多くあり、ホルモン処理や新梢管理等の栽培管理に課題を残した。

電気柵の効果でアライグマによる被害が無かったこともあり、予定していた程度の収量を得た。ここ数年力を入れ、

収量・品質ともに良くなってきてはいたが、ナシの若木の樹冠面積が順調に広がってきており、今後ブドウの管理作

業との競合が明白になっていることから、最も栽培の手間がかかる「マスカットオブアレキサンドリア」を本年で伐

採することとした。ハウス内の平棚は解体し、今後ハウスはナシ新品種の育成場として利用することとした。 
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 2017年度 

本年はブドウ防鳥網棚新設工事を 6月から 7月にかけておこなった。 

栽培についてはナシと同じく例年より 1 週間程度生育が遅かった。近年問題となっていた晩腐病は、収穫が遅れて

いた一部の「ピオーネ」のみ発生が確認されたがその他の品種ではほとんどみられなかった。一方、うどんこ病の発

生がやや多くみられた。 

「藤稔」については、№6の果実品質が悪く多くが並品、廃棄になったため収穫後 2月に伐採をおこなった。前年問

題になった灌水不足による果実の品質低下は、定期的な灌水を実施したため改善が見られた。 

「安芸クイーン」は、果実の着色不良が大きな問題となっているが、対策として整形、摘粒時に車数、粒数を制限

し、小房にする事で着色を促進させた。その結果ある程度改善されたが依然として着色不良果実も見られるためさら

なる技術の習得が必要である。 

「ピオーネ」については、Ｈ字型仕立ての№13、№14以外は老木化が進み果実品質、収量の低下が著しい。特に枯

れ枝が多く老木化が進んでいる№9については、収穫後 2月に伐採をおこなった。また、自主栽培実習に供出している

№6、№7は、担当する枝により学生間での格差が大きくなっている。 

「シャインマスカット」について、№1の樹冠が広がってきたため、販売に向け、試験栽培と検討をおこなった。そ

の中で果実の中に未熟果が少量混ざる現象が起きたが原因は、今の所不明である。今後十分な観察及び情報を収集し

必要に応じて対策をおこなう必要があるが、栽培可能ということで次年度からは販売をおこなう。 

 

2018年度 

「藤稔」は、生育不良であった№6を伐採した。生育は順調で管理作業も適期におこなうことが出来たが、収量は

予定より少なかった。果実のしおれが多く、廃棄割合が高かった。梅雨明け以降の高温少雨が影響したことは明らか

であるが、今後も同様な傾向が見込まれることから、潅水装置の整備が急務であることは勿論、土壌改良・樹勢強化

による耐乾性の獲得、棚上の葉面積の確保など対策が必要である。また経済寿命を長くすることを目的として、増肥

による樹勢強化を図ったが、効果は判然としなかった。今後数年にかけて、さらなる増肥と主枝長の縮小について検

討したい。 

「安芸クイーン」は、400～450g程度の房を目標に12車とした。環状剥皮をおこなったことと、ボルドー液散布後

に一定期間無袋にしたこと等が功を奏し、例年より着色は良好であった。一部で着色の劣る果実はみられることか

ら、まだ改善の余地はあると思われる。ピオーネと比較すると環状剥皮部のカルスの発生は悪いことから、樹勢への

影響が今後あるかもしれないため、今後の観察が必要である。収量は予定量程度であった。 

「ピオーネ」についても、「安芸クイーン」同様環状剥皮をおこなったが、着色の改善は感じられなかった。剥皮

幅は5mm幅でおこなったが、次年は10～15mm程度で再度確認したい。カルスの発生は良く、樹勢への影響はほとんど

ないと思われるが、今後注視する必要がある。老木化の影響が著しく、収量は減少し続けているおり、予定収量より

少なかった。また、本年収穫終了後、老木化が著しい№6、№7、№12の伐採をおこなった。 

「シャインマスカット」については、本年より本格販売をおこなうことから、栽培管理を例年よりこまめにおこな

うこととした。新梢の管理を適期におこなうことで、果粒の肥大が促進され、房のボリュームが出るようになった。
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房全体の果皮色も前年より大きく改善され、9月中旬頃まで安定した緑色を残すことが出来た。また、果房の日焼け

防止のためクラフト傘を使用し、生理障害や病害虫による被害も無く、9割以上の割合が上規格となった。収量は予

定量程度であった。次年以降さらに着果量も増え、成木に近い収量を得ることが出来ると期待している。育成中の若

木については、主枝長を短く仕立てる事で早期成木化、均一化が期待できるため従来の主枝長7ｍ8本仕立てから主枝

長3.5ｍ8本仕立てに変更している。それに伴い新たに「シャインマスカット」の新木6本を植栽した。 

 

2019年度 

「藤稔」については、昨年同様、梅雨明け後の水不足による果実のしおれが出たものの全体的に増収となっている。

病害虫については、一部べと病の発生はみられたが薬剤散布が功を奏し大きな被害にならなかった。 

7月下旬に「安芸クイーン」においてアライグマによる食害による被害が発生した、被害果は、20房程度あったが、

電柵線の追加設置、箱罠による捕獲の対策によりそれ以上の被害はおさまった。毎年、問題となっている着色不良果

の対策について、環状剥皮、透明果実袋への掛け替えをおこなった。その結果、着色に関して多少改善も見られたが、

しわ果実と共に多くの着色不良果による廃棄が発生した。 

「ピオーネ」については、老木化した№12.№6.№7を 2018年収穫後伐採したため、№10.№11を自主栽培用に変更

した。生産用としては、主枝 4本仕立ての№13.№14のみになった。着色促進効果を目的とした環状剥皮処理の方法を

前年より少し見直し 10㎜幅で環状剥皮をおこなった。樹勢に影響は見られなかったが、着色促進効果については、大

きく改善されたように見られなかった。伐採の影響で栽培面積が減り総収量も減少したが 10ａあたりの収量は増加に

なっている。2019 年度収穫終了後、シャインマスカットへの品種移行に伴い№13.№14 の伐採を実施し生産品種とし

てのピオーネの栽培を終了した。 

「シャインマスカット」においては、木の成木化に伴い順調に収量を伸ばしている。心配された未熟果粒の混入も

みられなかった。育成中の新木で黒とう病が多発したため育成木管理に課題を残す結果となった。 

実習見本品種で植栽してある「翠峰」「ネオマート」「瀬戸ジャイアンツ」についても一部販売がおこなわれた。 

現在、黒系ブドウの主力品種は、「藤稔」だが、数年後の改植を見据え候補品種の選定をおこなった。候補品種に求

める特性として、黒系大粒、着色良好、早生品種に絞り選定をおこなった。結果「グロースクローネ」「BKシードレス」

「あづましずく」「ブラックビート」「紫玉」を新たに植栽し栽培試験をおこなう事とした。 

 

(3)カキ（第 22表） 

 2015年度 

霜害のおそれがあったため4月8日に霜ガードの散布をおこなった。夏期には少雨のためレインガンによる灌水をお

こなった。豊作だった昨年に比べ大きく減収となった。 

学内、加西市学校給食、六甲台キャンパスでの直売、ホームカミングデーで販売をおこなった。 

 

 2016年度 

4月12日に弱い霜が降りたが、霜ガードの散布効果もあり、被害は無かった。 

「平核無」では本年も胴枯れ病と思われる不発芽が一部で見られた。5月の実習において、「平核無」の下部の枝
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のみ摘蕾作業をおこない、結果枝一本あたり二蕾に整えた。摘蕾作業は初めての試みであるが、安定生産のためには

不可欠な作業であることから、今後数年に渡って効果について観察をおこない最適な管理方法を検討したい。夏期の

高温乾燥時には、例年同様レインガンによる灌水をおこなうことで対応した。8～9月頃にカキノヘタムシガによる落

果被害を受けた。防除を怠ったことが原因と考えられ、課題を残した。夏期の乾燥による影響のためか、果実の肥大

が悪く、M(160～190g)～L(190～220g)サイズの割合が例年より多かった。一方で外観品質は良好で、上品率は高かっ

た。本年も地元の小学生による収穫体験をおこない、加西市の学校給食用に出荷した。収量は予定程度であった。近

年全体的に樹勢が乱れ、着果が不安定になっていたが、なかでも連年で結果が著しく悪い樹があることが分かってき

た。そのため樹勢を落ち着かせることを目的として、樹勢・着果が安定している一部の樹を除いて、元肥を無しとす

るなど大幅な減肥をおこなった。今後数年に渡って観察を続けていく予定である。 

「大核無」では時間の都合上、摘蕾作業をおこなうことが出来なかった。着蕾・着果は全体的に少なかった。8～9

月の後期落果が「平核無」と比較して明らかに多く確認された。「大核無」の品種の特徴ではあるが、例年被害が大

きく苦心している。収量は予定程度であった。 

 

 2017年度 

毎年心配される晩霜については被害の発生は無かった。昨年始めた摘蕾を本年から学生実習の内容に組み入れ本格

的に実施し、梅雨明けの生理落下防止、及び摘果作業の効率化をおこなった。また、樹冠内部の日射を確保し新梢の

伸長を促すため徒長枝の夏季剪定を実施した。灌水方法も見直し、スミレインを用いて灌水の不均衡解消をはかった。 

生育は落葉病の発生も多少みられたが、全体的に順調であった。 

「平核無」「大核無」ともに裏年のためやや収量は下がった。また、10月の収穫期に多雨のため、汚損果が多く並等

級の割合が例年より多かった。 

例年通り地元小学校と本年は付属小学校の収穫体験をおこなった。収穫された「平核無」の一部は、加西市の学校

給食に出荷された。 

ブドウ防鳥網棚新設に伴い園との境にある防風林を伐採したため隣接する「大核無」1列 6本について、薬剤散布に

よるドリフトの影響を考慮し収穫後 2月に伐採をおこなった。  

また、実習用見本品種として 10品種(「西村早生」「恋姫」「夢西条」「甘秋」「早秋」「太秋」「刀根早生」「大核無」「太

天」「麗玉」)を新たに植栽した。 

 

2018年度 

3月が高温傾向に推移したことから平年より発芽が早く、3月中に展葉が始まった。4月上旬に肌寒い日はあった

が、晩霜および低温による被害は特になかった。表年にあたること、また弱剪定を心掛けたことにより着蕾数は多か

った。いずれの品種とも収穫作業を10月上旬～下旬におこなった。収穫物は例年同様に学内、加西市学校給食、直売

での販売に加え、加古川市場への出荷もおこなった。 

本年の初回収穫時に脱渋装置のガス入れ中、ＣＯ２センサーの異常が見られ数値の確認が出来ない状態になった。

この時はガス注入時間を延ばすことで対処したが、すぐに直せるものではないので、以降の脱渋は簡易センサーを借

りて対応した。脱渋装置は1985年導入であり、劣化が著しいため今後装置の更新及び植栽などについて考えていく必
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要がある。 

「平核無」については、5月の実習において摘蕾作業をおこなったが、生育が平年より早かったこともあり作業適

期から遅れた時期となった。時間の都合上、作付面積の半分程度のみしか摘蕾作業がおこなえなかったが、結果とし

て摘蕾作業の有無による生理落下の発生程度の差が明瞭に出た。このことにより、「平核無」の安定生産のためには

摘蕾作業は不可欠で、摘蕾作業が確実に実施できる作付面積まで適正化する必要性を認識した。梅雨明け後は、前年

に引き続き「スミレイン」を使用して潅水をおこなった。「スミレイン」の本数が不足していた分は、作物系から古

いものを譲ってもらうことで対応した。問題となる病害虫の発生は生育期間を通してほとんど無かった。収量は予定

より大幅に多かった。収穫時に若干の降雨もあったが、汚損果は比較的少なく、果実品質は良かった。本年も地元小

学生による収穫体験をおこない、加西市の学校給食用に出荷した。収穫終了後、更新改植のため1列8本の伐採を実施

した。 

「大核無」は、例年同様、8～9月期の後期落果が多かったが、表年であったこともあり、収量は予定よりやや多か

った。しかし、樹勢が弱く生産効率も悪いため、見本木1本を残し伐採をおこなった。本年で生産品種としての栽培

は、終了した。 

 

2019年度 

4月 1～4日未明にかけ－1度を超す低温に遭った。事前に「霜ガード」の散布を実施したが、新芽の多くが被害を

受けた。摘蕾、摘果において、展開葉 5枚以上の結果枝に摘蕾、摘果作業で通常 1果実制限する所、2果残し着果数

確保に努めたが 2018年度に比べ 10ａあたりの収量は減少した。昨年脱渋装置において問題があったＣＯ２センサー

については簡易センサーを購入することで対応した。また、販売については、昨年同様学内販売、小学校給食と加古

川市場に出荷をおこなったが市場価格の低迷もあり販売価格が低くなってしまった。毎年恒例になっているが、地元

小学校（3年生）、付属小学校（1年生）の収穫体験にも利用されている。 本年の反省を踏まえ凍害対策として燃焼

法を導入することになった。また、木の老木化に伴う更新として新たに「刀根早生」を 8本の植栽をおこなった。 

 

第 22表 2015年度から 2019年度におけるカキの生産実績 

年度 作物名 品種名 

栽培面

積              

(a)* 

総収量            

(kg) 

10a当たり収

量              

(kg) 

 

2015 カキ  平核無 27.9 1,063 381  

    大核無 17.2 75 44  

2016 カキ  平核無 27.9 1,570 563  

    大核無 17.2 205 119  

2017 カキ  平核無 27.9 1,169 419  

    大核無 17.2 150 87  

2018 カキ  平核無 27.9 3,188 1,143  

    大核無 14.2 259 182  

2019 カキ  平核無 22.5 2,133 948  
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(4)ブルーベリー 

 2015年度 

雑草対策として、樹の周辺に防草シートは敷設した。生育は順調だったが、今年度はマイマイガやイラガ等の害虫

が発生し葉の食害を受けた。一部は捕殺して対応した。収穫量は前年度に比べ増加した。サマースクールで収穫、試

食をおこなった。また果実を冷凍保存し、ブルーベリージャムを作成し収穫祭でふるまった。 

除草作業を省くため、収穫後にブルーベリー園全体に防草シートを敷設した。 

 

 2016年度 

ブルーベリー園全体を防草シートで覆ったことから、雑草の発生は株元周辺のみとなり、除草作業は幾分軽減され

た。前年同様に枯死する個体が一部みられたものの、概ね生育は順調であった。前年度の3月に挿し木をおこなった

株は、10月に鉢上げを実施した。品種により発根が悪いものがあるが、概ね順調な生育を示した。さらに一年育苗

し、枯死株跡に補植する予定である。 

 

 2017年度 

拠点実習に対応するため栽培しているが収穫期に拠点実習が無くブドウ、ナシ管理作業の繁忙期と重なるため収穫

が出来ずに終わった。また、盛夏期の灌水不足のため枯れ上がる株が「ボニータ」「クライマックス」などで数本あっ

た。当地での栽培が困難に思われる「ブライトウェル」の作付を減らし当地での栽培実績のある「クライマックス」の

作付を増やした。 

春先に新芽が枯れる灰色カビ病の発生がみられた。害虫では、イラガ、カイガラムシ、コガネムシ幼虫の発生がみ

られ、薬剤散布で対応したが、登録薬剤の少なさと手散布による散布むらもあり効果的な防除を灌水と合わせ検討せ

ざるをえない問題となっている。 

 

2018年度 

ここ数年生育期間中に枯死する株が多発しており、欠株が目立つようになってきた。原因は複数考えられる。夏期

の潅水不足やコガネムシ類による地下部の食害、排水不良による影響などである。その都度補植するようにしている

が、なかなか打開策が見つからず、苦労している。また併設していたカンキツ園は生育不良による枯死が相次ぎ、や

むなく休園を決定した。今後栽培管理をおこなう時間的・労力的余裕が出来た場合に再開することとしているが、現

在のところ見通しは立っていない。 

 

2019年度 

本年より、灌水不足を改善するため、タイマーを設置し自動灌水をおこなう事になった。しかし、圃場の水はけが

悪く根腐れのため枯死してしまうものが見られた。ブルーベリー園自体の根本的な見直しが必要な状況になってい

る。そして、本年より、地植え栽培から鉢栽培に切り替えていく準備を進めている。苗木についても、購入後すぐ圃

場に植え付けず一回り大きな鉢で栽培しある程度樹勢を強くしてから植え付ける方法に切り替えた。新たに「ボニー

タ」5本「クライマックス」5本「モンゴメリー」6本「ブライトウェル」3本を購入した。 
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畜産系 

2015～2019年度は、枝肉の市場価格が大幅に上昇し 2018年度にピークに達したが 2019年度末には急激に下落した。

その急落の原因は東京五輪特需の消滅や、新型コロナウイルスの影響によるインバウンド消費の激減により、食肉卸

の在庫が滞留したことによる。素牛の市場価格も高騰したが、市場から素牛の導入が必要でない当センターには影響

はなかった。飼料価格も上昇したが枝肉の市場価格の上昇に比してその影響は小さく、収入は 2018年度までは増加傾

向にあった。しかし一方で、牛舎や機械など設備の老朽化が進んでおり、計画的な更新・修繕予定を立てる必要があ

るが、規模が大きいものもあるために実際はなかなか難しい。この 5 年間では、除糞などに使うスキッドステアロー

ダーの更新、肥育牛舎の仕切り扉の交換、育成牛舎および分娩牛舎の防風カーテンの張替えなどが実施できた。しか

し、牛舎内および周辺の細かい補修は出来る範囲で職員の手により実施されているのが現状である。長年使用してき

たタワーサイロについても、サイロ詰めに必要な機械や給餌用のベルトコンベヤの更新をせず 2017年度を最後に使用

を取りやめ、今後は梱包乾草とロールサイレージを主に作ることとなった。2018 年 11 月より敷料に使用している大

鋸屑が取引先の施設改修に伴い専用のトラックでの搬入式へと変更した。以前の物よりも細かく粉砕されているため

粉の割合の多い大鋸屑となり人畜への影響が懸念される。繁殖成績が好調な上に肥育牛舎が満床のため育成牛を受け

入れることができず、2019 年 9月に 7年ぶりとなる子牛出荷をおこなった。 

 

（1）ウシ 

2015 年 4 月から 2020 年 3 月末までの飼育頭数の推移状況、黒毛和種繁殖雌牛の一覧および枝肉販売成績は、それ

ぞれ第 23表から第 25表に示すとおりである。 

 

第 23表 2015年 4月から 2020年 3月末までの黒毛和種飼育頭数の推移（頭数） 

  雌    雄（去

勢） 

  

 子畜 育成畜 成畜  子畜 育成畜 成畜 合計 

2015年         

4月 1日現在 8 3   54 (36)  7 9 25 106 

出生（＋） 16 0 0  13 0 0  

購入（＋） 0 0 0  0 0 0  

振替（＋） 0 15 11 (6)  0 13 16  

振替（－） 15 11 0  13 16 0  

斃死（－） 3 0 0  1 0 0  

売り払い（－） 0 0 11 (3)  0 0 16  

2016年         

4月 1日現在 6 7   54 (39)  6 6 25 104 

出生（＋） 15 0 0  17 0 0  

購入（＋） 0 0 0  0 0 0  

振替（＋） 0 13 13 (1)  0 18 12  

振替（－） 13 13 0  18 12 0  

斃死（－） 1 0 0  0 1 0  

売り払い（－） 0 0 10 (4)  0 0 14  

2017年         

4月 1日現在 7 7  57 (36)  4 12 23 110 

出生（＋） 12 0 0  18 0 0  
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購入（＋） 0 0 0  0 0 0  

振替（＋） 0 13 13 (5)  0 13 15  

振替（－） 13 13 0  13 15 0  

斃死（－） 0 1 2 (2)  0 1 0  

売り払い（－） 0 0 13 (1)  0 0 15  

2018年         

4月 1日現在 6 6   55 (38)  9 9 23 108 

出生（＋） 16 0 0  14 0 0  

購入（＋） 0 0 0  0 0 0  

振替（＋） 0 14 12 (2)  0 17 18  

振替（－） 14 12 0  17 18 0  

斃死（－） 0 0 1 (0)  0 0 0  

売り払い（－） 0 0 10 (3)  0 0 16  

2019年         

4月 1日現在 8 8  55 (37)  6 8 25 110 

出生（＋） 13 0 0  19 0 0  

購入（＋） 0 0 0  0 0 0  

振替（＋） 0 15 16 (6)  0 16 14  

振替（－） 15 16 0  16 14 0  

斃死（－） 1 0 1 (1)  0 0 0  

売り払い（－） 0 1 14(5)  0 1 14  

2020年 3月 31日現在 5 7   55 (37)  9 10 24 110 

※（ ）内の数値は繁殖に供する頭数（内数）を示す 

※子畜は 6カ月齢未満、育成畜は 6カ月齢以上 12ヶ月齢未満、成畜は 12ヶ月齢以上とする。 
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第 24表 2015年 4月から 2020年 3月までにおける黒毛和種繁殖雌牛の一覧 (1/2) 

管理番号 名号 生年月日 産地 
血統  

産次** 備考 
父牛 母方祖父牛 

20091 じゅんこ   1998.07.03 神戸大学  谷脇土井 美則土井 11  2016.01.14 廃牛出荷 

20095 まちこ    1999.10.19 神戸大学  菊伸土井 谷本土井 12  2016.11.24 廃牛出荷 

20096 ちさと    2000.09.26 神戸大学  第 2照久土井 美則土井 11  2016.05.12 廃牛出荷 

20101 ゆうこ     2002.03.25 神戸大学  菊伸土井 谷本土井 9  2016.11.24 廃牛出荷 

20102 ももえ     2002.08.01 神戸大学  鶴伸土井 谷本土井 12  2018.04.19 廃牛出荷 

20103 まさこ    2002.08.01 神戸大学  菊俊土井 第 2照幸土井 10  2017.10.19 廃牛出荷 

20104 せいこ    2002.09.14 神戸大学  菊高土井 菊伸土井 11  2016.05.12 廃牛出荷 

20105 しずか     2002.11.25 神戸大学  菊原波 美則土井 8  2016.01.14 廃牛出荷 

20108 はずき    2003.08.25 神戸大学  菊原波 第 2照幸土井 8  2016.01.14 廃牛出荷 

20110 としか     2004.06.12 神戸大学  鶴南土井 谷本土井 9  2018.01.25 斃死 

20112 しおやま   2004.01.24 北農技セ*  菊塩土井 鶴山土井 12  2019.05.21 廃牛出荷 

20113 ひろつる   2004.01.28 北農技セ*  照広土井 照菊波 12  2019.11.26 廃牛出荷 

20115 しおきく   2004.02.03 北農技セ*  菊塩土井 越照波 12  2020.05.19 廃牛出荷 

20116 ひろしげ   2004.02.03 北農技セ*  照広土井 茂金波 11  2019.10.22 廃牛出荷 

20117 しおいし   2004.02.26 北農技セ*  菊塩土井 谷石土井 11  2020.05.19 廃牛出荷 

20118 きたみしげ 2004.03.13 北農技セ*  北美波 茂金波 12  2019.11.14 斃死 

20120 ひかり    2004.04.03 北農技セ*  越照波 谷石土井 13   

20122 みなみ    2004.04.10 北農技セ*  北美波 照波土井 13   

20124 しろなお   2004.05.01 北農技セ*  照城波 照明土井 10  2017.09.01 斃死 

20125 みつよしまる 2004.05.20 北農技セ*  照丸土井 北宮波 12  2020.03.10 廃牛出荷 

20126 てるみやよし 2004.05.20 北農技セ*  福芳土井 菊安土井 9  2019.01.10 廃牛出荷 

20127 きよきく   2004.06.08 北農技セ*  光菊波 照長土井 9   

20128 もりしろ   2004.06.21 北農技セ*  照城波 北宮波 13   

20129 ゆうがお   2004.06.21 北農技セ*  照道土井 第 1満金波 12   

20130 さちこ    2004.06.24 北農技セ*  照道土井 照菊波 12  2018.11.29 廃牛出荷 

20131 みつこひめ  2004.07.01 北農技セ*  照道土井 谷美土井 12   

20158 ゆめ     2007.01.30 神戸大学  照宮土井 谷脇土井 10   

20170 いぶれな   2007.10.19 神戸大学  福広土井 菊俊土井 10   

20171 あおい    2007.10.25 神戸大学  菊俊土井 照広土井 6  2020.01.20 廃牛出荷 

20192 めい     2009.06.08 神戸大学  宮弘波 照広土井 7   

20197 らん      2009.09.09 神戸大学  福芳土井 菊塩土井 8   

20215 ゆっか    2010.09.23 神戸大学  福芳土井 照城波 5   

20220 きき     2010.11.01 神戸大学  照也土井 菊伸土井 7   

20234 わかば 2011.08.19 神戸大学  丸富土井 北宮波 7   

20255 にこ 2013.04.22 神戸大学  芳山土井 鶴伸土井 5   

20256 みのり 2013.06.09 神戸大学  丸宮土井 菊原波 5  2015.07.07 登録 

20258 おとか 2013.07.20 神戸大学  芳悠土井 菊塩土井 5   

20261 はつほ 2013.09.01 神戸大学  宮弘波 福芳土井 4  2015.07.07 登録 

20264 ふくひめ 2013.11.20 神戸大学  丸福土井 照宮土井 3  2016.01.19 登録 

20267 ひな 2014.03.03 神戸大学  丸宮土井 菊伸土井 3  2015.10.06 登録 

20268 あおば 2014.07.25 神戸大学  菊優土井 丸富土井 3  2016.01.19 登録 

20270 あき 2014.09.04 神戸大学  芳悠土井 照城波 4  2016.01.19 登録 

20283 あげは 2015.06.19 神戸大学  宮喜 福芳土井 3  2017.01.17 登録 

20288 みあ 2015.11.06 神戸大学  宮喜 照城波 3  2017.04.17 登録 

20289 つばき 2015.11.10 神戸大学  照広土井 宮弘波 2  2017.10.06 登録 

20295 えみこ 2016.04.05 神戸大学  宮喜 照城波 2  2017.10.06 登録 

20297 ほまれ 2016.05.09 神戸大学  丸富土井 鶴伸土井 2  2018.01.17 登録 

20299 ふと 2016.06.01 神戸大学  菊優土井 芳山土井 2  2018.01.17 登録 

20303 よしか 2016.10.05 神戸大学  宮喜 芳悠土井 2  2018.04.19 登録 

20311 ひふみ 2017.06.19 神戸大学  宮菊城 福芳土井 1  2019.01.16 登録 
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第 24表 2015年 4月から 2020年 3月までにおける黒毛和種繁殖雌牛の一覧 (2/2) 

管理番号 名号 生年月日 産地 
血統  

産次** 備考 
父牛 母方祖父牛 

20316 えな 2017.10.01 神戸大学  茂和美波 鶴伸土井 1  2019.05.21 登録 

20317 みいな 2017.10.09 神戸大学  芳山土井 菊塩土井 1  2019.05.21 登録 

20320 めりい 2018.03.27 神戸大学  宮喜 宮弘波 1  2019.12.04 登録 

20321 さにい 2018.03.28 神戸大学  茂和美波 照広土井 0  2020.02.28 登録 

20323 みやこ 2018.04.18 神戸大学  照立土井 宮喜 0  2019.12.04 登録 

20327 あるむ 2018.07.02 神戸大学  芳悠土井 照道土井 0  2020.02.28 登録 

* 北農技セ：兵庫県立農林水産技術総合センター北部農業技術センター 

** 2020年 3月 31日時点 

 

第 25表 2015年 4月から 2020年 3月末までの黒毛和種枝肉販売成績 (1/4) 

出荷年月日 管理番号 性別 
水引枝肉重量 

(kg) 
枝肉規格   備考 

2015年度         

4月 23日 10283 去勢 503.6  A4-6   重量超過 

4月 23日 10284 去勢 440.8  A3-4    

4月 23日 10285 去勢 506.8   A4-7    重量超過 

4月 23日 10286 去勢 555.7   A3-5    

5月 7日 20246 雌 434.1   A4-5    

5月 7日 20247 雌 418.7   A4-6    

5月 7日 20248 雌 358.1   A4-7    

5月 28日 10287 去勢 453.9   A3-4    

5月 28日 20249 雌 363.0   A4-6    

6月 4日 10291 去勢 464.2   A4-5    

7月 2日 10288 去勢 488.8   A3-3    

7月 7日 10290 去勢 439.0   A3-4    

8月 6日 20250 雌 426.0   A2-3    

9月 10日 20251 雌 383.0   A3-5    

11月 6日 10293 去勢 443.0   A4-5    

11月 6日 10294 去勢 357.3   A3-4    

11月 19日 10295 去勢 467.8   A4-5    

12月 10日 10296 去勢 459.0   A5-10    

12月 10日 10297 去勢 466.6   A5-9    

1月 14日 20091 雌 194.0   C1-1    繁殖廃牛 

1月 14日 20105 雌 220.0   C1-1    繁殖廃牛 

1月 14日 20108 雌 227.0   C1-1    繁殖廃牛 

1月 14日 20254 雌 427.0   A3-4    

3月 1日 20257 雌 367.0   A3-4    

3月 10日 10298 去勢 368.8   A5-8    

2016年度         

3月 31日 10299 去勢 478.8   A4-7   重量超過 

3月 31日 10302 去勢 324.2   A2-2    

4月 21日 10303 去勢 459.8   A4-7    

4月 21日 20259 雌 386.0   A2-4    

5月 12日 10300 去勢 448.4   A4-6    

5月 12日 10304 去勢 441.5   A4-6    

5月 12日 20096 雌 176.0   C1-1    繁殖廃牛 

5月 12日 20104 雌 226.0   B1-1   繁殖廃牛 

6月 16日 10301 去勢 412.8   A4-7    

6月 16日 20260 雌 399.8   A3-4    
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第 25表 2015年 4月から 2020年 3月末までの黒毛和種枝肉販売成績 (2/4) 

出荷年月日 管理番号 性別 
水引枝肉重量 

(kg) 
枝肉規格   備考 

6月 30日 20263 雌 416.1   A4-5    

7月 12日 20262 雌 439.0   B4-6    

8月 4日 10306 去勢 395.1   A2-4    

9月 8日 10305 去勢 379.4   A4-7    

9月 8日 20265 雌 366.2   B3-4    

10月 6日 10308 去勢 483.6   A5-9    重量超過 共進会候補 

10月 6日 20266 雌 425.6   A5-9    

11月 11日 10311 去勢 416.4   A4-7    

11月 11日 10312 去勢 456.3   A5-10    

11月 24日 20095 雌 205.0   C1-1   繁殖廃牛 

11月 24日 20101 雌 175.0   C1-1   繁殖廃牛 

12月 2日 10315 去勢 458.7   B5-8    

12月 8日 10313 去勢 443.6   A4-7    

12月 15日 10310 去勢 410.0   A4-6    

2月 16日 10314 去勢 442.1   A5-9    

3月 7日 10320 去勢 445.0   A4-6    

2017年度         

4月 13日 10318 去勢 420.2   A4-6    

4月 20日 10317 去勢 396.0   A5-9    

5月 11日 10319 去勢 398.0   A4-5    

5月 11日 10321 去勢 379.8   A4-7    

5月 11日 20269 雌 349.6   A4-5    

6月 29日 10322 去勢 405.6   A4-6    

7月 20日 20271 雌 426.0   A5-9    優良賞 

7月 20日 20273 雌 430.0   B5-9    

8月 1日 20272 雌 350.0   A4-7    

8月 3日 10323 去勢 414.2   A4-6    

9月 21日 10324 去勢 442.6   A4-7    

9月 21日 20274 雌 421.0   A5-8    

9月 28日 10325 去勢 424.0   A5-9    

9月 28日 10326 去勢 415.0   A5-12    最優秀賞 

10月 5日 20275 雌 404.0   B3-5    

10月 5日 20276 雌 331.4   A4-7    

10月 19日 20103 雌 223.0   B1-1   繁殖廃牛 

10月 19日 20277 雌 378.0   A4-6    

11月 7日 20278 雌 390.0   A5-8    

11月 28日 10329 去勢 507.0   A4-7    加古川中畜牛枝肉共励会 

11月 28日 10331 去勢 466.0   A3-4    加古川中畜牛枝肉共励会 

11月 30日 10327 去勢 440.6   A5-9    

12月 14日 10328 去勢 463.2   A4-7    

12月 14日 10330 去勢 437.5   B5-8    

12月 21日 20279 雌 387.2  A4-7    

12月 21日 20280 雌 392.4  A5-9    

1月 18日 20282 雌 378.0  B4-6    

3月 8日 10333 去勢 452.1  A5-8    

2018年度         

4月 12日 20285 雌 486.0  A5-10    重量超過 

4月 19日 10332 去勢 468.0  A4-7    

4月 19日 20102 雌 211.0  C1-1   繁殖廃牛 

5月 10日 10335 去勢 435.9  A5-11    優良賞 
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第 25表 2015年 4月から 2020年 3月末までの黒毛和種枝肉販売成績 (3/4) 

出荷年月日 管理番号 性別 
水引枝肉重量 

(kg) 
枝肉規格   備考 

5月 10日 20286 雌 378.6  B4-6    

5月 22日 10337 去勢 428.0  A3-4    

6月 5日 20287 雌 426.0  A3-4    

6月 5日 20293 雌 389.0  A4-6    

6月 28日 10334 去勢 408.8  B3-4    

7月 31日 10338 去勢 515.0  A4-7    加古川中畜牛枝肉共励会 

8月 23日 10336 去勢 456.0  A5-9    優秀賞 

9月 13日 20291 雌 423.7  B5-8    

9月 13日 20300 雌 284.7  A2-3    膣脱 

9月 27日 20290 雌 385.0  A4-6    

10月 11日 10339 去勢 434.5  A4-6    

10月 11日 10342 去勢 402.2  A4-6    

11月 29日 10344 去勢 477.0  A4-6    加古川中畜牛枝肉共励会 

11月 29日 10346 去勢 471.0  A4-5    加古川中畜牛枝肉共励会 

11月 29日 20130 雌 185.0  C1-1   繁殖廃牛 

1月 10日 10347 去勢 448.4  A3-5    

1月 10日 10350 去勢 466.6  A5-8    

1月 10日 20126 雌 209.4  C1-2   繁殖廃牛 

1月 17日 10341 去勢 427.8  A5-10    

1月 17日 10345 去勢 396.1  A5-9    

2月 5日 10349 去勢 431.0  A4-7    

3月 12日 10348 去勢 458.0  A4-7    

3月 12日 20298 雌 415.0  A5-9    

2019年度         

4月 16日 10351 去勢 453.0  A5-9    

4月 16日 10352 去勢 409.0  A5-8    

5月 21日 10353 去勢 482.0  A5-8    

5月 21日 10354 去勢 444.0  A5-10   優秀賞 

5月 21日 20112 雌 172.0  C1-0   繁殖廃牛 

6月 4日 10355 去勢 505.0  A5-9    重量超過 

6月 4日 20302 雌 443.0  A5-9    優良賞 

7月 30日 20304 雌 361.0  B4-7    

9月 5日 20308 雌 449.8  A4-6    

9月 26日 20305 雌 438.0  A4-6    

10月 16日 10361 去勢 254.0  B2-2    

10月 16日 20306 雌 363.0  A5-8    

10月 22日 10357 去勢 416.0  A5-9    

10月 22日 20116 雌 206.0  C1-1    繁殖廃牛 

11月 7日 10358 去勢 421.6  A5-8    

11月 26日 20307 雌 396.0  A5-8    

11月 26日 20113 雌 189.0  C1-1    繁殖廃牛 

11月 28日 20309 雌 383.8  B5-9    

12月 19日 20313 雌 322.0  A4-7    

1月 16日 10359 去勢 410.0  A4-5    

1月 16日 20171 雌 179.4  C1-2    繁殖廃牛 

2月 4日 10365 去勢 472.0  A5-8    

2月 13日 10360 去勢 417.2  A4-7    

2月 13日 10363 去勢 455.7  A4-5    

3月 10日 10362 去勢 466.0  A4-7    

3月 10日 20125 雌 216.0  C1-2    繁殖廃牛 
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第 25表 2015年 4月から 2020年 3月末までの黒毛和種枝肉販売成績 (4/4) 

出荷年月日 管理番号 性別 
水引枝肉重量 

(kg) 
枝肉規格   備考 

3月 10日 20310 雌 446.0  B4-6    

3月 12日 10364 去勢 478.0  A5-8    

 

1）繁殖  

当センターでは供用中繁殖雌牛の高齢化が懸念されており、年間数頭の雌子牛を保留し、繁殖雌牛の更新を積極的

に図っている。一貫経営による肥育素牛と繁殖候補としての保留のため、子牛出荷は 2012年度よりおこなっていなか

ったが、2019年度は例外的に 2頭の子牛を出荷した。また、黒毛和種の中でも貴重な遺伝資源である但馬牛の「但馬

牛らしさ」を保つ血統を残していく目的で、特徴的な交配を一部の雌牛でおこない、雌子牛が生まれた場合は当セン

ターで保留していく「指定交配」を 2015年度から取り入れ、現時点で 6頭の指定交配産子を繁殖雌牛として供用中で

ある。また、6頭の繁殖雌牛が兵庫県から「育種基礎雌牛」の認定を受けたこともあり、今後の但馬牛改良および系統

保存の一助になれればと考えている。 

 

2015年度は、更新用の若雌 6頭の受胎を確認後、繁殖雌牛として登録した。また、高齢牛を 3頭廃用し、供用中繁

殖雌牛の頭数は 39頭となった。そのうちの 72％にあたる 28頭の雌牛で分娩があった。しかし、双胎児を含む 3頭の

死産と初産牛の子牛の生後死による計 4 頭の子牛の斃死があったことから、世代の更新と並行して若雌牛の育成や分

娩前後の母子牛の飼養管理について見直す必要性がでてきた。その新しい飼養管理の 1 つとして、2 カ月齢程度まで

の子牛の体重を週に 1 度以上測定することにした。この体重測定により、子牛の発育不良を早期に発見でき、また、

疾病の疑いや母牛の母乳不足について推測でき、治療や追加哺乳などを早期に始めることができるようになった。一

方、大きな損失はなかったが、2頭の母牛で流行性出血病ウイルス血清型 6の感染が確認され、治療をおこなった。こ

れを機に本研究科の感染症制御学研究室の研究の材料として定期的に採血をおこなうこととなった。 

2016年度は、高齢牛を 4頭廃用し、若雌 1頭を登録したので供用頭数は 36頭となった。当初 33頭の雌牛で分娩を

予定していたが、分娩予定日を過ぎてからの空胎判明（流産と思われる）があったため、供用頭数の 89％にあたる 32

頭が分娩したが、うち 1 頭が死産となった。また高齢牛を中心に胎盤停滞が複数の分娩後の母牛で起こり、その影響

もあってか子牛の肺炎・下痢などの疾病による損耗が大きく、引き続き衛生管理・飼養管理の向上が必要であると思

われた。対策の 1 つとして、これまで分娩後の子宮回復のために母牛に与えていた経口ビタミン ADE 剤を、分娩予定

日の 2 週間前にも投与することにした。また下痢や咳などの疾病の初期症状を示す子牛にも、予防のために、こまめ

にビタミンを与えることにした。 

2017 年度の供用頭数は、高齢牛で 1 頭の廃用出荷、また 2 頭の斃死があったが、若雌 5 頭を登録したので 38 頭と

なった。繁殖成績において、供用頭数の 79％にあたる 30頭が受胎・分娩した。当年度に生まれた子牛に大きな損耗は

なかったが、前年度に生まれた子牛の長引く下痢などの影響により、前年度と合わせて育成期の子牛で 3 頭の斃死が

あった。当年度もコクシジウムが原因と思われる下痢が複数頭で見られたため、新しい医薬品による予防および治療

や、飼料添加物による他の疾病も併せた予防を試みたが、良い効果は明確には見られず、引き続き適切な予防・治療

方法を模索していくという継続的な課題ができた。また繁殖雌牛の飼養管理の一助とすべく、定期的な採血および生
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化学検査をおこなうようになった。 

2018年度は、3頭の高齢牛を廃用出荷し 2頭の若雌を登録したので、供用頭数は 37頭となった。そのうちの 81％に

あたる 30頭が分娩した。当年度も子牛に大きな損耗はなかったが、前年度に引き続きコクシジウムを含む下痢の対応

に悩まされた。前年度までに検討してきた母子牛の管理方法や疾病の予防・治療方針の模索の継続に加え、牛舎消毒

の徹底や方法の改良、子牛のプレスターターの導入など、様々な点で改善を試みた。これらの対策の結果として、飼

養家畜の健康状態に反映されるには、上記の継続に加えて更なる取組が必要と感じられた。 

2019年度の供用頭数は、高齢牛 4頭および長期不受胎牛 1頭を廃用、また、流行性出血病ウイルス血清型 7により

1頭斃死したが、若雌 6頭を登録したので 37頭となった。供用頭数の 89%にあたる 33頭の受胎が確認されたが 1頭の

流産があったため、分娩頭数は 32頭となった。生まれた子牛のうち 1頭が急性肺炎で斃死となった。当年度も下痢を

発症する子牛が多く見られたため、対策としてコクシジウム症予防カリキュラムの変更および機能性飼料であるスー

パーネッカリッチおよびバガスの給与をおこなった。また、繁殖雌牛の高齢化よって顕在化した 4 ヶ月以上の長期不

受胎牛に対して、株式会社 NYS の混合飼料「リーシュア」の給与を試験的に開始した。リーシュアを給与した牛の発

情回帰や受胎状況を確認するとともに定期的に採血および生化学検査をおこなっている。 

また、当年度より基幹種雄牛とは別に、待機牛である『喜綿』『喜治』『藤彦土井』を購入し一部の繁殖雌牛に人工授

精をおこなう事とした。種雄牛の選択肢を増やすことや、当センターに今いない種雄牛の繁殖素牛を取る事を目的と

している。 

共同研究等の研究材料として、繁殖では雌牛の首に装着した GPS と放牧場に設置したカメラによる行動調査、子牛

のカメラ撮影による体重推定などが 2017年度よりおこなわれている。 

繁殖雌牛の更新を積極的に進めてきた結果として、2015 年度からの 5 年間で供用中の繁殖雌牛の平均年齢は 10 歳

から 8 歳に、そのうち 10 歳以上の割合を 7 割から 3 割にまで下げることができた。しかし、依然 10 産以上の高齢牛

が 9 頭と 2 割を占めている。今後も若雌牛の育成に励みながら更新を進めて繁殖成績を維持するとともに、高齢牛で

も安全に分娩・子育てができ、どの子牛も損耗がないよう飼養管理・衛生管理ともに改善を図り、成績向上に努めて

いきたい。 

 

2）肥育 

当センターから出荷される肥育牛は同センターで出生した素牛を肥育した牛であり、研究のために交配した結果得

られた素牛でも但馬牛(28 ヶ月齢以上)はもとより、神戸ビーフ認定(枝肉規格Ｂ－4 以上、ＢＭＳ№6 以上)が受けら

れることを目標に飼養している(神戸ビーフの定義についての改定は 2019年度に記載する)。 

  

2015年度は去勢 14頭、雌 8頭を出荷した。そのうち去勢 3頭、雌 3頭が神戸ビーフとなり、神戸ビーフ認定を受け

た割合は 27％であった。 

肥育牛はビタミンＡ(以下ＶＡ)の制限をおこなうことで脂肪交雑度を高めるという技術がある。しかし、その一方

でＶＡ制限を過剰におこなった結果失明等を発症するという事例があり、当センターでもそれが問題とされていた。

そのため、ＶＡ欠乏による失明を防ぐために 2014 年 7 月 1 日と 31 日にＶＡの一斉投与をおこなったが、そのために

神戸ビーフ基準に達する牛が著しく減るという結果を招いてしまった。しかしながら、この一件によりビタミン制限
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を再考する機会を得て、その後の改善へと繋げることができた。 

2016年度は去勢 16頭、雌 6頭を出荷した。そのうち去勢 12頭、雌 2頭が神戸ビーフとなり、神戸ビーフ認定を受

けた割合は 63％であった。前年度のビーフ認定割合の低下を受けて再度ＶＡ制限の徹底を図ったことと、制限時期に

ＶＡ投与した牛の出荷を終えたことが、ビーフ認定割合の回復に繋がった。飼養管理上の問題としては脂肪壊死が課

題として浮上した。出荷牛のうち 7 頭が脂肪壊死であり、その中でも 2 頭は脂肪壊死の影響から増体が悪かった。そ

れを受け当年度から脂肪壊死の予防を目的に、黄土粘土である「ウシキン」の飼料添加を試験的に始めた。一方、肥育

牛舎からの臭気が近隣住民の方々との間で問題となっており、その対策の一環として、民家のある北側へ換気をおこ

なっていた換気扇の運転を止め、1～7番房の牛舎内へ新たに南向きの換気扇を取り付けることで臭気が南に抜けるよ

うに取り組んだ。 

2017年度は去勢 15頭、雌 12頭を出荷した。そのうち去勢 13頭、雌 10頭が神戸ビーフとなり、神戸ビーフ認定を

受けた割合は 85％であった。従来のＶＡ制限時期の徹底と制限時期以外のＶＡ投与が、認定割合の向上の一因であっ

たと思われる。 

一方、屠畜検査では肝炎が増え、ここ 4年間では最も多い 14頭が肝炎と診断され今後の課題となった。更に、飼養

管理上の問題として尿石症の多発、育成牛の下痢も課題として挙げられた。前年度から当年度にかけて尿石が多発し

たことから、尿石症の改善を目的とし、肥育後期に飼料中のトウモロコシ圧片の割合を増加させて飼料中のでん粉含

量を増やすことを試験的に始め、同時に大豆粕の添加量をそれまで一頭あたり 1㎏だったものを 500ｇ未満に減らし、

濃厚飼料中のたんぱく質割合を減らした。育成牛の下痢に対しては腹作りによる下痢の予防を目的として、育成用濃

厚飼料をニューグロアーバルキーへ変更。育成期・肥育前期の粗飼料をペレニアルライグラスからチモシーへと変え

た。育成期の濃厚飼料の給与量も減らし、粗飼料飽食型の給餌体系とした。併せて、生菌剤の飼料添加もおこなうよ

うになった。また、当年度から肥育牛でも血液検査が可能となり、その結果からより正確な投薬が可能となった。牛

の個体毎の体調に応じておこなっていた肥育後期のＶＡ投与は、月齢を基に定期投与するようになり、一律に後期の

食い込みを伸ばし、出荷時体重も増加させることができたと考えている。 

しかしながら不調の牛もおり、10359は下痢が続き低ＤＧのまま推移していた。そこで群編成を見直し、359を含む

群の去勢も見送っていた。結果、359 は回復に成功したものの、発情を起こした 10360 のために 10361 が追い立てら

れ、膝蓋骨脱臼を負い個別で飼うこととなった。こうした事故を受け翌年には 5～7 ヶ月齢、体重 200 ㎏以下(場合に

よっては 4ヶ月齢、200㎏以上も含む)という去勢のルール作りをおこなった。 

牛舎の管理上の問題として、1～7番房の柵の修繕工事をおこなったが、その間、同牛舎内で飼養できない牛を旧分

娩房に移動して管理していたところ、房の施錠不備により近隣の公道に集団脱走されるという事例が起きた。脱走防

止の対策として、施錠にチェーンを使用し、終業時間には必ず施錠確認をおこなうようにした。また、同じ頃、乾草の

梱包を牛舎天井裏に上げるためのベルトコンベヤが強風で転倒するということがあり、それからベルトコンベヤをチ

ェーンで固定するようになった。 

2018年度は去勢 16頭、雌 8頭を出荷した。そのうち去勢 12頭、雌 5頭が神戸ビーフとなり、神戸ビーフ認定を受

けた割合は 70％であった。体重超過と膣脱・脱肛による早期出荷等がビーフ率低下の一因と思われる。 

以前から肥育中期の下痢、発熱には悩まされていたが、共済獣医による 10344 の肝炎の治療をきかっけに、前年度か

ら肥育中期のＶＡ投与(6万ＩＵ/月)を始め、当年度からは抗炎症薬であるメタカムも積極的に使用するようになり、
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肝炎の治療がより確実におこなえるようになった。肥育牛舎の堆肥積載量超過と大鋸屑価格の高騰の問題では、堆肥

の堆積量減少とコスト削減を目的に肥育牛舎で試験的に戻し堆肥を使用し始めるようになる。除糞・堆肥の敷設には

時間がかかるものの敷料としての実用性は十分にあった。しかし、冬場になり敷料が濡れると一斉に下痢を引きおこ

してしまった。その結果、牛の免疫力も弱めることとなり、突然の寒暖も重なったことから大規模な発熱と咳を蔓延

させることとなってしまい、戻し堆肥は一時中断せざるを得かった。 

肥育後期で起こった問題としては、一つ目が突然の斃死である。20294が寝ている間に腹部にガスが溜まり起床困難

となり未明に死亡。牛の起立困難検出アラートの必要性について検討することとなる。また、膣脱牛が発生し 28ヶ月

齢を待たずに出荷することになったことから、飼養管理、親の組み合わせに注意が必要であると考えられた。 

当年度からアクティブギアと相対取引を一部でおこなうようになり、再び「神戸大学ビーフ」が消費者に認知され

るきっかけになることが期待される。 

2019年度は去勢 14頭、雌 9頭を出荷した。そのうち去勢 10頭、雌 9頭が神戸ビーフとなり、神戸ビーフ認定を受

けた割合は 82％であった。体重超過と脱臼、ビタミンコントロールがビーフ率を下げた原因と考えられる。 

この年も引き続き肝炎性の下痢は多くみられていたが、線虫や条虫、原虫といった寄生虫を原因とする下痢も以前

から発生していたことを受け、より明確に治療をおこなえるよう職員による糞便検査を定期的に実施できるようにし

た。肥育後期の問題は前年度から引き続き膣脱をする雌牛が散見され、20313 も膣脱と脂肪壊死から緊急出荷となっ

た。一方で、牛舎内の事故防止の一環として、肥育牛舎にも監視カメラを取り付けることができた。出荷に関しては

偶然だが 11月に全国但馬牛枝肉共進会に初めて出品することができた。 

この年度より、神戸ビーフの定義が一部改訂されたので以下に記す。 

①枝肉重量 

 雌 牛：270㎏以上 499.9 ㎏以下 (2015年度から 2018 年度までは 230㎏以上 470 ㎏以下) 

去勢牛：300㎏以上 499.9 ㎏以下 (2015年度から 2018 年度までは 260㎏以上 470 ㎏以下) 

 ②上限重量制限除外の廃止 

 これまで加古川中畜牛枝肉共励会等で認められていた上限重量制限除外はなくなる。 

 この 5 年で繁殖能力の向上も相まって神戸ビーフ率は高く維持されているが、一方で疾病の割合が高くなっている

ように感じる。その原因は種々あると思うが、一つ目は牛舎の環境、二つ目はビーフ率を高めるためのビタミン制限

にある。どちらも改善には時間がかかることだが、ビタミンコントロールは結果の蓄積により改善していくことがで

きる。肥育牛の免疫力向上、肥育中期の下痢・発熱対策として肥育期間中のＶＡの増量とタイミングを試行錯誤して

おり、今後も改良していく必要がある。肉質の向上を図ることはこれからも変わりないが、牛の健康も改善させてい

くことが管理者にとってはより重要なことと思われる。 
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（2）ニワトリ 

2014年度に開始された拠点実習のプログラムの一つである「農場から食卓まで」に畜産系として対応するため、2013

年度より採卵鶏の導入を開始した。 

 2015 年 4 月から 2020 年 3 月末までの飼養羽数の推移状況、採卵実績は、第 26 表および第 27 表に示すとおりであ

る。 

第 26表 2015年 4月から 2020年 3月末までのニワトリの飼養羽数の推移 

  ボリスブラウン ジュリア 備考 

2015年     

4月 1日現在  16 0  

 購入（+） 10 10  

 斃死（-） 17 0 獣害 15羽含む 

 解体（-） 0 0  

2016年     

4月 1日現在  9 10  

 購入（+） 0 0  

 斃死（-） 1 4  

 解体（-） 0 0  

2017年     

4月 1日現在  8 6  

 購入（+） 10 10 ジュリアライトに変更 

 斃死（-） 0 8  

 解体（-） 8 3  

2018年     

4月 1日現在  10 5  

 購入（+） 0 0  

 斃死（-） 1 0  

 解体（-） 9 5  

2019年     

4月 1日現在  0 0  

 購入（+） 15 0  

 斃死（-） 0 0  

 解体（-） 15 0  

 

第 27表 2015年 4月から 2020年 3月末までの採卵実績（個） 

年度 産卵数 破卵数 販売数 

2015 3404 419 2430 

2016 4562 663 3690 

2017 4297 487 3450 

2018 2141 90 1930 

2019 1291 70 1050 

 

2015 年度は 5 月に獣害に遭った。小屋の周囲に金網を張る対策を施したものの、完全には防ぎきれず、2 度目の獣

害に遭った。獣害により 15羽を失った。7月にこれまでの赤玉の「ボリスブラウン」と比較対象としての白玉の「ジ

ュリア」をそれぞれ 10羽導入した。 

2016年度は前年度導入の「ボリスブラウン」と「ジュリア」をそのまま飼養した。使用期間が長くなるとしりつつ

きが発生し、斃死に至る個体が増えた。 
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2017年度は産卵数の減少のため 6月に解体処理した。7月に新たに「ボリスブラウン」、「ジュリアライト」を各 10

羽導入した。購入先を変更したため、品種が変更となった。 

2018年度は産卵数の低下がみられたため「ジュリアライト」を解体処理し、実習には「ボリスブラウン」で対応し

た。11月に「ボリスブラウン」を解体処理した。 

2019年度は採卵ケージを作り直した。7月に「ボリスブラウン」を 15羽導入し実習終了後の 11月に解体処理した。

当年度より、冬季の鳥インフルエンザのリスクや長期飼養による産卵数の減少、しりつつき等による斃死を防止する

ことを目的として、実習終了後に解体処理することにした。 
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（3）飼料作物 

当センターでは、イタリアンライグラスを中心としたトウモロコシとの輪作体系で飼料作物の栽培をおこない、タ

ワー型サイロとラップサイレージを併用して繁殖雌牛の粗飼料としてサイレージを主体に給与している。また、肥育

牛にはイタリアンライグラスの自家産乾草と購入した乾草を与えている。さらに、イタリアンライグラス 2 番草収穫

終了後に生えるヒエ類をラップサイレージとして収穫している。 

長年使用してきたタワー型サイロと関連機械は、老朽化のため、2017年度をもって使用を取りやめることとなった。

今後は梱包乾草とラップサイレージを主体に粗飼料を確保していく予定である。 

2015年度から 2019年度までの飼料作物の作付け状況と利用形態については第 28表に示すとおりである。 

 

第 28表 飼料作物の作付け状況および利用形態 

年度 栽培作物（面積） 
タワー型 

サイロ(車) 

ラップサイ 

レージ(個) 

梱包乾草

（個） 
栽培期間 

2015年      

 イタリアンライグラス（675a） 72 143 880 10～6月 

          〃 （放牧地・100a） 0 0 0 周年 

 雑草類（ヒエ、クローバー等） 0 45 0 - 

 トウモロコシ（65a） 10 0 0 5～9月 

 小計 82 188 880  

2016年      

 イタリアンライグラス（675a） 71 269 730 10～8月 

          〃 （放牧地・100a） 0 0 0 周年 

 雑草類（ヒエ、クローバー等） 0 185 0 - 

 トウモロコシ（65a） 7 0 0 5～9月 

 小計 78 454 730  

2017年      

 イタリアンライグラス（675a） 70 268 856 10～8月 

          〃 （放牧地・100a） 0 0 0 周年 

 雑草類（ヒエ、クローバー等） 0 127 0 - 

 トウモロコシ（65a） 17 0 0 5～9月 

 小計 87 395 856  

2018年      

 イタリアンライグラス（725a） - 234 494 10～7月 

          〃 （放牧地・100a） - 0 0 周年 

 雑草類（ヒエ、クローバー等） - 0 0 - 

 スーダングラス等（15a） - 19 0 5～9月 

 小計 - 253 494  

2019年      

 イタリアンライグラス（725a） - 263 2230 10～7月 

          〃 （放牧地・100a） - 0 0 周年 

 雑草類（ヒエ、クローバー等） - 0 0 - 

 スーダングラス等（80a） - 57 0 5～9月 

 小計 - 320 2230  

      

※タワー型サイロ：集草ワゴン 1車 2t 

※ラップサイレージ：直径 90cm×幅 85cm 

※乾草の梱包：42cm×32cm×約 80cm 
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Ⅲ センター発ブランド品紹介、報道関連資料など 

バレイショ新品種「はりまる」の育成と普及活動 

2012 年 12 月 26 日に品種登録出願した食資源センター育成バレイショ新品種「はりまる」は、2017 年 2 月 24 日

に品種登録が完了した。「はりまる」の育成は、センター主事であった保坂和良名誉教授が、神戸大学を退職する前

の 2007 年度から所属学生と共に育成を始めたものある。2009 年度からは技術職員も育成選抜に加わり、保坂教授が

神戸大学を退職した 2010 年度以降は技術職員が選抜を続け育成した。2012 年 12 月 26 日に品種登録出願し、2013

年 3 月 25 日に登録出願が受理された。その後、農林水産省種苗審査室より品種特性データの追加依頼が同年 5 月 13

日にあり、翌 2014 年に追加データを提出した。これを受け、2015 年には種苗管理センター八ヶ岳農場にて試験栽培

のための塊茎 100 個を送付し、上記期日に品種登録が完了した。また、品種登録出願時に品種名を「はりまる」とし

て出願したが、品種登録完了までこの名を他者による使用を防ぐ事を目的に、2014 年に商標登録出願登録すること

でその名を保護した。なお、品種登録および商標登録に係る手続きは、本部研究推進部連携推進課知財グループから

特許法人に依頼され進められた。 

「はりまる」の特性として特記すべき事は、種イモの自家採種による栽培を可能にするため、ジャガイモ Y ウイル

ス抵抗性遺伝子、ジャガイモ X ウイルス抵抗性遺伝子、ジャガイモシストセンチュウ抵抗性遺伝子を保持している事

である。これは保坂名誉教授が意図されたことで、無病の種イモ供給は小規模産地向けに少量生産はおこなわれない

事への対策である。この特性により自家採種を繰り返すことによるウイルス病罹病を原因とした収穫量の減少を防ぎ、

センター生産種イモを使用した近隣への普及活動を可能としている。また、品種育成時の病害虫抵抗性遺伝子保持系

統の選抜は、実生個体育成時に 1 分間 DNA 抽出法（Hosaka et al.2004）により DNA を抽出し、マルチプレックス

PCR 法（Mori et al.2011）を用いた DNA マーカー検定により選抜され、「はりまる」はバレイショ品種として DNA

マーカー検定により育成された日本初の品種である（Fujimatsu et al.2018）。食資源センターにおける栽培特性は、

登熟はメークインよりやや遅い。収穫量は「メークイン」並であるが、上イモ重がやや軽く、イモ数が多いことで収獲

調製作業にやや労力を要す。塊茎の形は短卵型で芽の深さは浅く、皮色は黄皮赤目、表皮質はなめらかもしくはやや

ネットが入る。食味は良く、独特の風味を持ち、煮崩れしにくい調理適性から、煮物や炒め物、スープなどの料理に適

している。 

「はりまる」の地域への普及活動は、品種登録出願受理後の 2013 年度から実施している。活動の主導は、元センタ

ー長伊藤一幸教授の指示により、同年度に採用された山口創特命助教が進めいている。新品種の普及には需要の開拓

と供給源の確保を同時に進める必要があるため、栽培や販売における情報共有を目的に、山口特命助教は生産者や加

西市役所、播磨農業高等学校などと任意団体「はりまるネットワーク」を構築した。「はりまるネットワーク」の活動

のうち、生産物の供給源である農家に向けた活動は、新規生産者の募集や年数回の生産技術講習会の実施、農家同士

の技術交流などである。また、消費者への認知度をあげて需要を喚起する活動として、加西市内の飲食店や播磨農業

高等学校の協力により「はりまる外食メニュー化プロジェクト」の実施、神戸高級ホテル直営ベーカリーでの総菜パ

ンの販売、神戸学院大学生による SNS を活用した大阪市内の飲食店での食イベント企画は「関西ウォーカーWeb 版」

に掲載されて開催された。これらの取り組みは神戸新聞の地方版に掲載されることで大きな反響を呼び、大手スーパ

ーや近隣の飲食店からの問合せがあるなど、非常に効果的であった。この様な活動の結果、2019 年度における栽培農
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家（団体含む）は約 30 名（団体）で、農家栽培面積は約 55a(種イモ換算)である。 

普及活動開始から 6 年が経過し、順調に普及しつつあるが、幾つかの問題を解決する必要がある。知名度が上がる

につれて生産量の不足が顕著となっている。生産量を増やすには栽培面積を増やすために種イモの増産が必要である

が、センターから農家へ配布する種イモの量は現在量が限界である。増産と安定的な生産の観点からも種イモ生産は

重要であるため、種苗管理センターに種イモの生産を依頼しているところである。また、「はりまる」を生産している

農家の多くはイモ掘り機を所有しておらず、1 農家あたりの生産量は少ないために需要のある所にまとまった量が流

通していない。以上の様な問題により種イモが不足し、生産者の増産体制を整えられず、需要のある所に出荷できず

にいる。今後、「はりまる」が播磨の特産農産物として定着するには、小規模農家で栽培された「はりまる」を集荷し

て、需要のあるところに卸す事、農家の栽培規模拡大と種イモの安定供給を図る事が大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「はりまる」外食化プロジェクト（2016年 2月） 

「はりまる」パウダー（2017年 12月 神戸新聞） 

播磨の食卓イベント 播磨×大阪（2018年 2月） 

「はりまる」の粉末を使ったパン（2018年 3月 神戸新聞） 
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純米酒「神のまにまに」 

神戸は灘五郷を擁する日本一の酒どころであり、神戸大学と白鶴酒造は立地が近く、多くの神戸大 OBや OGが白鶴

酒造に勤務し、以前より広く交流があった。「神戸をもっと盛り上げて、日本だけでなく世界にもアピールしていき

たい」というキーワードを白鶴酒造と共有し、新しい日本酒を造る産学連携を 2015年に開始した。神戸大の成年の

学生などの若い世代や教職員にも飲んでいただいて、神戸の伝統産業である日本酒に興味を持って、「日本酒が美味

しい」「日本酒の価値」の発見に到るよう企画した。 

当初の企画として、米の旨味を引き出した純米酒を造ることとし、学生も手に取りやすい価格を目指した。また学

生のアイデア（酒造りやデザインなど）を積極的に採用するために、食資源教育研究センターに所属する学生もこの

プロジェクトに参加した。 

商品名については複数の候補が挙がったが、「神のまにまに」に決定した。神戸大学や神戸らしさを表現したいと

いう思いがあり、「神」という漢字を使った。「神のまにまに」は学問の神様といわれる菅原道真公が詠んだ歌「こ

のたびは 幣も取りあへず 手向山 紅葉の錦 神のまにまに」に由来し、天皇の外出に同行の際、道真公がその途

中で詠んだ歌と言われている。その意味として、同祖神つまりお地蔵さんのようなものに幣（当時お参りの際に捧げ

た布みたいもの）はないけどきれいに色づいた紅葉を捧げるので、神よ、どうぞ御心のままに受け取ってください、

という歌となっている。ラベルデザインは神戸大の象徴である「六甲台の校舎」と神戸大のスクールカラーであるレ

ンガ色を背景に秋のイメージの中で落ち着きを持ち、普段日本酒を飲まない女性でも手に取りやすいデザインに決ま

った。以上は学生が企画して、関係者全員の総意で決定された。 

純米酒の旨さの鍵となる、原料の米にこだわった。まず麹造りのために白鶴酒造が１０年かけて開発した酒米「白

鶴錦」を使用した。兵庫県で生まれた、酒米の王様と呼ばれている「山田錦」の兄弟にあたり、酒造りに大事な麹米

に使用した。神戸大学からは、最近の地球温暖化に伴うと考えられる夏場の暑さに負けず、安定した高収量を誇る品

種「きぬむすめ」を厳しい安全管理の元で栽培し、お酒の基となるもろみを仕込むため掛米に使用した。この品種は

九州の国の機関が開発した品種で、神戸大 OBも育成に参加し、学会賞が受賞された非常に優秀な品種である。 

「神のまにまに」は”やや淡麗の辛口”と評価され、実際に飲んだ感想としては、「飲みやすい」「食事との相性

がいい」と評価され、2017 年 10月 1日より数量限定で発売が開始された。試飲会なども実施され、学生がビターチ

ョコレートとの相性がいいことも発見して、女性にも勧めやすい組み合わせができた。 

2018年産と 2019年産は、夏場の暑さに強い「にこまる」を掛米して美味しく仕上がってきた。「神のまにまに」

は卒業や修了に伴う催し、神戸大ホームカミングデーや学友会・同窓会、学会の懇親会、白鶴酒造や神戸でのイベン

トにも利用された。2019年には中国とベルギー・ブリュッセルでも振る舞われた。 

この繋がりがきっかけとなり、神戸大は灘五郷酒造組合の協力を得て「日本酒学入門」を 2018年度から全学部を

対象に開講した。 

 

 

 

 

 

「神のまにまに」新発売 

共同記者会見 

（2017年 9月 神戸新聞） 
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「神戸大学ビーフ」 

神戸大学農学研究科は、長きにわたって黒

毛和種の改良をリードしてきており、兵庫県

で飼養されている但馬牛の改良にも貢献して

きた。その結果、但馬牛の肉質や肉量の改良

は進んだが、一方で、同集団が保有する遺伝

的多様性の減少が危惧されていることから、

近年、当センターでは但馬牛の多様性の維

持・回復を考える研究に力を入れている。そ

のような研究の成果を体現するべく、当セン

ターでは但馬牛の多様性の維持・回復にとっ

て重要な個体を生産するような交配を実施し

て繁殖雌牛の牛群を維持しており、このよう

な牛群から生産される牛肉が「神戸大学ビー

フ」である。「神戸大学ビーフ」は、不定期

ではあるが、東京の焼肉店の老舗「幸永」な

どで提供されており、関東方面における神戸

大学の知名度アップに貢献している。よりコ

ンスタントに提供できる体制を作ることが今

後の課題である。 
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報道関連資料 

 

 

 

学びの現場 東北の梨 研究の実り、和牛飼育 おいしさ追求 神戸大学農学部（2015年 7月 26日 読売新聞） 

小学生児童が柿の収穫（左：2016年 10月 13日神戸新聞、右：2018年 10月 10日神戸新聞） 
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イネの有用遺伝子特定（2016年 6月 日本農業新聞） 

浮きイネ遺伝子の発見（2019年 1月 朝日新聞） 

Rym Fekih 学術研究員の研究紹介（2019年 12月 BSテレ東） 
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・マスコミ報道に関する情報 

◼ 大山憲二．DVD「和牛の遺伝的多様性を守る」（全国肉用牛振興基金協会）制作協力．2019 年度． 

◼ 大山憲二．テレビ．「ニュース 7」（NHK、2019.3.9）・「報道ランナー」（関西テレビ、2019.6.25） 

◼ 大山憲二．新聞報道．「和牛飼育おいしさ追及」（読売新聞、2015.7.26）・「和牛『流出』難しい管理」（読売新聞、

2019.3.17）・「和牛遺伝子の流通 把握」（読売新聞、2019.6.7）・「農業体験の効果確認」（日本農業新聞、2019.6.30） 

「和牛『流出』難しい管理」（2019 年 3月 17日 読売新聞） 
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職員研修 
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Ⅰ 技術職員研修 

 

 

技術職員として職務上必要な専門的知識、技術等を習得し、それらの向上および自己啓発を図るとともに、能力、

資質の向上を目的として 3日間の神戸大学技術職員（教室系技術職員）研修を毎年実施している。 

 

（１）2015年度 神戸大学技術職員研修 

2015年度神戸大学技術職員研修は、「神戸大学のミリョク」をテーマとして 9月 15日に全体集合研修をおこない、

分野別研修として 9月 14日～2016年 2月 18日の間でおこなわれる各コースの中から 2日分を選択して受講する形式

で実施した。 

2015年 9月 15日（火）集合研修    於：理学部Ｚ棟Ｚ２０１教室・Ｚ２０２教室 

     9:20 ～ 9:30  開講式・事務連絡 

 9:30 ～ 9:40  講話（学長 武田 廣） 

 10:00 ～ 11:00 講義『電磁波による気象現象の計測と伝達』 

（都市安全研究センター教授 大石 哲） 

 11:10 ～ 12:10 講義『忘れられたナシが現代によみがえる』 

（農学研究科附属食資源教育研究センター准教授 片山 寛則） 

13:10 ～ 14:10 講義『体内で溶けるインプラントデバイスの開発研究』 

（工学研究科教授 向井 敏司） 

14:20 ～ 16:00 業務・技術報告（5名発表うち、食資源教育研究センター発表者：辻 絵美） 

16:10 ～ 17:10 全体会議『平成 27年度近畿地区技術職員研修の詳細説明』 

11月 20日（金）分野別研修 コース⑧果樹関係『ナシ・ブドウの品種選抜』(施設見学) 

                   於：農研機構果樹研究所ブドウ・カキ研究領域  

    11月 24日（火）分野別研修 コース⑨作物関係『兵庫県における水稲品種の動向とタマネギ栽培について』

(施設見学) 

                   於：兵庫県立農林水産技術総合センター（農業技術センター、酒米試験

地、淡路農業技術センター）  

    11月 17日（火）分野別研修 コース⑩畜産関係『国産牛肉の流通－出荷から販売まで』（施設見学） 

                   於：加古川食肉センター・株式会社ケーピーシー 

2016年 2月 18日（木）分野別研修 コース⑪農学系『農学系集合研修』      

於：農学研究科附属食資源教育研究センター本館教室 

      9:10 ～ 10:10 研修受講報告『次世代バレイショセミナー受講報告～新品種育成に向けて～』 

冨士松 雅樹（作物系） 

    10:25 ～ 12:00 全体会議『安全衛生のワークショップ』 食資源センター技術職員全員 
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 13:00 ～ 14:05 分野別研修１日目の受講報告および技術発表 

コース⑧ 報告者：不断 哲男（果樹系） 

コース⑨ 報告者：橋爪 浩和（作物系） 

コース⑩ 報告者：谷川 隆大（畜産系） 

技術発表：『土壌診断と土壌改良対策』 小間 康史（果樹系） 

    14:20 ～ 16:20 『食資源センター研究最前線』食資源センター所属学生による研究内容の発表 

『ニホンナシ花器に由来するポリネーター誘引成分の同定』           ：石田 花那 

『東北地方より収集したナシ遺伝資源の追熟特性に関連したＣＡＰＳマーカーの有用性評価』  ：後藤 絢太郎 

『見島ウシの集団構造の調査と巡回型グループ交配の有効性に関する研究』   ：平本 愛葉 

『兵庫県黒毛和種集団の遺伝的分化構造の維持に関する研究』         ：中塚 万智 

『Nested Association Mapping 集団による日本水稲品種群における農業形質の遺伝解析』 ：前田 道弘 

『稲わらのバイオリファイナリー関連形質の評価と遺伝解析』          ：合田 喬 

     

（２）2016年度 神戸大学技術職員研修 

2016年度神戸大学技術職員研修は、『レジリエンス』をテーマとして 9月 30日に全体集合研修を行ない、分野別研

修を 9月 6日～2017年 2月 15日の間で行われる各コースの中から 2日分を選択し、受講する形式で実施した。 

2016年 9月 30日（金）集合研修    於：瀧川記念学術交流会館２Ｆ大会議室 

 9:20 ～ 9:30  開講式・事務連絡 

 9:30 ～ 9:50  講話（学長 武田 廣） 

 10:00 ～ 11:00 講義 『こころの柔らかさ』（ＫＳＣＰ研修所 本多 雅子） 

  11:10 ～ 12:10 講義 『生物多様性から考える生態系のレジリエンス：渓流魚の棲む森を舞台に』 

（理学研究科准教授 佐藤 拓哉） 

 13:10 ～ 14:10 講義 『海事科学とは』（海洋底探査センター教授 河口 信義） 

 14:20 ～ 16:25  業務・技術報告（6名発表うち、食資源教育研究センター発表者：小間 康史） 

 16:30 ～ 17:10 全体会議『平成 27年度近畿地区技術職員研修実施報告と今後の全学研修について』 

 10月 21日（金）分野別研修コース⑧果樹関係『ナシの品種選抜』（施設見学） 

於：鳥取県園芸試験場 

 11月 18日（金）分野別研修コース⑨作物関係『野菜の品種改良と栽培』（施設見学） 

於：タキイ種苗株式会社研究農場 

 11月 9日（水）分野別研修コース⑩畜産関係『気象と水環境について学ぶ』（施設見学） 

於：大阪広域水道事業団庭窪浄水場・大阪管区気象台 

2017年 2月 15日（水）分野別研修コース⑪農学系『農学分野技術発表等』 

於：農学研究科附属食資源教育研究センター本館教室 

9:10 ～ 12:00 技能研修 『プラウ耕技術運転講習』 スガノ農機株式会社 下田 幸男   

 13:00 ～ 14:35 研修受講及び分野別研修 1日目の受講報告および技術発表 
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     研修受講報告 報告者：田中 大輔（作物系） 

     分野別研修受講報告 

    コース⑧ 報告者：小間 康史（果樹系） 

コース⑨ 報告者：田中 大輔（作物系） 

コース⑩ 報告者：野村 直希（畜産系） 

技術発表『キュウリ・ナス生産における機能性液肥施用における増収効果の検証』 

谷田 真也（果樹系） 

 14:45 ～ 16:45 『食資源センター研究最前線』食資源センター所属学生による研究内容の発表 

『電解水を用いた野菜の病害防除効果の検証』                 ：勝見 啓吾 

『ダイコンにおける根形の多様性と肥大生長に関する組織学的研究』      ：大坪 恭子 

『兵庫県産黒毛和種の分集団が遺伝的多様性へ与える影響』          ：片桐 輝美 

『見島ウシ集団の繁殖構造の違いが遺伝的多様性に及ぼす影響』         ：高橋 綾香 

『香りナシを用いた果実香気成分の多様性評価』               ：布山 郁恵 

『豊かな香りを持つナシ新品種作出に向けた遺伝学的研究』          ：関本 陽介 

 

（３）2017年度 神戸大学技術職員研修 

2017年度神戸大学技術職員研修は、「ダイバーシティー」を総合テーマとして 9月 7日に全体集合研修を行ない、分

野別研修を 9 月 11 日～2018 年 2 月 22 日の間で行われる各コースの中から 2 日分を選択して受講する形式で実施し

た。 

2017年 9月 7日（木）集合研修     於：瀧川記念学術交流会館２Ｆ大会議室 

   9:20 ～ 9:30  開講式・事務連絡 

  9:30 ～ 10:00 講話（学長 武田 廣） 

 10:10 ～ 11:10 講義『発生工学とその応用』（農学研究科教授 宮野 隆） 

 11:20 ～ 12:20 講義『リバブルシティ（住みやすい都市）をつくる』 

（工学研究科准教授 槻橋 修） 

 13:20 ～ 14:20 講義『スポーツにおける用具研究』（人間発達環境学研究科教授 前田 正登） 

 14:30 ～ 16:10 業務・技術報告（5名発表うち、食資源教育研究センター発表者：谷田 真也） 

 16:15 ～ 17:10 全体会議『個別研修等について』  

 11月 16日（木）分野別研修コース⑧作物関係『大規模精米工場の見学と近代醸造工場見学』（施設見学） 

於：白鶴酒造株式会社・株式会社神明  

2018年 2月 22日（木）分野別研修コース⑨農学系『農学分野講義・技術発表等』 

於：農学研究科Ｂ棟・農学研究科附属食資源教育研究センター本館教室 

 10:30 ～ 12:00 講義『施肥の基本』『石灰灰の有効利用』 （農学研究科助教 鈴木 武志） 

 14:00 ～ 14:50 技術発表 

              『出張報告および育種経過報告』 報告者：冨士松 雅樹（作物系） 
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                     『畜産系へ異動しての３年間の取り組みと今後の展望』 

 報告者：谷川 隆大（畜産系） 

 15:00 ～ 17:00 『食資源センター研究最前線』食資源センター所属学生による研究内容の発表 

『酒米品種「山田錦」の醸造特性と収量性に関する遺伝要因の解明』        ：岡田 聡史

『幸水‘およびイワテヤマナシの種間雑種を用いた形態と整理形質に関わるＱＴＬの同定 』 ：上野 真奈 

『兵庫県および京都府における大納言アズキ粒形質と収量関連形質の遺伝子型×環境交互作用の解析 』 ：澤田 裕貴 

『バイオリファイナリー特性および高収量・高品質の両立を目指したイネ新系統の選抜』 ：藤田 このむ 

『アサクラサンショウ果実における経時的な香気成分含量の変動と収穫適期の決定』 ：大橋 亮太 

（４）2018年度 神戸大学技術職員研修 

2018 年度神戸大学技術職員研修は、「水」を総合テーマとして 9 月 14 日に全体集合研修を行ない、分野別研修を 9

月 4日～2019年 2月 21日の間で行われる各コースの中から 2日分を選択して受講する形式で実施した。 

2018年 9月 14日（金）集合研修     於：瀧川記念学術交流会館２Ｆ大会議室 

   9:20 ～ 9:30  開講式・事務連絡 

  9:30 ～ 9:50  講話（学長 武田 廣） 

 10:00 ～ 11:00 講義『水、かたちと色』（内海域環境教育研究センター准教授 村上 明男） 

 11:10 ～ 12:10 講義『貴方は碧いリゾートの海を選びますか？恵み豊かな海を選びますか？』 

（内海域環境教育研究センター助教 浅岡 聡） 

 13:10 ～ 14:10 講義『情報技術とエンターテイメント』（工学研究科教授 寺田 努） 

 14:20 ～ 16:25 業務・技術報告（6名発表うち、食資源教育研究センター発表者：野村 直希） 

 16:35 ～ 17:10 全体会議『個別研修の流れ』  

 11月 16日（金）分野別研修コース⑩『大阪府立大学研究推進機構植物工場研究センターおよび大阪府  立

環境農林水産総合研究所見学』（施設見学）  

2019年 2月 21日（木）分野別研修コース⑪農学系『農学分野講義・技術発表等』 

於：農学研究科附属食資源教育研究センター本館教室 

   9:00 ～ 12:00 講習『普通救急救命講習』 （北はりま消防部） 

  13:00 ～ 13:30 技術発表 

 『水稲品種「きぬむすめ」の収量及び食味向上に向けた基肥一発肥料の選定』 

田中 大輔（作物系） 

13:30 ～ 14:20 出張報告 

 『次世代バレイショセミナー受講報告および「はりまる」の普及活動における

現状と課題』 報告者：冨士松 雅樹（作物系） 

『家畜人工受精優良技術発表全国大会受講報告』 報告者：田中 大輔（作物系）           

 14:35 ～ 16:15 『食資源センター研究最前線』食資源センター所属学生による研究内容の発表 

『大納言アズキにおける窒素養分葉面散布と開花数が粒形質に及ぼす影響』       ：日浦 雄 

『ダイコンの根形に関わる木部柔細胞と二次形成層の品種間変異』               ：細野 綾音 
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『次世代シーケンサー利用による日本水稲組換え自殖系統群の連鎖地図作成』     ：石丸 陽平 

『幸水とナツナシにおける香り生合成に関与する AAT 遺伝子のマッピング』      ：岸本 祐子 

『官能評価によるイワテヤマナシの果実食味に関する多様性』                   ：小原 千佳 

16:25 ～ 16:45 受講報告 

        『農薬散布ドローン技能講習受講報告』 報告者：冨士松 雅樹（作物系） 

 

（５）2019年度 神戸大学技術職員研修 

2019年度神戸大学技術職員研修は、9月 30日に全体集合研修を行ない、分野別研修を 9月 24日～2020年 2月 20日

の間で行われる各コースの中から 2日分を選択して受講する形式で実施した。 

2019年 9月 30日（月）集合研修     於：理学部Ｚ棟Ｚ２０１教室・Ｚ２０２教室 

   9:20 ～ 9:30  開講式・事務連絡 

  9:30 ～ 10:00  講話（学長 武田 廣） 

 10:10 ～ 11:10 講義『放射性廃棄物の地層処分問題について』 

（都市安全研究センター講師 橘 伸也） 

 11:20 ～ 12:20 講義『日本人の主食であるお米の歴史について』 

（農学研究科教授 石井 尊生） 

 13:20 ～ 14:20 講義『ストレスとうつ病を科学する』（医学研究科教授 古屋敷 智之） 

 14:30 ～ 15:20 講義『大学における安全衛生活動と問題点の見つけ方』 

（安全衛生統括室安全衛生コーディネーター 柴田 信雄） 

 15:30 ～ 17:10 業務・技術報告（5名発表うち、食資源教育研究センター発表者：田中 大輔）  

 11月 27日（水）分野別研修コース⑨果樹関係『果樹系生産物の加工』（施設見学） 

於：（農）真南条営農組合・（株）樽正本店養父工房 

11月 15日（金）分野別研修コース⑩作物関係『企業型農場と小規模地域型農場の見学』（施設見学） 

於：イオン農場・かさがたオーガニックファーマーズ

  

11月 20日（水）分野別研修コース⑪畜産関係『飼料業者及び一貫経営農家の見学』（施設見学） 

於：牧草倉庫・岡本牧場 

2020年 2月 20日（木）分野別研修コース⑫農学系『農学分野講義・技術発表等』 

於：農学研究科附属食資源教育研究センター本館教室 

   9:00 ～ 11:15 戦争遺跡見学『鶉野飛行場等』 （加西市鶉野未来課） 

11:25 ～ 11:40 出張報告 『堆肥舎見学』 報告者：谷川 隆大（果樹系）                  

   11:40 ～ 12:00 技術発表 

 『神戸大学大学院農学研究科附属食資源教育研究センターにおける但馬牛の系統ら 

しさを用いた交配方法について』 田中 大輔（畜産系） 

      13:00 ～ 14:00 講義『イバラキ病と流行性出血病ー予防・治療法の開発にむけてー』 
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（農学研究科助教 松尾 栄子） 

14:10 ～ 14:30 技術発表 

 『食資源センターにおける近年の「新高」栽培の動向』  

報告者：小間 康史（果樹系） 

      14:30 ～ 15:15 分野別研修報告 

             『果樹系生産物の加工』 正木 健太郎（果樹系） 

『生産農場見学』 野村 直希（作物系） 

『飼料業者および農家見学』 塩路 美帆（畜産系） 

15:25 ～ 17:05 『食資源センター研究最前線』食資源センター所属学生による研究内容の発表 

『多様なナシの香りの特性評価』                          ：大橋 亮太 

『ナシ果肉のカロテノイド分析』                              ：大原 朋花 

『バイオリファイナリー利用性と高収量良食味を備えた新品種の育成』           ：峰 将記 

『黒毛和種の白斑および乳頭癒着に関する遺伝学的検討』              ：末広 恵里佳 

『但馬牛における体型と枝肉および繁殖成績との関連性』                     ：宮脇 志歩 
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Ⅱ 資格・技能 

2015年度から 2019年度にかけて在籍したセンター専任教職員の資格・技能などについては次のとおりである。 

第 1表 センター専任教職員の有する資格・技能一覧 

氏名 資格・技能・講習などの名称 取得日      

大山 憲二 農業改良普及員資格 1991年 8月 13日 

 家畜人工授精師免許(牛・豚) 1992年 4月 23日 

 第 1種大型特殊(農耕用)自動車免許 2000年 11月 14日 

 職長教育 2006年 1月 24日 

 刈払機安全衛生教育 2007年 3月 20日 

 自由研削といしの取替え特別教育 2008年 3月 11日 

                          メンタルヘルス・マネジメント検定試験Ⅱ種      2015年 12月 14日 

                          普通救命講習 2019年 2月 21日 

片山 寛則 測量士補免許 1987年 3月 20日 

 RI放射線取り扱い講習 1990年 4月 1日 

 車両系(整地等)建設機械運転技能講習 2003年 12月 2日 

 神戸大学寒剤利用講習 2005年 4月 19日 

 職長教育 2006年 1月 24日 

 刈払機安全衛生教育 2007年 3月 20日 

 自由研削といしの取替え特別教育 2008年 3月 11日 

                          普通救命講習 2019年 2月 21日 

山崎 将紀 第 1種大型特殊(農耕用)自動車免許 2006年 6月 29日 

 刈払機安全衛生教育 2007年 5月 9日 

 職長教育 2008年 2月 6日 

 自由研削といしの取替え特別教育 2008年 3月 11日 

                          普通救命講習 2019年 2月 21日 

本多 健 第 1種大型特殊(農耕用)自動車免許 2006年 6月 29日 

 刈払機安全衛生教育 2007年 3月 20日 

 職長教育 2008年 2月 6日 

 自由研削といしの取替え特別教育 2008年 3月 11日 

 全国和牛登録協会登記検査委員                    2014年 4月 24日 

                          普通救命講習 2019年 2月 21日 

吉田 康子         刈払機安全衛生教育                2013年 2月 25日 

                          普通救命講習 2019年 2月 21日 

久下 志朗 第 1種大型特殊(農耕用)自動車免許 1976年 2月 1日 

＊2018年 3月 31日退職 車両系建設機械運転技能講習 1988年 2月 6日 

＊2018年 4月 1日再雇用   フォークリフト運転技能講習 1997年 10月 25日 

 ガス溶接技能講習 2003年 11月 19日 

 アーク溶接特別教育 2004年 11月 7日 

 職長教育 2006年 1月 24日 

 5t未満クレーン特別教育 2006年 2月 26日 

 牛削蹄技術講習会 2006年 11月 29日 

 玉掛け技能講習 2006年 12月 6日 

 刈払機安全衛生教育 2007年 3月 20日 

 伐木等の業務特別教育 2008年 3月 5日 

 自由研削といしの取替え特別教育 2008年 3月 11日 

 全国和牛登録協会支部審査委員 2008年 4月 25日 

 家畜人工授精師免許(牛) 2008年 5月 13日 

                          普通救命講習 2019年 2月 21日 

筧 重文 第 1種大型特殊(農耕用)自動車免許 1981年 7月 17日 

＊2019年 3月 31日退職  車両系建設機械運転技能講習 1987年 3月 10日 
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 ガス溶接技能講習 1987年 3月 10日 

 フォークリフト運転技能講習 1999年 4月 14日 

 アーク溶接特別教育 2003年 11月 9日 

 普通救命講習 2005年 2月 24日 

 職長教育 2006年 1月 24日 

 5t未満クレーン特別教育 2006年 2月 26日 

 玉掛け技能講習 2006年 12月 6日 

 刈払機安全衛生教育 2007年 3月 20日 

 伐木等の業務特別教育 2008年 3月 5日 

 自由研削といしの取替え特別教育 2008年 3月 11日 

橋爪 浩和 第 1種大型特殊(農耕用)自動車免許 1981年 7月 17日 

 車両系(整地等)建設機械運転技能講習 1987年 3月 10日 

 フォークリフト運転技能講習 2000年 4月 26日 

 ガス溶接技能講習 2003年 11月 19日 

 アーク溶接特別教育 2004年 1月 11日 

 職長教育 2006年 1月 24日 

 玉掛け技能講習 2006年 1月 30日 

 5t未満クレーン特別教育 2006年 2月 26日 

 刈払機安全衛生教育 2007年 3月 20日 

 伐木等の業務特別教育 2008年 3月 5日 

 自由研削といしの取替え特別教育 2008年 3月 11日 

                          普通救命講習 2019年 2月 21日 

冨士松 雅樹 第 1種大型特殊(農耕用)自動車免許 1993年 10月 19日 

 車両系(整地等)建設機械運転技能講習 1994年 11月 12日 

 フォークリフト運転技能講習 1997年 10月 25日 

 家畜人工授精師免許(牛) 2000年 4月 7日 

 玉掛け技能講習 2003年 11月 20日 

 アーク溶接特別教育 2004年 9月 12日 

 職長教育 2006年 1月 24日 

 5t未満クレーン特別教育 2006年 2月 26日 

 ガス溶接技能講習 2007年 1月 20日 

 刈払機安全衛生教育 2007年 3月 20日 

 自由研削といしの取替え特別教育 2008年 3月 11日 

 伐木等の業務特別教育 2012年 1月 24日 

             産業用マルチローターオペレーター技能認定            2019年 1月 27日 

                          普通救命講習 2019年 2月 21日 

正木 健太郎 危険物取扱者(乙種第 4類) 1994年 1月 20日 

 一般毒物劇物取扱者 1994年 9月 7日 

 第 1種大型特殊(農耕用)自動車免許 1995年 10月 17日 

 フォークリフト運転技能講習 2000年 4月 26日 

 アーク溶接特別教育 2004年 1月 11日 

 5t未満クレーン特別教育 2006年 2月 26日 

 玉掛け技能講習 2006年 11月 27日 

 職長教育 2006年 12月 8日 

 ガス溶接技能講習 2007年 3月 7日 

 刈払機安全衛生教育 2007年 3月 20日 

 伐木等の業務特別教育 2008年 3月 5日 

 自由研削といしの取替え特別教育 2008年 3月 11日 

 牛削蹄技術講習会 2014年 1月 7日 

 全国和牛登録協会登記検査委員 2014年 4月 24日 

                          普通救命講習 2019年 2月 21日 

不断 哲男 一般毒物劇物取扱者 1994年 9月 7日 

 危険物取扱者(乙種第 4類) 1996年 1月 10日 
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 第 1種大型特殊(農耕用)自動車免許 2001年 10月 31日 

 フォークリフト運転技能講習 2002年 4月 10日 

 車両系(整地等)建設機械運転技能講習 2003年 11月 19日 

 5t未満クレーン特別教育 2004年 1月 25日 

 アーク溶接特別教育 2004年 11月 7日 

 玉掛け技能講習 2006年 1月 27日 

 ガス溶接技能講習 2007年 1月 20日 

 刈払機安全衛生教育 2007年 3月 20日 

 職長教育 2008年 2月 6日 

 自由研削といしの取替え特別教育 2008年 3月 11日 

 伐木等の業務特別教育 2012年 1月 24日 

                          普通救命講習 2019年 2月 21日 

             全国和牛登録協会登記検査委員                    2019年 4月 24日 

谷田 真也 危険物取扱者(乙種第 4類) 1999年 4月 26日 

 第 1種大型特殊(農耕用)自動車免許 2001年 10月 31日 

 フォークリフト運転技能講習 2002年 4月 13日 

 車両系(整地等)建設機械運転技能講習 2003年 11月 19日 

 玉掛け技能講習 2003年 11月 20日 

 アーク溶接特別教育 2004年 11月 7日 

 ガス溶接技能講習 2006年 3月 4日 

 5t未満クレーン特別教育 2007年 2月 25日 

 刈払機安全衛生教育 2007年 3月 20日 

 全国和牛登録協会支部審査委員 2007年 5月 2日 

 牛削蹄技術講習会 2007年 11月 28日 

 伐木等の業務特別教育 2008年 3月 5日 

 自由研削といしの取替え特別教育 2008年 3月 11日 

 家畜人工授精師養成講習会修業試験 2009年 3月 25日 

 職長教育 2010年 6月 22日 

                          普通救命講習 2019年 2月 21日 

田中 大輔 小型車両系(整地等) 2003年 6月 10日 

 第 1種大型特殊(農耕用)自動車免許 2003年 7月 2日 

 家畜人工授精師免許(牛) 2005年 4月 5日 

 家畜体内受精卵移植師 2005年 4月 5日 

 フォークリフト運転技能講習 2006年 1月 29日 

 アーク溶接特別教育 2006年 10月 21日 

 牛削蹄技術講習会 2006年 11月 29日 

 ガス溶接技能講習 2007年 1月 20日 

 5t未満クレーン特別教育 2007年 2月 25日 

 刈払機安全衛生教育 2007年 3月 20日 

 職長教育 2008年 2月 6日 

 自由研削といしの取替え特別教育 2008年 3月 11日 

 全国和牛登録協会支部審査委員 2008年 4月 25日 

 危険物取扱者（乙種第 4種） 2011年 11月 8日 

 伐木等の業務特別教育 2012年 1月 24日 

 玉掛け技能講習 2012年 2月 8日 

 日本農業技術検定（1級･畜産） 2013年 12月 14日 

 家畜商講習会 2014年 8月 26日 

             兵庫県農薬管理指導士 2016年 1月 4日 

                          上級救命講習 2017年 9月 10日 

                          普通救命講習 2019年 2月 21日 

渡邊 優子       刈払機安全衛生教育 2009年 5月 26日 

 第 1種大型特殊（農耕用）自動車免許        2009年 6月 23日 

 小型車両系（整地等） 2010年 4月 11日 
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 自由研削といしの取替え特別教育 2010年 4月 14日 

             フォークリフト運転技能講習            2010年 9月 30日 

 日本農業技術検定（２級）             2010年 12月 18日 

 アーク溶接特別教育 2012年 1月 25日 

 職長教育 2014年 3月 18日 

 伐木等の業務特別教育 2015年 1月 27日 

             ガス溶接技能講習                  2015年 2月 19日 

             玉掛け技能講習                   2016年 2月 3日 

             5t未満クレーン特別教育               2016年 2月 17日 

 普通救命講習                    2016年 3月 24日 

谷川 隆大 小型車両系（整地等）                2007年 5月 24日 

             ガス溶接技能講習                  2008年 7月 31日 

             フォークリフト運転技能講習             2008年 12月 8日 

             危険物取扱者（乙種第 4種）             2008年 12月 19日 

     刈払機安全衛生教育 2009年 5月 26日 

             第 1種大型特殊自動車免許              2009年 6月 23日 

 自由研削といしの取替え特別教育          2010年 4月 14日 

 伐木等の業務特別教育 2011年 2月 9日 

 アーク溶接特別教育 2012年 1月 25日 

 兵庫県農薬管理指導士               2013年 1月 4日 

                       玉掛け技能講習                   2013年 1月 25日 

 5t未満クレーン特別教育                  2013年 2月 15日 

 職長教育 2014年 3月 18日 

                          普通救命講習 2019年 2月 21日 

小間 康史 刈払機安全衛生教育 2009年 5月 26日 

 第 1種大型特殊（農耕用）自動車免許 2009年 6月 23日 

 自由研削といしの取替え特別教育 2010年 4月 14日 

 小型車両系（整地等） 2010年 8月 11日 

 フォークリフト運転技能講習 2011年 1月 27日 

 アーク溶接特別教育 2012年 1月 25日 

 玉掛け技能講習                  2013年 1月 25日 

 5t未満クレーン特別教育                  2013年 2月 15日 

 ガス溶接技能講習 2014年 2月 5日 

 職長教育 2014年 3月 18日 

 伐木等の業務特別教育 2015年 1月 27日 

                          普通救命講習 2019年 2月 21日 

辻 絵美 刈払機安全衛生教育 2011年 5月 13日 

 第 1種大型特殊（農耕用）自動車免許 2011年 10月 31日 

                         自由研削といしの取替え特別教育          2011年 8月 5日 

 小型車両系（整地等）               2012年 1月 17日 

 全国和牛登録協会登記検査委員           2012年 5月 30日 

 玉掛け技能講習                  2013年 1月 25日 

 フォークリフト運転技能講習 2013年 1月 29日 

                         5t未満クレーン特別教育              2013年 2月 15日 

 牛削蹄技術講習会 2014年 1月 7日 

 ガス溶接技能講習 2014年 2月 5日 

                         アーク溶接特別教育 2014年 2月 13日 

 職長教育 2014年 3月 18日 

 伐木等の業務特別教育 2015年 1月 27日 

 家畜人工授精師養成講習会修業試験 2015年 3月 5日 

             家畜人工授精師免許(牛) 2015年 12月 8日 

                          普通救命講習 2019年 2月 21日 

野村 直希                 刈払機安全衛生教育 2014年 6月 9日 
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 第 1種大型特殊（農耕用）自動車免許 2014年 7月 4日 

 小型車両系（整地等） 2015年 2月 27日 

 自由研削といしの取替え特別教育 2015年 3月 18日 

             アーク溶接特別教育 2016年 1月 15日 

             フォークリフト運転技能講習 2016年 1月 26日 

             玉掛け技能講習 2017年 3月 26日 

             5t未満クレーン特別教育              2017年 3月 28日 

             ガス溶接技能講習              2018年 2月 14日 

             職長教育              2018年 3月 24日 

             伐木等の業務特別教育                2019年 1月 18日 

                          普通救命講習 2019年 2月 21日 

塩路 未帆         危険物取扱者(甲種)                 2018年 11月 14日 

             毒物劇物取扱者（一般）               2019年 3月 6日 

刈払機安全衛生教育 2019年 5月 10日 

             第 1種衛生管理者                  2019年 6月 4日 

第 1種大型特殊（農耕用）自動車免許 2019年 6月 24日 

                          日本農業技術検定 1級                                2019年 12月 14日 

                          技術士第一次試験合格                2019年 12月 19日 

小型車両系（整地等） 2020年 1月 17日 

長尾 廣幸         衛生推進者養成講習              2003年 12月 4日 

＊2019年 3月 31日転出    普通救命講習              2005年 2月 24日 

刈払機安全衛生教育              2007年 3月 20日 

防火管理者              2015年 6月 18日 

フォークリフト運転技能講習              2015年 7月 10日 

小型車両系（整地等）              2018年 5月 20日 

小嶋 祐介        安全衛生推進者養成講習 2014年 8月 8日 

＊2017年 6月 30日転出 

松本 勝         防火管理者              2019年 5月 16日 

フォークリフト運転技能講習             2019年 5月 31日 

刈払機安全衛生教育                 2019年 6月 10日 

元井 重樹         安全衛生推進者養成講習               2017年 8月 30日 

                          普通救命講習 2019年 2月 21日 

中村 和哉                 普通救命講習 2019年 2月 21日 

岡田 由起子        普通救命講習                                 2019年 2月 21日 
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Ⅰ 社会貢献 

2015年4月から2020年3月までに当センターを利用して行われた主な社会貢献の一覧は以下に示すとおりである。 

期間 
受入・ 

派遣人数 

延べ人

数(人・

日) 

受入・派遣名称 受入・派遣団体名 派遣 

2015年度      

4月 23～

25日 
32 64 

全国和牛登録協会主催の登記検査委

員認定講習会 
全国和牛登録協会  

6月 1～5

日 
7 35 トライやるウィーク 加西中学校 2年生  

7月 16日 18 18 短期サマースクール 海外の大学生  

8月 4〜5

日 
1 2 初任者研修受講者の受け入れ 九会小学校 教員  

8月 9日 24 24 
夏の子ども体験学習『電車、バスに

乗ろう～大学農場わくわく体験～』 
多可町立みなみ児童館  

9月 28日 56 56 写生会 九会小学校 2年生  

10月 1日 10 10 さくらサイエンスプラン 内蒙古農業大学  

10月 13日 50 50 カキの収穫体験 九会小学校 3年生  

11月 10日 1 1 
総合的な学習「食生活について考え

よう」 
尼崎市立西小学校 ○ 

1月 10日 30 30 
加西市鶉野南区農会平成２７年水稲

研修会 
鶉野南区公会堂 ○ 

2月 23日 1 1 

センターの取組（野生ナシでのシロ

ップ/非農学系学生を対象にした農業

体験）に関する聞き取り 

うきは市役所  

3月 11〜

13日 
－ － 熱気球全日本学生選手権 2016 熱気球全日本学生選手権実行委員会 

2016年度      

4月 1日～

3月 31日 
－ － 

鶉野飛行場跡地及び戦争遺産の整備

（センター内の土地 985㎡）  
加西市  

4月 13日 4 4 はりまる栽培講習会 播磨農業高等学校教諭生徒 

5月 9〜10

日 
54 108 

全国和牛登録協会主催の登記検査委

員認定講習会 
全国和牛登録協会  



 

 

125 

5月 30日

〜6月 3日 
9 45 トライやるウィーク 加西中学校 2年生  

6月 5日 6 6 まち探検 九会小学校 2年生  

6月 28日 1 1 
施設視察、技術職員のスキル向上を

目的とした意見交換 
九州大学農学部附属農場 

7月 14日 19 19 短期サマースクール 海外の大学生  

7月 25日 11 11 さくらサイエンスプラン フィリピン大学ロスバニョス校 

8月 3日 3 3 
小学校 6年生の国語科教材「やまな

し」の教材研究 
藤井寺市立藤井寺北小学校 

9月 29日 35 35 写生会 九会小学校 2年生  

10月 11日 52 52 カキの収穫体験 九会小学校 3年生  

10月 19日 67 67 カキの収穫体験 附属小学校 1年生  

2月 22日 10 10 はりまる栽培講習会 加西市・加東市の農家  

3月 17日 1 1 施設見学 佐賀大学 教授  

2017年度      

4月 13日 13 13 農場見学 神戸大学クラブ（ＫＵＣ） 

4月 18〜

19日 
27 54 

全国和牛登録協会主催の登記検査委

員認定講習会（東日本地区対象） 
全国和牛登録協会  

4月 24〜

25日 
28 56 

全国和牛登録協会主催の登記検査委

員認定講習会（西日本地区対象） 
全国和牛登録協会  

5月 20日 7 7 まち探検 九会小学校 2年生  

6月 5〜9

日 
4 20 トライやるウィーク 加西中学校 2年生  

6月 14日 15 15 はりまる栽培講習会 播磨地域の農家  

7月 13日 23 23 短期サマースクール 海外の大学生  

7月 15日 8 8 青空教室 加西市内の小学生親子  

7月 24日 6 6 
小学校 6年生の国語科教材「やまな

し」の見学及び研修 
藤井寺市立藤井寺北小学校 

9月 28日 52 52 写生会 九会小学校 2年生  

10月 9日 22 22 戦争遺跡の見学 兵庫の「語りつごう戦争」展の会 

10月 10日 69 69 カキの収穫体験 附属小学校 1年生  

10月 17日 34 34 カキの収穫体験 九会小学校 3年生  

10月 28日 38 38 青空教室 加西市内の小学生親子  

10月 30日 4 4 トライやるウィーク（芋掘り） 加西中学校 2年生  

11月 13日 30 30 施設見学 同兵宗連  
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11月 29日 9 9 戦争遺跡の見学 加西市観光まちづくり協会他 

3月 3日 20 20 はりまる栽培講習会 播磨地域の農家  

2018年度      

4月 24〜

25日 
17 34 

全国和牛登録協会主催の登記検査委

員認定講習会（東日本地区対象） 
全国和牛登録協会  

5月 9〜10

日 
30 60 

全国和牛登録協会主催の登記検査委

員認定講習会（西日本地区対象） 
全国和牛登録協会  

6月 4〜8

日 
4 20 トライやるウィーク 加西中学校 2年生  

6月 7日 8 8 まち探検 九会小学校 2年生  

6月 20日 25 25 
日本の牛の生産・流通・加工の現況

についての研修 
社団法人全国韓牛協会  

6月 23日 22 22 青空教室 加西市内の小学生親子  

6月 28日 23 23 
日本の牛の生産・流通・加工の現況

についての研修 
社団法人全国韓牛協会  

7月 1日 20 20 はりまる栽培講習会 播磨地域の農家  

7月 12日 21 21 短期サマースクール 海外の大学生  

9月 27日 44 44 写生会 九会小学校 2年生  

10月 4日 8 8 まち探検 九会小学校 2年生  

10月 9日 46 46 カキの収穫体験 九会小学校 3年生  

10月 14日 55 55 農場体験 創造学園  

10月 22日 4 4 トライやるウィーク（芋掘り） 加西中学校 2年生  

10月 24日 13 13 青空教室 加西市内の小学生親子  

2月 22日 5 5 はりまる栽培講習会 播磨地域の農家  

3月 2日 25 25 はりまる栽培講習会 播磨地域の農家  

2019年度      

4月 22〜

24日 
28 84 

全国和牛登録協会主催の登記検査委

員認定講習会（東日本地区対象） 
全国和牛登録協会  

5月 15〜

17日 
18 54 

全国和牛登録協会主催の登記検査委

員認定講習会（西日本地区対象） 
全国和牛登録協会  

6月 3〜7

日 
5 25 トライやるウィーク 加西中学校 2年生  

6月 6日 4 4 まち探検 九会小学校 2年生  

6月 9日 42 42 うずらの飛行場モニターツアー ＮＰＯ法人Ｊ－ｈｅｒｉｔａｇｅ 

6月 26日 36 36 青空教室 加西市内の小学生親子  
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6月 29日 20 20 はりまる栽培講習会 播磨地域の農家  

7月 4日 25 25 短期サマースクール 海外の大学生  

9月 26日 45 45 写生会 九会小学校 2年生  

10月 8日 69 69 カキの収穫体験 附属小学校 1年生  

10月 10日 4 4 まち探検 九会小学校 2年生  

10月 15日 42 42 カキの収穫体験 九会小学校 3年生  

10月 18日 44 44 青空教室 加西市内の小学生親子  

10月 28日 4 4 トライやるウィーク（芋掘り） 加西中学校 2年生  

2月 29日 25 25 はりまる栽培講習会 播磨地域の農家  

            

 

「青空教室」 

センターは本学から離れた加西市にあり、神戸大学の施設があることがセンターの近隣にはあまり知られていない。

同じ市内にある農業大学校と混同されていることもある。 

そこで、センターの多様な動植物に触れてもらい、農業がどういうものであるか、またセンターはどんなことをす

る場所なのかを知ったもらうため、技術班では 2017 年度より「青空教室」を開催している。 

「青空教室」では年 2 回、近隣の小学生と保護者を 15 組程度募集し、バレイショ収穫・田植・ブドウ摘粒・稲刈り

などの作業、バレイショ品種食べ比べ・カキの渋抜き前後の食べ比べなどの試食、バレイショの知識・牛の個体識別

法などのミニ講座を２、３項目で３時間程度おこなっている。また降雨など屋外作業が困難な場合、その時に可能な

屋内作業や見学などに内容を変更している。 

募集は加西市広報、センターHP、フェイスブックによりおこなった。第 1 回は 3 組 8 名と少人数だったが、徐々に

認知されるようになったこと、2018 年度以降は市内小学校の学校行事とすり合わせたうえでの日程調整をおこなって

いる効果もあり、第 6 回では 16 組 45 名と盛況であった。センターの近隣へのアピールになるとともに、子供たちと

接すること、技術班のみで開催という日常業務にない取り組みをすることで、技術職員の資質向上につながっている。 

 表 青空教室実施内容と参加者数 

日程 参加者数 実施内容             

2017年度         

7月 15日(土) 3組 8名 バレイショ収穫・バレイショ多品種食べ比べ    

10月 28日(土) 14組 38名 稲刈り(雨のため中止)・カキ試食・野性ナシ試食・ナシ収穫・牛舎見学・牛とのふれあい 

2018年度         

6月 23日(土) 8組 20名 水稲田植・ブドウ摘粒      

10月 27日(土) 5組 13名 稲刈り・脱穀・牛とのふれあい     

2019年度         

6月 30(日) 14組 36名 ジャガイモ収穫(雨のため牛舎見学に変更)・バレイショ多品種食べ比べ  

10月 26日(日) 16組 45名 渋柿試食・ナシ収穫・牛鼻紋採取・牛とのふれあい       
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日時： 第1回： 6月3 0日 （ 日）
1 3 :0 0～1 5 :0 0

第2回： 1 0月2 6日（ 日）
9 :0 0～1 2 :0 0

内容： 第1回

第2回

場所： 神戸大学大学院農学研究科附属
食資源教育研究センター（ 農場）
加西市鶉野町1 3 4 8

お申込み、 お問い合わせは以下のE-m a ilまで
a n s-aozo ra@ o ff ice.kob e-u .a c.jp

ジャガイモの収穫と
多品種の食べ比べ

ナシ収穫体験
但馬牛とのふれあい

神戸大学農場は
「 農場から食卓まで」 を
体験できる総合農場です。
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神戸大学内での直売 

センターの生産物は農学部学生の農業技術の習得を目的に栽培されており、地域貢献も目標としている。六甲台

キャンパスで生産物の直売を下記のように実施した。 

図 2019年の直売（左：7月 16撮影、右: 8月 27日撮影） 

2015年度  

4月 18日  サクラソウ 

7月 9日  タマネギ、バレイショ 3品種、発芽玄米 

7月 21日  タマネギ、バレイショ 3品種、発芽玄米 

8月 20日  ナシ、ブドウ 

9月 2日  ナシ、ブドウ 3品種 

10月 27日  カキ、ナシ、サツマイモ 

12月 9日  ナシ、ダイズ、キャベツ、サツマイモ、米 

2016年度   

4月 27日  サクラソウ 

7月 7日  タマネギ、バレイショ 

7月 22日  タマネギ、バレイショ 3品種 

8月 18日  ナシ、ブドウ 2品種 

9月 8日  ブドウ 2品種 

10月 26日  カキ、サツマイモ、米 

12月 7日  ナシ、ハクサイ、キャベツ、サツマイモ、米 

2017年度   
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7月 6日  タマネギ、バレイショ 

7月 19日  タマネギ、バレイショ 3品種 

8月 17日  ナシ、ブドウ 2品種 

9月 31日  ブドウ 2品種 

10月 20日  カキ、ナシ、サツマイモ、米 

12月 6日  ナシ、ハクサイ、キャベツ、サツマイモ、米 

2018年度  

7月 17日  タマネギ、バレイショ 3品種 

8月 28日  ナシ、ブドウ 2品種 

10月 19日  カキ、サツマイモ、米 

12月 5日  ナシ、ハクサイ、キャベツ、ダイコン、サツマイモ、米 

2019年度  

7月 16日  タマネギ、バレイショ 2品種 

8月 27日  ナシ、ブドウ 2品種 

10月 11日  ナシ、サツマイモ、米 

12月 4日  ナシ、ハクサイ、キャベツ、ダイコン 

 

神戸大附属小でのイネ栽培の指導 

神戸大学附属小学校(明石市)と農学研究科附属食資源教育研究センターは、普段食べているお米を栽培して成育の

様子を観察しながらみんなで学んでいき、収穫の喜びを知ってもらう活動を行なっている。２年生の児童を対象と

し、イネ品種「はいごころ」の栽培の支援を行った。 

2015年 10月 27日、11月 6日、12月 12日: http://www.kobe-u.ac.jp/NEWS/info/2016_01_08_01.html 

2016年 6月 10日、10月 17日、11月 9日、12月 10日: http://www.kobe-u.ac.jp/NEWS/info/2017_01_04_02.html 

2017年 5月 30日、10月 12日、10月 25日: http://www.kobe-u.ac.jp/NEWS/info/2018_01_10_01.html 

2018年 5月 23日、10月 3日、10月 11日: http://www.kobe-u.ac.jp/NEWS/info/2019_01_23_01.html 

2019年 5月 20日、10月 7日、11月 19日: https://www.kobe-u.ac.jp/NEWS/info/2020_01_22_01.html 
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Ⅱ 気象データ 

2015年 4月から 2019年 3月までの月毎の旬別平均気温と月間降雨量年度ごとに第 1図～第 5図に示した。また月

毎の旬別最高・最低気温を記録した日とその温度を第 1表・第 2表に示した。 

これらの基礎となった 1時間ごとのデータはセンターに保存されている。 

なお図、表の空白部は気象観測装置の不具合によりデータが欠損しているためである。 
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